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概要 
「ホームレス支援全国ネットワーク」は、ホームレス支援活動の相互の連絡、連携などを図るため支援 
団体および個人による全国的なネットワークをめざして、2007 年 6 月に設立された。都市研究プラザ 
は、このネットワーク組織の活動に対して、設立当初から、財政的・人的支援を行っている。今回の研 
修会は、日本財団 The Nippon Foundationの後援も得て、全国のホームレス支援団体の参加を募り、 
生活保護制度の活用、住宅確保とアフターケアー、就労支援と雇用の創出という 3 つのテーマで、各 
地の事例発表と他地区での適用可能性について、2日間にわたって意見交換、議論をおこなった。 

Abstract 
The  All­Japan  Homeless  Support  Network  was  established  in  June  2007  by  support 
organizations  and  individuals  seeking  a  nation­wide  network  for  interaction  and  exchange 
among  homeless  support  activity  groups.  The Urban Research  Plaza  has  provided  financial 
and  personnel  support  for  the  activities  of  this  network  since  its  beginning.  In  the  recent 
meeting, held under the sponsorship of the Nippon Foundation, we elicited participation from 
homeless support groups across  the country. Based on the three themes of: 1) activating  the 
livelihood  guarantee  system,  2)  the  securing  of  housing  and  follow­up  aftercare,  and  3) 
job­finding support and job creation, we exchanged views and carried on discussions over two 
days related to various local case study reports and the possibilities for their wider application. 
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第１回 ホームレス支援全国ネットワーク研修会 
主催：ホームレス支援全国ネットワーク 後援：大阪市立大学都市研究プラザ 

（この研修会は日本財団の助成金を活用した事業です） 

２００８年５月５日・6 日 於：大阪市立大学 都市研究プラザ 西成プラザ 

＊５月５日午後２時 30 分～３時 30 分 

研修会全体会（自己紹介など） 

＊午後３時 30 分～５時 30 分 

研修会（１） 生活保護制度の活用－各地の事例発表と他地区での適用可能性について 

司会：荒木 久美子さん （NPO 法人湘南ライフサポート・きずな） 

発題：副田 一朗さん （NPO 法人市川ガンバの会） 

生活保護制度の活用－事例発表 

鈴木 實さん （岡山野宿生活者を支える会） 

生活保護制度の活用と、生活自立に向けた協働の取り組み 

堀之内 洋一さん （かごしまホームレス生活者支えあう会） 

鹿児島市の生活保護行政の特徴と会の独自取り組み 

＊午後５時 30 分～７時 30 分 

研修会（２） 住宅確保とアフターフォロー－各地の事例発表と他地区での適用可能性について 

司会：織田 隆之さん （全国行脚の会） 

発題：寺尾 知香子さん （NPO 法人ホームレス支援ネットにいがた） 

「新潟市の事例」―住宅確保とアフターフォロー― 

今井 誠二さん （NPO 法人仙台夜まわりグループ） 

会の沿革と路上に戻らないための取り組み 

佐藤 佳美さん （NPO 法人北九州ホームレス支援機構） 

北九州における住宅確保と自立生活サポートセンターの働きについて 

楠 高志さん・山本徳和さん （北海道の労働と福祉を考える会）（なんもさ） 

北海道の現状と課題 

＊午後８時 30 分～１０時３０分 

交流会 

５月６日（火・休日） 

＊午前９時～11 時 

研修会（３） 就労支援＆雇用の創出－各地の事例発表と他地区での適用可能性について 

司会：小林英夫さん （NPO 法人自立支援センターふるさとの会） 

発題：森本 初代さん （新しい自立化支援塾） 

徳島における就労支援と雇用の創出 

山内 昌良さん （プロミスキーパーズ） 

就労支援と雇用の創出について 

宮 政治さん （文京緑化事業所所長） 

ホームレス臨時就労事業を終えて 

佐野章二さん （ビッグイシュー日本） 

ホームレスの仕事づくり―ビッグイシュー日本から 

高橋英夫さん （NPO 法人グローバルヒューマン） 

ホームレス社会復帰の為の就労支援策・雇用の創出と他地域への波及効果 

＊午前 11 時～12 時 閉会式（まとめ）
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研修会 自己紹介 

高沢幸男（湘南ライフサポート・きずな・以下、高沢）： 

ただいまより研修会へ入らせていただきます。 

自己紹介をしていただこうと思いますが、人数が多いので各団体1 人程度でお願いするということで、よろし 

くお願いします。では北からお願いします。 

奥田知志・（ホームレス支援ネット代表世話人 北九州ホームレス支援機構・以下、奥田）： 

すみません、先ほどの名簿に福岡おにぎりの会の名前が抜けていたので追加お願いします。そして今回 

45 団体が所属団体、参加が 28 団体、委任状が 4 つということでしたので、31 団体ということで総会が成立し 

ましたということです。 

高沢： 

今日の研修会の部分は、日本財団から助成金をいただいて行っています。そういうわけで今日の全国レベ 

ルの研修会が無事成立したということを紹介したいと思います。では北から。 

【北海道･東北】 

中西 将人（北海道の労働と福祉を考える会）： 

はじめまして、北海道の労働と福祉を考える会の中西です。当会は主に大学生を中心にしながら社会人の 

方と協力しながら行っている団体で、僕は北大の院生なのですが、北大以外にもさまざまな団体と一緒に活 

動しています。具体的な活動としては夜回りを第 1、第 3、第 5 土曜日にやっておりまして、あとは炊き出しを市 

や地方自治体とサポート組織体と協力しながら行っています。また生活保護に関する同伴も行っております。 

炊き出しは市との共催という形になっているのですが、基本的には年に 6 回程度ですね。市や地方自治体の 

都合もあるので。それによるのですが、大体年に 6 回くらいです。 

今井誠二（NPO 法人仙台夜まわりグループ）： 

資料のほうに仙台の支援団体の名前がズラーッと並んでおりますが、残念ながら仙台市でウチだけが参加 

しておりますけども、実際には NPO 法人だけでも、ここにあるだけで４つ、個人事業の社会福祉事業が１つ、 

加えてカトリックの団体も支援活動を行っていますので 6 ないし 7 団体が仙台では活動を行っています。です 

ので、お互いの活動がバッティングしないように夜回りや炊き出しのシフトを組みまして、毎週末には必ず暖か 

い物が腹いっぱい食べられるように、毎週水曜日はバッティングしないように夜回りをやるということを行ってい 

ます。夜回り活動については後ほど紹介させていただきます。今井でした。 

寺尾知香子（NPO 法人ホームレス支援ネットにいがた）： 

NPO 法人ホームレス支援ネットにいがたの寺尾です、よろしくお願いします。 

新潟市内には 3 つ支援団体があります。1 つは NPO 友の会ということで、こちらはどちらかというと炊き出し、 

それから医療の支給等をけっこう得意としてやっておりまして、私どもはアパート経営やパソコン教室、就労支 

援を中心としてやっております。もう 1 つはあずきの家というところで住宅提供専門のところで新潟市 3 団体で 

がんばっております。 

【関東】 

副田 一朗（市川ガンバの会）： 

千葉県の市川にあります市川ガンバの会と申します。私の活動は、大体 11 年くらい経過しまして、行政側 

が「千葉県の中で唯一の」と言いますが、他にも NPO 法人で宿所提供を行っている団体はあるわけですが。 

市川市はおよそ 47 万人で、路上生活者はだいたい 190 人程度おりますが、そのなかで市川市は自立支援計 

画の見直しを始めました。私もその委員になっておりますが、今は小規模ではありますがずいぶん早い、良い 

見直しができればと思います。このあと発表しますが、ガンバの会は居宅の後のアフターフォローを、私たち 

は「生きがい支援」と名づけながら事業を展開しております。しかし、そちらのほうもかなり四苦八苦して、保証 

人提供を含めて居宅者も 100 人越えておりますので、その人たちのいろんな部分、なかなか苦労しているとい
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うのが現状です。そこにいろんなヒントを欲しいというのが私たちのお願いであります。農園とかサロンとか、ア 

パートに入れた後のアフターフォローをやっております。よろしくお願いします。 

チャールズ マクジルトン（ＮＰＯ法人 Second Hervest Japan）： 

今までみんながフードバンク何々と誤解していますが実際 4 年前に名前を変えました。以前は特定非営利 

活動法人フードバンクジャパンとかだったのですけど、今はセカンドハーベストジャパン。毎週土曜日に炊き 

出しをやります、同時に名古屋、関西、九州も食べ物を送ります。もしそこにいなくても食べ物が必要であれば 

是非私と相談してください。私は無償で送ります、お金全然欲しくない。よろしくお願いいたします。 

笠井 和明（新宿ホームレス支援機構）： 

新宿連絡会、今日は池袋連絡会の方も一緒に車で参加しております。東京の場合は活動内容が路上なん 

でも屋ということで、なんでもやっております。なかなか効果というものは上がらないですけど、東京都の○○ 

が先行して、見直しを含めてやって、それが自立支援事業の再構築という形でいまなんやかんややっておっ 

て、再構築を再構築とかわけのわからないスローガンで、「仲間から何をやっているんだ」という毎日でござい 

ます。大きなところですけれどもいろんな活動団体があって、それぞれが協力したり反発しあったりしながらな 

んとかやっているというところです。よろしくお願いします。 

太田（池袋連絡会）： 

池袋連絡会の太田です。笠井さんにいろいろ教えてもらったり、ご協力してもらったりして池袋で活動して 

います。よろしくお願いします。 

宮 政治（文京緑化事業所所長／NPO ワーカーズホープ）： 

NPO ワーカーズホープの宮と申します。文京緑化事業所の所長をやっております。ウチの団体は出資金を 

元に地元おこしをやっていこうということで、現在元ホームレスの方が 11 人、ウチの事業所で働いております。 

雇用創出の一面を担っているかなと思っています。以上です。 

小林 英夫（ふるさとの会）： 

ふるさとの会の小林です。今日皆さんと共通の課題として挙げられるのは、支援するに当たってのお金とい 

うのが挙げられると思います。ウチの団体が委託という形でアフターフォロー、路上からアパートに入れるという 

のが東京都の施策だったのですけど、これは 2 年で契約が決まっています。2 年間は委託金が出て支援は出 

来ても、2 年後委託金が出なくなった後支援はどうするのか、お金が出ないから支援はしませんよっというわけ 

にはいかないので、そういった意味でどう起業していくかを考えて日々やっています。そういったところでみん 

なで企画を出して、支援していく上で、資金面に安定した形で継続的な話し合いが出来たらいいなと思って 

います。 

小川卓也さん（NPO 法人エスエスエス）が今席をはずしています。 

油井 和徳（山友会）： 

東京の山谷地域で無料診療所をやっています、山友会の油井と申します。同じ地域で活動しているふるさ 

との会さん等はだいぶな規模で委託を貰いながらやっているんですけども、そんな中で私たちは資金面で小 

規模な活動になっています。しかし、大規模でやっているふるさとの会さんの出来ないことという形で活動を続 

けさせていただければなと思っています。よろしくおねがいします。 

川辺 克郎（湘南ライフサポートきずな）： 

神奈川から来ました、湘南ライフサポート・きずなの川辺と申します。この高沢も司会の荒木もウチのメンバ 

ーなのですけども、私どもは神奈川県で 3 つくらいの事業をやっています。1 つは無料低額宿泊所。今 36 人 

定員が 1 棟と 15名が 1 棟。両方とも茅ヶ崎市で行っています。それから神奈川県との共同事業で総合相談所 

およびシェルター事業というのをやっていまして、そちらのほうでは野宿をされてる方、野宿になりそうな方の 

総合相談、生活や福祉相談を含めて、それと同時にシェルターで安定した居所に繋ぐような形、最近女性の 

方や家族の方も増えているような状況です。あとは神奈川県からの委託事業で無料相談事業というのをここ
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何年間か受けています。これは司法書士さんと組んで、法律問題や福祉問題について無料での相談会を県 

下の各地で年 6 回くらい行っています。去年委託で受けた事業としては住宅支援事業といってアパートを支 

援する時のお手伝いをする事業を行いました。それ以前には実態調査や就労支援事業を神奈川県から委託 

で受けています。共同事業のほうは負担金ということで 5 年間は上限 1 千万円出るような事業なのですけど、5 

年以降どう続けるかを今模索しているとことです。 

林 真人（平塚パトロール）： 

平塚パトロールから個人的に来ました、林と申します。2001 年から平塚パトロールは茅ヶ崎市の横のほうの 

神奈川県の真ん中あたりの海辺の街なのですが、ホームレスの数的には一時 120 人を超えていました。今は 

100 名前後に落ち着いている段階です。最初、市は何もやっていなくて、メニューも何も無かったのですが、ま 

ず路上からの自由診療が可能になるような形で、そういう診療所と連携をとってやっています。神奈川の医療 

生協と連携をとってやっています。市に対して野宿者へ居宅保護の適正な実施というのを強く求めて、一時 

居宅保護を含めて前向きに進んだのですが、担当者が変わって 3,4 年前から相当厳しくなっています。以前 

は路上即アパート保護という形があったのですが、現在は無料低額施設を使った形での路上からの生活保 

護の実施を中心にやっている状態です。非常に弱小団体で全国組織にかかわる資金も出せないような団体 

ですが、今後ともよろしくお願いします。 

北本 明子（NPO 法人野宿者支援ネットワーク横須賀夜回りの会）： 

湘南ライフサポートのメンバーとして来たのですが、普段パトロールは横須賀のほうを回っております。月 3 

回のパトロールと、シャワーの会といって食事とシャワーを浴びれる会と、2 年前に NPO 法人として立ち上げて、 

今横須賀市と巡回相談の契約を取れるかというところにきています。去年色々あってシェルター事業が飛んで 

しまった経緯があり、巡回相談の方もきちんと契約が取れるかどうかのところですが、当事者の側に立ってきち 

んとやっていきたいと思います。 

KSS サポート（NPO 法人神奈川消費生活者信用サポート）が遅れて参加の予定です。 

【中部】 

松本 普（NPO ささしま共生会）： 

名古屋のささしま共生会です。活動は皆さんと同じように炊き出しから夜回りをやっています。炊き出しに関 

しては毎日どこかの公園で、どこかの団体がやっています。なるべく仲間同士の交流を深めようと、皆が力を 

合わせてやれるためのプログラムを、花見であるとか、明日はソフトボール大会をやります。明日は東京と大阪 

から仲間が駆けつけてくれるということで、これは毎年やっていますけども、団結野球大会ということです。7 月 

には全国交流会を名古屋でやります。全国から 200 名を超す仲間が来ますので、今ホストとして準備をしてい 

ます。現在名古屋では襲撃事件が多発しています。休み時ということで張り込みをやったり、これについては 

仲間と笛を持ったり、大きな声で叫ぶとか或いはカメラを持っていくとか、具体的には教育委員会や公園管理 

の自治体に対しても抗議の申し入れをしています、話し合いも要求している、こんなところです。 

志賀 文哉（富山困民丸）： 

富山困民丸に 2 月くらいから参加しているので、団体の活動を把握しているような立場ではないんですけど、 

一応これまでの活動としましては、個人が民家を借りて 7 人が住めるようにスペースをつくし、そこを利用しな 

がら生活保護を受けるということで、現在 7 人のうち 4 人の方が○○○。その結果が GW 明けに出るということ 

で、明日の打ち合わせということが富山でありますので今日のみの参加ということで残念なんですけども。それ 

でほかには月 1 回の炊き出しということも行っていまして、それと今回生活保護が基本的に居宅というかアパ 

ートなどの目途が立っているケースではほぼ通りそうだということでアフターフォローをどうするかということを中 

心に今回勉強させていただきたいなと思っています。よろしくお願いします。 

【関西】 

高橋 尚子（NPO 法人グローバルヒューマン）： 

NPO 法人グローバルヒューマンの高橋尚子です。拠点は京都なのですけど、京都、滋賀、岡山、福井で支 

援を展開しています。ウチのスタッフには30年のキャリアを持つケースワーカーがおりまして、正しい生活保護
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行政に基づいた生活保護という活動に力を入れています。明日のセッションで就労支援と雇用の創出というと 

ころで発題させていただきますが、今事業のほうでも力を入れています。私は主に京都と大津の自立支援住 

宅のほうで行っております。ご協力お願いします。 

若井 宏明 (京都市中央保護所）： 

京都市中央保護所に勤めています。ボランティア活動でグローバルヒューマンに所属しているんですけど、 

京都の状況を少しだけ報告させてもらいます。大阪はホームレスの数も多く、活動も活発なんですけども、京 

都は土地柄奥ゆかしいというかおとなしい都市ですけど、当事者団体が活動しているというのが大きな特徴で 

す。出来たら今日も来られたら良いと思うんですけど、なかなか京都から大阪に来られない。何故かと言えば 

交通費がないと、当事者の人はそういう状況で。京都の中ではいろいろと支援団体と活動や話し合いなどい 

ろいろしているんですけど、当事者団体は希望の会という団体を作って支援団体と同じように炊き出しとかを 

やっています。ほかに特徴的なのは農業とか味噌の販売とかをこの方はやっておられて、100 万円ほどお金 

が溜まったということで、それを元手にリサイクルショップをしようということで事業を当事者の人がやり始めてい 

るということなんですけど、それらの活動も当事者自身が報告してもらわないと傍から見ている僕らが言っても 

もうひとつ実感がないんで、そういう活動をしているという報告をして京都の報告に変えたいと思います。 

道本 （ＮＰＯ法人和歌山ホームレス支援機構）： 

和歌山ホームレス支援機構の道本です。去年の 7 月 13 日に NPO 法人として立ち上げました。和歌山市が 

提供してくれた市営住宅 2 戸のうち 1 戸に去年の 11 月に 1 人入居、12 月に 1 人入居していただきました。 

最初の方は 4 月で半年になりましたので出まして、その後に別の人に入ってもらいました。和歌山市の協力で 

かなり良い方向へ向かっていると思います。毎週水曜日、おにぎりを配ったり、冬は携帯カイロを配ったり、夏 

は蚊取り線香を配ったり、その都度夜回り日記というものをつけております。1 回で 2 ページになりますが、この 

間めでたく 1000 ページに達しました。10 年を超えたということですね。1000 ページを 1 万円ということで先程 

中山先生に押し売りいたしました。今日と明日に限りまして資料としてお使いになる方に関しては送料無料で 

前金 1 万円にさせてもらいますのでよろしくお願いします。 

渡邉 充春（歯科保健研究会）： 

歯科保健研究会の渡邉と申します。お手元のほうに追加資料をお配りしましてので、そこに歯科保健研究 

会の概略については書いております。野宿者支援の団体だけではなくて、障害者や高齢者の問題などにつ 

いても歯科の諸課題について取り組んでいる団体です。野宿者支援については有名な黒田先生たちのホー 

ムレスの医療ニーズと医療システムについての研究の第 2 年目に社会医療センターでの口腔保健で参加さ 

せて以降、ホームレスの方々の口内問題について、お口の中から健康を回復して野宿からの脱却の 1 つの契 

機を作っていただく。そして就労の際の前歯が無いということに関して、入れ歯を作ることによって面接をクリア 

していただきたいということに一歩でも近づくということで歯科の健康支援という形で続けてきました。ご覧のよ 

うに昨年の活動内容を一覧として挙げています。京都から徳島までお邪魔させていただいて、年間 150 名近 

くの方の相談を受けています。現在は行政的にも厳しいので治療をやりながらの相談になっております。この 

連休明けに正式に新宿連絡会の医療班のほうから皆さんへアンケートが届きます。歯科医療に関しては非常 

に課題が付いているということで、壁を打ち破りたいということで全国の支援団体の方がどのような形で歯科医 

療の援助をされているのか、ぶつかっているのかをお聞きしたいということで、アンケートを郵送しますのでご 

協力お願いいたします。厚労省は医療単給を出さないと言いましたけど、このアンケートを基礎に打ち破って 

いきたいと思っているのでよろしくお願いします。 

矢島 祥子（黒川診療所）： 

黒川診療所の矢島と申します。大阪で医療活動を積極的に活動している黒川先生のところで仕事させてい 

ただいています。今日はよろしくお願いいたします。 

要 宏輝（元連合大阪）： 

初めて参加させていただきました。実は私野宿生活者支援法の基本法のドラフトを作った本人でございま 

して、非常に落ち込んで。当時は皆さん方支援団体の中で評価あいまってというかんじで議論があったという 

ふうに聞いております。今日の総会の議案書等を見させていただいて、それなりの評価も定まってきたというこ
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とでほっとしております。所属は連合大阪でして、「連合が何でホームレスに取り組むんだ」といろいろ言われ 

ましたけども、とりあえず定年を迎えて、なんでも相談、釜ヶ崎支援機構の応援団をやっておりまして、そのこと 

もあって今日参加させていただきました。非常に心強い感じで参加しておられて、非常に心強く聞いておりま 

した。 

笠間（釜ヶ崎講座）： 

こんにちは。お手元に A3 のビラを配らせてもらいました。この中で釜ヶ崎講座の趣旨が紹介されています。 

「私たちはあなたと釜ヶ崎を結びます」ということで、今の釜ヶ崎のホームレスを中心とした野宿からの脱却への 

諸活動、釜ヶ崎全体のまちづくりということで関西一円の人を釜ヶ崎と結び付けていくという活動を主眼にして 

活動しています。年に2回のシンポジウムということでこの場に参りました。渡邉さんを始めとして釜ヶ崎支援機 

構の福祉部門の方とか島先生とかさまざまな方の支援、ご協力をいただきまして釜ヶ崎の実状を一人ひとりの 

方々に紹介していくという地道な活動をこれからもしていきたいと思います。釜ヶ崎講座ということで現地ツア 

ーということで釜ヶ崎現地の夏祭り、署名などのお手伝い、そして会員の方をツアーというころで現地を回って 

実状を見ていただくことなどを毎年やっています。今日はよろしくお願いします。 

坂口（自立支援センターおおよど）： 

大阪には旧来の自立支援センターが 3 ヶ所ありまして、おおよど、よどがわ、自彊館さんの西成。新しいとこ 

ろでは、此花区舞洲に出来ました、舞洲１、舞洲２とありまして計5ヶ所あります。舞洲１に関しましてはアセスメ 

ントセンターの役割も果たしていまして、入られた方の振り分けを今しています。社会福祉法人みおつくし福 

祉会が大阪市からの委託事業としてやっており、活動的には就労自立となっていますが、あまりフットワークが 

軽いことは出来てきません。同じ事業費があって、決められた中という足枷があってやっております。こういう全 

国的な集まりになると各地のみなさんが限られた資源や人でもいろんな活動を活発的にされて、強い気持ち 

を持たれているのに大変敬意を持っております。そういうみなさんの気持ちを少しでも現場に持って帰って明 

日からの活動に活かしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

岡本 友晴（更生施設大淀寮）： 

大阪市内には更生施設が 3 ヶ所ありまして、市立一時保護所の相談所というところと、さきほど自立支援セ 

ンターのほうから説明されましたけど、社会福祉法人のみおつくし福祉会が委託をうけてやっている大阪市立 

の淀川寮という 2 ヶ所ございます。そういうところでちょっとみなさんとは仕事内容が違うかもしれませんが、釜 

ヶ崎を中心とした生活困難を抱えた方の支援を公的な施設という立場から行っております。よろしくお願いし 

ます。 

白波瀬 達也（西成市民館職員）： 

西成市民館といってここのすぐ近くにあるのですが、そちらで職員をしております。西成市民館は施設とし 

ては非常に古くて 1960 年代の中ごろに出来たんですが、約 40 年間大阪市の管理でやっていました。しかし 

昨年の 4 月から指定管理者制度として民間委託という形で社会福祉法人の石井記念愛染園というところが委 

託して事業を運営するようになりました。そういった意味では新しい職場でありまして、機能としましては場所貸 

しや、会議室や大きいホールのようなものをお貸しするというような役割と相談事業もやっております。なんでも 

やる職場でホームレスの相談から居宅生活になった人の相談まで、そういった相談をいろんな関係機関に振 

り分けて解決を図るとそういった仕事をしています。今回は他地域から来られてそれぞれの実践の話をされる 

ということで、西成が抱えている問題を他地域ではどうやって解決しているかを勉強させていただきたいと思っ 

ています。 

尾松 郷子（NPO 釜ヶ崎支援機構）： 

うちは相談部門ですが、皆さんの地域とだいぶ違うのは相談者の数がアホほど多いということです。地域の 

相談で、スタッフ 3 人プラス非常勤の私で年間 600 人くらい。延べの相談者の数は 1 万人くらいととても捌ける 

数じゃないと。なおかつ最近の傾向としては知的障害の方やアルコールの問題の方や若年者の数も増えてき 

て問題が複雑化してきているところです。なおかつ出口もないし、使える社会資源もないしで困って、毎日困 

って生活を支援ができないなという状態です。今日は他地域の方も来ているので勉強させていただきたいと 

思っています。
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堀 正裕（大阪府社会福祉５課）： 

内部の事情を言いますと、大阪府の人事異動というのは全く部門とかは関係なく、私もこの仕事もまだ２年 

ちょっとでございます。ですので、全く予備知識がなかったんですが、その中で去年の総会から首をつっこま 

させていただいて、毎日必死になって勉強している状態です。まだ勉強中というかんじです。大阪府がどうい 

う活動をしているかと言うと大阪市とそれ以外の府域が我々の担当という感じなのですが、社会福祉法人に委 

託して巡回相談事業を全域でカバーしております。その中で医療相談とか法律相談とかも入れてやっていっ 

ております。私の仕事というのはそれの予算を確保してバックアップするというような仕事なのですけど、話は 

飛びますけど我々がやっている巡回の中身と、研修会での皆さんの状況を聞いていると地方によってぜんぜ 

ん状況が違うんだなと。これはこちらの話を聞かせていただいてもそうですけど、去年韓国で行政の方とお話 

しする機会があったんですけど、行政同士だとある程度、制度なんかは共通の基盤がありますから、共通認識 

を持って話を出来るかと思ったら全然状況が違って。例えば無料低額の宿泊施設や救護施設とかについても 

我々の施策と韓国の事業については違います。一概にどれが良い悪いとは言えないんですけど、我々もその 

辺にアンテナを張っていろんな違いや、その中から大阪としてどういう風な形でやっていけるのかと言うと非常 

に前向きな話に聞こえるのですけど、知事が変わりまして、内部的にはいろいろドタバタの状態です。本来で 

すと、国の基本方針を見て大阪府の自治計画の見直しという風に取り組んでいかないといけないんですけど、 

実際は目の前の課題をこなすのが精一杯という現状がありまして。よろしくお願いします。 

狭間 妙里（NPO 法人バリアフリーサービスつばさ）： 

釜ヶ崎地域に集中する高齢者介護に取り組んでいる団体です。活動の目的のひとつは介護保険制度を活 

用して就労の場を作り出すことで設立 5 年目になりますけども、元ホームレスの方の就労に関しては現状 4 名 

就労できているという現実に過ぎません。6 年かかって 4 名。「何をしているんや」という感じですけども、ここ釜 

ヶ崎は医療、福祉の問題よりも解決できないことがたくさんありまして、日々やりきれない思いを抱えまして走り 

回っているのが現状です。皆さんのご助言よろしくお願いします。 

川浪 剛（NPO 法人オイコス堺）： 

今年の 1 月から堺市に新築のマンションを建てまして、19 室のうちの 10 室では、大阪府が作りました自立 

支援センター大泉から出てこられた方を受け入れて、その人たちの生活をサポートするというところなんです 

けど、なかなかたいへんな状況にありまして、今日来ていただいた皆さんのお話から何か学ぼうと思っていま 

す。 

織田 隆之（全国行脚の会、救護施設今池平和寮）： 

今日は後のほうで全国行脚の会で司会をしますが、救護施設とは別の釜ヶ崎再生フォーラムで全国の皆さ 

んとお知り合いにならせていただいて、そしていろんなことをお手伝いさせていただきながら、日々業務に励 

んでおります。よろしくお願いいたします。 

中山 徹（全国行脚の会、大阪府立大学）： 

本業は大阪府立大学で教員をしています。大阪市立と府が分担しておったものですから、先ほど話された 

堀さんの後ろのほうで応援団として働いております。 

水内 俊雄（全国行脚の会、大阪市立大学）： 

虹の連合の全国ホームレス調査と西成区の生活保護調査のリーフレットを 5 部ずつ持ってきていますので、 

必要な方は受付までお申し付けください。 

木谷 公士郎（兵庫県司法書士会/NPO 神戸の冬を支える会/カトリック社会活動神戸センター）： 

個人で参加しております。週 3 回炊き出しを行っておりまして、あとは生活相談に当たっております。やはり 

居宅生活以降後の生活支援というのは非常に大きな課題ではないかなと。神戸では早くから生活保 護を活 

用した支援ということに取り組んでいますけど、見えてきているもの、見えてきないないものがありますので今 

日明日の研修会で勉強させていただきたいと思います。最近生活保護問題に関する全国会議の事務局もや 

らせていただいていまして、厚生労働省は世論に押されて、来年に向けて生活保護制度の切り下げをもくろ
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んでいますし、通院、移送費を 6 月 30 日までに一律カットすることをもくろんでおります。これに関する全国的 

な反対運動というのも呼びかけておりますので皆さんのご協力をお待ちしています。長々と失礼しました。 

高沢： 

姫路からは残念ながら欠席ということです。 

欠席のため代理（生活支援グループふーらんか）： 

釜ヶ崎地域内における作業スペースを中心にしながら、主に野宿者生活の仲間に対し、仕事作りを支援す 

るために作った支援グループです。この 8 月で 2 年になりますが、もう少し本腰を入れて取り組むため法人化 

の手続きを進めています。継続して主に就労支援分野を取り組んでいきます。また福祉介護方面の就労にも 

力を入れていきたいと思います。というメッセージが届いております。 

【四国･中国】 

森本 初代（新しい自立化支援塾）： 

徳島から事務局の宮本と二人でお邪魔しています。徳島の特徴と課題は前回お話したとおりで、就労支援 

については明日お話していただけたらと思います。よろしくお願いします。 

飯田 葉子（オープンハンドまつやま）： 

今日はよろしくお願いします。 

鈴木 實（岡山野宿生活者を支える会）： 

報告を頼まれて、旅費が出たので来ましたが、零細活動団体です、5 年目が過ぎました。週 1 回の炊き出し 

が精一杯プラス相談を受けているというものです。全国ネットに入りまして 1 万円の会費を早速払ったのです 

けども、利用しない方はないということで、たくさんの情報を得て本当に助かっています。おかげでネットワーク 

の力が出てきまして、自立支援センター、大淀さんの話にもありましたが、早速何人か送っています。今日実 

は何人か来られているんですよ。大阪に来たら是非共に時間を過ごそうということで、その都度お互いに話し 

合って支えあっているんですけど、そういう成果が出ている神戸とか大阪に僕たちはおんぶされて、地域の都 

市で頑張っているというところです。後は報告で。ありがとうございます。 

【九州・沖縄】 

山田 耕司（NPO 北九州ホームレス支援機構）： 

北九州は独自の事業としては、夏場は週に 1 回の炊き出し、冬場は一緒なんですけど、自立支援住宅と自 

立支援住宅の退去者および高齢者の方を中心とした八幡のサポート。サポートのほうは後で佐藤のほうから 

説明があると思いますが。市との共同事業としては自立支援センターの巡回相談と生活相談の委託事業。そ 

れとセンター退所者のサポート事業を主にやっています。抱撲館という独自の自立支援住宅に近いような無 

料定泊施設も運営しております。センターのほうは2004 年の 10 月から開所してもうじき 4 年なんですが、延べ 

400人の方が入所されたということになっています。センターのほうは就労率が7割ということで全国平均より高 

いと評価していただいているんですが、近年は障害者の方に比率いうのが増えたというか、手帳を取る方が増 

えたといえます。障害者の数が極端に増えたというよりは職員のスキルが上がって障害者が見えてきたという 

ことで、今後就労自立というのは非常に難しいだろうと思っています。福祉的な自立のほうを探っていきたいと 

思っています。また直近の課題としては路上生保が認められるようになったわけですけども、保護をもらったが 

行き先がないという方の行き先を探さないといけないというのと、巡回の現場でやっていて今後不安なんです 

が、お金をもらったが安定した居宅につながらない人。要するに使ってしまうという人が今後増えてくるんでは 

ないかというか一定数はどうしても出てくるので、それに対する行政や市民の反感というか反動が非常に怖い 

と思っています。その辺に関してほかの地区の方からのご意見を聞きたいなと思っています。 

代理発表 奥田 知志（日本バプテスト教会ホームレス委員会）： 

全国で 350 くらいの教会がありますけども、それの連合でありましてホームレス支援をやっている教会が全 

国で 20 ヶ所ほどあります。それの連絡会を作っています。
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近藤 浩久さん（NPO 法人福岡おにぎりの会）： 

福岡市内で現在 9 コースに分かれて 500 名前後なんですが、炊き出し夜回りを中心に活動しています。そ 

れ以外では各種相談、居宅設定、居宅申請関係とかそういった諸々のことを活動としています。どうぞよろしく 

お願いします。 

垣田 裕介（大分大学）： 

大阪では中山先生の教え子ということで、大分では箱物施設のホームレス対策に特化した施策も全くない、 

私が今関わっているのは教会の週 1 回やっている炊き出し、それのみなんです。それで 2003 年から 2007 年 

の全国調査にかけてホームレスの方の数が 2.4 倍にも増えていると。何も施策がないところではこんなにも増 

えるものだと実感しつつ。今日はいろいろな活動をされている皆さんを参考にさせてもらいたいと思ってやっ 

てきました。よろしくお願いいたします。 

堀之内 洋一（かごしまホームレス生活者支えあう会）： 

後から生活保護をめぐっての鹿児島の様子をご報告させていただくのですけど、鹿児島は 7 月から空き缶 

条例が始まることになっていまして、空き缶条例に対する生活困窮者の影響の実態調査をやって、それを踏 

まえて対策を要求していくなり、対策していくなりしていくことを考えています。月 1 回医療相談が始まって、医 

者でやろうという方が出てきてそれは良いことで喜んでおります。あとはワーカーズコープの方と就労支援に 

取り組んでいまして、それが回を重ねるごとに着実に定着してきていて、それも力を入れていきたいと思って 

います。よろしくお願いします。 

氏名（社会福祉法人グリーンコープ）： 

これは生協連合なんですが、鹿児島から大阪ぐらいまで組合員がいて 35 万所帯くらいいると聞いています 

けど、そこが作った社会福祉法人が福岡で自立支援の取り組みを始めるということで北九州のホームレス支 

援機構と今社福連携ということでやっています。NPO は NPO で頑張ると出来ないところを社会福祉法人との 

連携でやっていくということで、社福連携で今度 NPO グリーンコープと福岡市内に 32 室の元会社の寮を借り 

上げてやるということにしています。さらに九州地区は鹿児島から福岡まで支援団体が何団体もあるんですが、 

10 団体くらいで九州連合というのを作っていまして、ヤクザじゃないんですけどホームレス支援団体九州連合 

会というのを作ってまして、九州地区で活動している団体でさまざまな活動をしています。 

山内 昌良（プロミスキーパーズ）： 

沖縄から来ました、プロミスキーパーズとありますけど、まだ団体のほうではありません。私は牧師をしながら 

教会を挙げてホームレスの方々の自立支援をしています。ホームを持っていまして、いま 61 名の方を無料宿 

泊させていますけども、大きなところでは私たちは就労自立ということに最大限の力を入れておりまして生活保 

護の兼ね合いで、非常に悩んでいるのがありまして、先ほど北九州の山田さんから報告がありましたけど、生 

活保護を適用させた方がこれまでに 2 人亡くなったんですね。これはアルコール中毒で一切仕事をしない、 

私たちにも耳を貸さないということで、今年もう１人の方が公園で死んでしまいました。それで生活保護につい 

て非常に悩みがありまして、今回それで議論ができたらなと思っています。よろしくお願いします。
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研修会（１） 生活保護制度の活用－各地の事例発表と他地区での適用可能 
性について 

司会：荒木 久美子さん （NPO 法人湘南ライフサポート・きずな） 

荒木： 

まず私の自己紹介から。平成 18 年から神奈川県との共働事業できずな相談室と兼シェルターの運営をさ 

せていただいています。現場の常勤スタッフが私 1 人なもので相談員もさせてもらっています。 

2007 年度、08 年度で合わせて相談に来られた方は 261 名で、その中から 100 名くらいの方がアパートから 

シェルターに入られました。そのうち 95％くらいの方が生活保護を活用してアパートに出られたということで、 

今回の生活保護の活用というのは私たちにとっても非常に切実な問題というか、身近な問題です。 

湘南を中心に活動しているのですけど、全く施策がない中での生活保護の活用というのは非常に重要なこ 

とだと思っています。今回の研修会の目的は実務的な情報の交換、そして明日からの活動に生かせるという 

こと、あとは他地区での適用可能性というかなり実践的な内容になっておりますので、発題者の方に多いに語 

ってもらうと共に、会場からもいろんなご意見を聞かせていただいたらと思いますのでよろしくおねがいしま 

す。 

ではまず NPO 法人市川ガンバの会の副田さんよろしくお願いします。 

１．副田 一朗さん （NPO 法人市川ガンバの会） 

副田： 

私たちの会は 5 年前に NPO 法人を取ったのですけど、その前から福祉事務所、特に当時の所長さんがお 

られるのですが、そこの繋がりで生活保護をかなり利用させてもらってきた経緯があります。この所長さんは福 

祉施設で 20 年、生活保護法も精通しておられる方で、「やれる分にはどんどんやってやるよ」という所長さん 

だったのでよかったのですが、その後所長が変わりまして厳しくなったり、いろんな事情があります。今はその 

元所長さんをウチの理事に取り込んでおりまして、福祉事務所に行くと、ちらちらとじいさんの顔を見せると。 

そういうことで福祉事務所と仲良くやっておる次第であります。 

レジュメを渡しておりますが、私たちのところでは路上から生活保護の申請というのは実例的には 2 例しか 

ありません。私たちは市川市のほうから委託事業を、巡回事業相談とか市川市が自立支援住宅を事業として 

展開しておりますが、そこに入る人間を推薦したりとか、あるいはその住宅に入居中の相談事業を受けたりと 

か、そういう部分があってなかなか心情的に路上から申請しづらいということがありまして、市川市のほうは住 

宅申請すれば良いじゃないという感じで、それがなかなか進まないという現状があります。 

ただ公には、これは 3 年ほど前になりますが、市川市が正式に回答したものを厚生労働省の課長および係 

長の通達として、「居宅生活が可能かどうかを見なさい」という通達がありますと。「住宅に入れたのは良いけど 

ほんとに居宅生活が出来るかどうか、そのためにはいったん施設に入ってもらう、そこで見極めてからだ」とい 

う風に路上からの申請を認めない。いったん中間施設に行きなさいという言い方をしている、これが正式な回 

答でありました。それを乗り越えて 2 例はこうした事例があるのですが、そういう実態であります。 

路上における路上生活者は主には医療扶助の部分、急迫保護そういう部分しか受けられないでありますが、 

市川市の場合は福祉事務所に行くと医療保険証でほぼ 100％出してくれます。医療保険証で行くくらいです 

からどこが急迫かと思うんですが、歩いていくわけです。そして、そこで交渉します。そういう事情がありますけ 

ども医療保険証を出し、最近では継続的な医療。これはほぼ医者の意見によるんですけど、医者にもう１回来
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なさいと継続的に医療保険証。これは１回の医療保険証の連続、繰り返しということになるんですが、実態的 

には継続医療が受けれるようにはなっています。ただまだまだ弱い部分があって、例えば高血圧の人はなか 

なかかかりにくいとかそういう現状は否めません。 

先ほど歯科の話があったんですが、歯医者さんのケースも市川市はあります。歯が悪かったら仕事が出来 

ない、食べることが出来ない、命の問題とか言っておりまして、当時はそういう論調で歯科も認めてもらいまし 

た。 

路上生活者は正直その程度のことでありまして、実際路上生活から脱するために生活扶助、住宅扶助を受 

けていくのが 2 番に書いております。私たち居宅に結びつけたのは現在のところ 15 人くらいです。10 年かか 

かって 150 人ですから、本当に遅々とした歩みではあるわけですが、その中で生活保護申請に結びついたの 

が 141 例。他のものは住宅は確保しましたと、あとは自分でどっかで働いていたので直接的には生活保護に 

結びついたという場合もあります。 

医療保護の急迫保護で入院したケース、退院する時はなんの説明もされずに路上に戻るという形がほとん 

どだったわけですね。しかし私たちは議員さんを巻き込みながら法的に、生活保護的におかしいんじゃない 

かと。本人の希望があり、住むべき場所が無ければ住宅扶助をすべきだと申してきました。昨今は退院時に 

住宅扶助を受けるというケースがかなり増えて今では32にまで増えたという状況があります。それからあとは自 

立支援住宅を用いていますが、私たちの会が運営している事業として運営しているものがあります。市川市の 

ほうは住宅費に関しては県と市が折半でやる家賃などを不動産から借り上げて運営して生活保護の部分は 

生活扶助の部分だけということになります。 

私たちの会はそうではありません。住宅費も私たちの入居した人に住宅の扶助費が出るというそういう事情 

があります。3 ヶ月が原則でありますが、その時点で転居を認めるということで新しい住宅に入居するということ 

であります。それから E の部分は、相談受付で家はあるんだけど生活困窮になったというケースが舞い込んで 

きまして、福祉事務所に行ったけど全然だめだったっていうケース。私たちがどうこうして生活保護を申請でき 

たというケースであります。そういう住宅扶助と生活扶助の実例が私たちの会のケースであります。 

2 番は申請を始めた、扶助を始めたのはこういう年代ですということです。 

3 番は１点目は病院から。これはかなり病院と連携をとって、路上生活から入院してきましたとかそういうケー 

スを連絡いただくと、そこに駆けつけながら生活保護に結び付けていくということであります。ただ市川市はこう 

いう現実ですが、千葉県全体を見回すと、この間船橋市から相談があって、生活支援課、いわゆる福祉事務 

所ですがそこの担当者は生活保護の適応は全て２種施設に入っていただきますっていう回答をいただきまし 

た。路上からの申請を全く認めないというのが中核都市の船橋市の回答でした。千葉市のほうは二種の施設 

が中心でありますが、路上保護の路上申請の実態も何例かあります。ただ、千葉の場合は総じて２種の施設 

に入っていただくという市町村がほとんどと言って過言ではありません。しかし中間施設からどのように出て行 

くんだろうかっていう問題性が私にはあるように思えてなりません。 

その他の主な扶助ですが、いろんな人がいて、トイレをてんこ盛りにして流れなくしてしまう人もいて、そうい 

う時に生活保護法の中の住宅維持費で出してもらったり、これが 3 例あります。それから手帳を持っているわ 

けではないが、障害をもっている人の入浴の手すりとかを出していただいたりといようなケースもあります。それ 

から生活扶助の中では家具什器費。これは市川市の私の関わっているケースの全部特別基準。ちなみに市 

川市はテレビもなんでも買っちゃうという、それを言っております。自立支援住宅から転居の時にまた使ってし 

まうのです。2 回目はさすがに特別基準は使いませんが、つまり転居した先のガスレンジがプロパンであったり 

等で違っているケース。電球やカーテンだったり、またそこで家具什器費を使ったりします。私たちの会は主 

に家電類に集中しておりまして、鍋釜とかそういうものは今安いものがありますから、「自分の生活費を貯めて 

買いましょう」とかでそんな利用をしているのでほとんどの家電が揃ってしまう。 

生業扶助はなかなか使い勝手が無くて、今までに 2 例。自動車学校が 30 万円かかりますが、2 例出してい
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ただいています。もちろん使い勝手が悪いって言うのは、免許取ってきたらどこかで雇うっていうのが無いとい 

けないんですね。それはいろんな雇ってくれる団体と交渉しながら、免許取らせて欲しいと。もちろん取ったあ 

とに生活保護が切れていくということを福祉事務所は求めていくわけですが、今までに 2 例だけですが出して 

いただいております。 

葬祭扶助のほうは私たちの会のほうが、執行者として葬儀を行う場合があるわけですが、そういうケースの 

元葬儀社との協力の下上限 19 万 9 千円出していただいて葬儀を行います。葬儀社もかなり協力していただ 

いて火葬に至るまでやってくれるところを掴んでそんな葬祭扶助を、葬儀のほうでも受けているという実態があ 

ります。 

昨今は火災保険法も改正があって額の範囲内であれば火災保険料、あるいは保証外の保証金なども大丈 

夫ですということで、今までは自腹でありましたけど 4 月から、それぞれに適応していただいている次第であり 

ます。 

4 番は読んでください、トラブル事例なんで。 

私は今日の全国でみなさんに考えていただきたいのは 5 番の提言の部分なんですが、市川でも刑務所か 

ら出所してきて帰る場所が無くってやむを得ず路上にっていう方がかなりおられるんです。つい先日も出てこ 

られたばかりでお金も無くなって、菓子パン 3 個盗んで、派出所から電話が掛かってきたんです。前科がある 

からやばいのですが、菓子パン 3 個ということで無罪放免にしてもらったわけであります。しかし生活保護では 

当該刑務所を現在地として生活保護制度を図れるよう、そういう実際例が書いてあるわけですね。これはどこ 

まで生活保護が実際にかけられているのだろうか、こんなに居場所が無くて路上に戻ってくる方を今市川で 

目の当たりにしているわけであります。 

私はそういう意味ではガンバの会をやっていますが、関連者で今刑務所に入っているのが 3 人いまして、 

手紙のやり取りをしています。とはいえ、彼らが出てきたらどうしようか。市川に戻りますと手紙には書いてくる 

んです。このときに生活保護を適応していただいて、移管先に市川で生活したいんだという移管を求めていく。 

ただ何らかの障害を負っている方もおられまして、そういうことを本人がなかなかいえないと思うんですね。私 

は法務省が相手になるんだと思うんですが、こういう生活保護を刑務所出る時にちゃんと適応してほしいとい 

う要望を是非出して欲しいと思っている次第であります。 

もう 1 つは精神疾患のことも書いておりますが、これは福祉事務所長の権限において、措置入院という言葉 

は厳しいけど、そういう精神疾患を抱えた方が路上にかなり居られるという現実の中で措置入院を図られて、 

なんとか路上を脱していく方法がないだろうかろうかという、これも是非皆さんで考えていただきたい、生活保 

護法という意味で考えていただきたいということを提言申し上げて報告に変えさせていただきます。 

荒木： 

ありがとうございました。フロアからの質問が無いので次に行きたいと思います。
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【配布資料】 市川 市川ガンバの会 

生活保護制度の活用－事例発表 

NPO 市川ガンバの会 副田一朗 

１． 路上における医療扶助の現状 

①急迫状態において；「救急車利用」及び「福祉事務所で医療保険証発給」 

②継続治療において；慢性疾患等による継続治療体制は十分ではないが、医者の意見等により最近は 

比較的、医療保険証の連続発給が行われるようになってきた。（歯科の適用もあり） 

２． 住宅扶助及び生活扶助の利用実績 

①市川市における生活保護申請 141 事例の分析： 

A 路上から自費及び貸付金により住宅確保の上申請ケース 25 例 当会による住宅確保 

B 医療保護入院の後、住宅扶助により住宅確保のケース 32 例 〃 

C ガンバの会自立支援住宅利用により、申請のケース 30 例 原則三ヶ月で転居、 〃 

D 市川市事業における自立支援住宅利用により申請のケース 47 例 原則三ヶ月で転居、 〃 

E 住宅生活時に生活困窮に陥り、申請のケース 5 例 

F 路上から申請を行ったケース 2 例 当会による住宅確保 

②申請時の年齢 

30 代 5 40 代 17 50 代 47 60 代 54 70 代 17 80 代 1 

③申請時の対応の変遷 

・10 年前には医療保護入院のケースにおいて、継続保護のケースがほとんどなかった(失踪扱い) 

⇒最近は、継続保護のケースが増えている(病院との連携) 

・10 年前には稼働年齢層の生活保護申請が難しかった 

⇒最近は、市川市の自立支援事業が始まったこともあり、申請年齢層の広がりがある 

・しかし、未だに支援者同伴でないと申請すらできないケースもある／上記(e)ケース 

④千葉県の現実 

・船橋市；生活保護利用は原則二種の施設による(生活支援課担当者談) 

・千葉市；二種の施設以外に路上保護も数例 

＊市川市も含めて、総じて、二種施設利用が中心 

⑤自立支援住宅のシステム 

・ガンバの会；住宅費及び生活費→生活保護による 

・市川市：住宅費→市事業に対し県が補助(費用は折半)。生活費のみ生活保護 

３． その他の主な扶助利用 

①住宅扶助；住宅維持費としてのトイレ修理費、障害者の入浴補助具費用 

②生活扶助；臨時生活費として、家具什器費(ほとんど特別基準)・被服費(主に寝具代) 

③生業扶助；これまで 2 例しかないが、自動車免許取得費 

④葬祭扶助；当会が葬儀執行者として葬儀を行い、葬祭扶助を受ける（葬儀社の協力） 

４． 福祉事務所とのトラブル事例 

①急迫入院時；入院期間が短期で面接もないまま、入院日用品費がもらえずにいたケース 

②申請時； 

・過去の保護歴(急迫保護歴が多数など)が問い、自立困難の判断のもと申請を拒まれたケース 

・路上申請時に、厚労省係長通達「居宅生活ができると認められる者」を根拠に施設を勧められ 

・申請時に稼働能力の不活用を理由に申請を受理しようとしないケース 

③保護決定に至るまで； 

・扶養照会文書を巡って、申請者の同意なく、本人の住所地を知らせたケースにおいて 

→逆に、家族などの住所地は尋ねても教えてくれない
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・要否決定までの日数をめぐり；二週間経過しても何の連絡もなし。30 日以上を要したケース 

・申請後、現在地確認の訪問が一週間経ても行われず、保護決定が遅れてしまったケース 

④保護開始時； 

・家具什器費をめぐって；特別基準か一般基準か？ 購入品目をめぐってのトラブルも。 

＊自立支援住宅からの転居時に、入居時の適用額を持ち越す処遇をめぐって 

⑤保護費受給中； 

・「自立」をめぐるトラブル；「保護」からの離脱のみを自立と捉える風潮がある現場(厚労省方針) 

→その人の持つ可能性を発見し、その能力にふさわしい状態で社会生活に適応を考える時の摩擦 

・就労指導をめぐって 

＊もっと稼げるはずだから、就労先を変えるよう迫られ、就労の現実を知らないとの憤り 

＊○月中に仕事を見つけるように、そうでなければ保護を打ち切るとの指導 

→長期に渡り見つからぬ人に対し、ワーカーは発破をかけるつもりで発言→結果、本人は失踪 

＊年齢などの考慮もなく、画一的な就労指導を行なうワーカー 

(事例①) 足を引き摺る６２歳の被保護者に、病状を心配することもなく、就労指導のみ 

(事例②) 非識字の人へ就労指導ばかりを行い、履歴書を書けずに悩み続ける被保護者 

・生活指導をめぐって；派手なこと(結婚式参加など)を慎むように指導するワーカー 

→個人の自由への行き過ぎた制限 

・入院期間をめぐって 

＊入院日用品費では家計が圧迫するため扶助費支給が減らされないよう、早期退院者をめぐり 

・返還金をめぐって 

＊年金一時金；説明が良くなされず、トラブルになったケース 

＊交通事故の賠償金をめぐって；慰謝料も返還が求められたが、本人はただの痛み損 

◎増えるワーカーとのトラブル 

・要保護者の立場を理解し、より良き相談相手であるべきワーカー⇒金銭部分での指導が多い 

・画一的、形式的な指導を行うワーカー 

５． 提言 

①路上の現実から 

・刑務所からの出所者の増加；実施要項の実際例で言われる通り、帰住地がない者にとって、当該刑務所な 

どを現在地として、生活保護制度利用が図られるように、法務省などに要望する。 

・精神疾患などを抱える者の増加；福祉事務所長の権限において、精神保健及び精神障害福祉に関する法 

律の規定に基づく措置入院の決定を下すことができることから、本人の人権が守られる範囲で、積極 

的に勧めてもらえるように厚生労働省に、要望する。
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２．鈴木 實さん （岡山野宿生活者を支える会） 

鈴木： 

先ほど申しましたように 5 年の経験をしてきましたわけですけども、まだ週一回の炊き出しが精一杯という状況 

です。年間の予算が定期的に入るのは 10 万円、作ったときに資本を裕福な方々がお金を出してくれたという 

ことで年間 80 万円ほどの予算でなんとかやりくりしている状況です。生活保護制度を立てようと、他地区での 

適用可能性についてという共通のテーマではありますが、他地区への適用という段階に僕たちは達していま 

せんので、生活と自立に向けた協働の取り組みということで報告しようということです。 

実際僕たちの実力は、僕たちの活動を記載しておりますので、成り立ちから現在の状況まで書かせていた 

だきました。2002 年の冬から始まって、2005年から冬季以外の月 2 回、2 年前から毎週ということに発展してき 

ました。その中で相談するケースが出てきて、生活保護の問題が出てきてという状況です。実際活動する我々 

の側は 100 人くらいの団体加盟を含めましておられるんですけど、常時相談できるのは 2 人です。ぼくも含め 

てもう一人の方ですが、別の仕事を持っておりますから常時相談に応対するのは難しいです。 

１の(2)のところにも入っているんですが活動の広がりと共に方針の確認をしまして、下のほうに注を入れて 

おきまして、共通の原則と自立したいという志がある人の支援の内容を変えようという実力に応じた支援活動 

をしているわけです。従いまして、先ほど全国ネットの活動方針が出ましたけど、誰もが路上生活から解放さ 

れるっていうのが、僕たちの夢なのですね。実際そうあって欲しいんですけど夢です。行政にはほとんどありま 

せん。私たちにだけあるということですね。行政とは年に2度ほど団体交渉を持っていまして、そのたびに色々 

言質を得て生活保護を貰うような障害を取り除いてもらって、一応団体としては認めてもらってかなり容易く生 

活保護へいけるということです。 

(2)で共通の原則、無差別平等に、生命上の危機軽減と人格の尊厳保持の援助をしようということで生活必 

需品や医薬品・入浴券の配付、緊急時の入院補助、寝る場所の確保と安全の擁護ことは無差別平等です。 

その下にある社会的自立へ向けた生活相談と介護支援ですね。これにもひとつの原則を設けております。依 

頼者の生保申請支援を無差別平等にするわけにはならず、相談を受ける者、依頼する者両者に必要とされる 

要件があるということです。 

実際今日の活動方針にもそういうことがちょっと出ていたと思うのですが、8 ページのところでアフターフォロ 

ーを絶対条件として考えるということが出ておりました。水内さんたちの調査によると 4 割は継続すると、その後 

の自立生活において。しかし今要件が必要なわけでどのような形で出来るかというのは団体の実力だと思い 

ます。僕たちの実力ではこのような原則を設けまして、支援を望む本当の理由が、「今までの生活から解放さ 

れて人生をやり直すため生き方を変えたい」、という本心が依頼者にあることなんです。これは差別をしている 

と言われればそういうことかもしれませんけども、討論の議題にあげてほしいかなと。というのは岡山市では行 

政が調べた自立支援は 60 人なんです。それ以前は 38 人でしたけど、地域では 03 年調査をいい加減にやっ 

ているんですよ。今度増えたのは中間の調査ということでまじめにやったから増えた、あるいは民間団体がや 

ったから増えた、岡山においてもそうです。 

僕たちは07年もしましたけど、結局100人弱は居られますね。そういう人たちのうち炊き出しに来られる方は 

5 割です。50 人前後ですが、たいていの方はみんな生保を欲しがっています。全員僕たちは受け入れられま 

せんし、市のほうでもかなり厳しく切ります。岡山は 37 の中核市で一番実質債務が悪いんですね。ですからま 

もなく再建団体になりかけているんですが、政令指定都市になろうということで近隣の町がかなり強制的に合 

併してなんとか逃れようとしているとこです。その中で僕たちがいい加減なことで申請すると僕たちの団体が疑 

われるようなことにもなりますので、今は信頼関係を保ちたいということもありますし、実際は僕たちがアフター 

ケアできなくなるような方とは結ばないということで、ノウハウや教えがあればそこにちゃんと申請はするし、従 

事の相談もしてくれるとただ私たちは責任を持ちませんということで、先ほどの 6 個の原則を設けているわけ 

で。
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従いましてなぜホームレスになったかの事情を詳しく聞きます。その間には炊き出しの中での信頼関係が 

出来てからですので、生保が欲しいって言ってからは少なくとも半年くらいはかかりますね。その間も半年間 

の関係があるから悩みまで踏み込んでいきまして、最終的には社会的にいろんなことがあるんです、個々人 

に。今みたいに非常に冷たい社会関係では。そういう中でこちらがずっと目をつけて長かった人たちが抱えて 

きた悩みをあなたたちが死んで位牌になったら位牌まで私たちがちゃんと遺影として持ってあげますよってい 

う人間関係を作って、生活保護を申請するんでほとんど 100％通ります。そういう形がどうかと思われるかもし 

れませんが、僕たちの実力ではそれしか出来ないんです。完全にその方の全人的な自立になるまでは。 

それでも不可能な場合は、今日来られている伊藤さんという方ですけど、その方を大阪の自立支援センタ 

ーに送って、半身不随の重度の肢体不随の方なんですけど、埼玉まで行って運転免許をとって、今正職員 

で病院に勤めておられるという形もあるんですね。そういう風にネットワークで助けられている部分もあります。 

一番困るのは先ほども出てきましたように依存症の問題ですね。依存症は大体の人が持っていますね。ホ 

ームレスの方は金が無いから飲まないんですよ。だから気がつかないんですけど、一時金が出ますとそれを 

貰った次の日に飲んでるんですね、高級なものを。金が入ると鬼殺しというのを飲むんです、これはかなり安 

い酒ですからおいしくないんですね。4の(2)が依存症の例です。高知のMACから来て、僕たちが拾い上げて 

立ち直ったんですけど、断酒会・人生哲学教室にも参加して、人生哲学教室で悩みの問題を話し合っている 

んですが、親兄弟に修復に行ったんですよ、20数年ぶりに謝りに。しかし1年半で 3回泥酔して、最後は警察 

のところまで行きまして。そこまで付き合いましたけど。しかし小杉クリニックの小杉先生も言われてましたけど、 

こういう依存症の方にはこちら側の応対を統一しないと逃げるんですよ。それで彼も逃げちゃったわけですよ、 

彼は私たちの指導の体制の拙さで。 

実はもう少し私たちで展望が見えてきているのが火曜ミーティングっていうのがあるんですよ。１の(3)で新た 

な方向性と書いておきましたけど、自立するための 2 つのグループを作りまして、火曜ミーティングは自立して 

しまった人も現役のホームレスの人も来ますし、我々のボランティアも行って必ず集まって昼ごはんを挟んでど 

んな一週間を送ったかを話しながらお互い話し合っているんですね。人生哲学はもっと内面的に今の日本社 

会の状況とかを、人生観、世界観を話し合う教室ですけど。水曜日にやってますが畳に上がった人が中心で 

す。火曜ミーティングはホームレスの方も来るんです。 

非常に時間がたくさんありますから、私たちに支援してくれるのは良いんですが、相談業務まで口を挟んで 

くるということがあるんですね。それが非常に問題があるんですね。この方たちが入ってきてせっかく何十年ぶ 

りに親子関係まで直った方たちに自分たちで相談してしまったわけですよ。そして酒を飲んでても良いよ、私 

が見ててあげるからと。ところが依存症の人は一滴飲んだらダメですよね。そのために断酒会がありミーティン 

グがあるわけですよね。僕は怒ったんですけど、その人と話しながら飲んでて元に戻りつつあるっていう状況 

です。 

非常に難しいです依存症の方。こういう方たちも自分の人生をやり直すということで家族関係は修復してき 

たんですね。そのアフターケアに僕たちの拙さがあったということですけども、そういう形で差別選別はしてい 

ないと、そういう実力でその人たちがやっていきますよ。そのかわり家族修復までは出来たらいってほしい。や 

っぱり生きがいがないと難しいんですよ。それは仕事を持つか、生きている存在感があるか、あと人間の絆、 

それはやっぱり家族ですね。そのためにはやっぱり謝罪しなければならない。家族によってはものすごい傷を 

持っています。それを修復していって成功した例もありますが、アルコール依存症でそこまで行ったのはちょ 

っと危ういです。でもなんとか繋いで欲しいということで火曜ミーティングとかがあります。 

荒木： 

ありがとうございました、地方の厳しい中で野宿者のことを真剣に考えておられると思いました。
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【配布資料】 岡山 岡山野宿生活者を支える会 

生活保護制度の活用と、生活自立に向けた協働の取り組み 

08.5 岡山野宿生活者を支える会 鈴木實 

１．岡山野宿生活者を支える会の成り立ちと現状 

(1) 設立時趣旨と現状、会の力量と限界の確認（＊資料) 

(2) 活動の広がりと方針の確認（＊） 

(3) 新たな方向性：火曜ミーティング、人生哲学教室（＊） 

２．支援の形態 

(1) 必要物資等の手配支給（炊き出し、緊急応対） 

(2) 経済的自立支援（生活保護申請、就労情報） 

(3) 野宿生活者の就労への助言：野宿生活者に対する信頼性の問題、企業の勤務条件・労災の問題 

３．生活保護制度の活用 

(1) 行政の対応（＊） 

(2) 現状（＊） 

４．生活自立への協働への模索（畳に上がった後の協働の方が数倍困難な道行き） 

(1) ケース担当密着型（相談員一人が依頼者一人に密着）、約 10 人弱／年 

(2) 依存症の問題（アルコール依存症者の例）（＊） 

(3) ホーム（居場所）の確保：１の(3)に光明があるか 

５．今後の課題 

・常時ボランティアスタッフの確保：炊き出しへの労力提供以上のボランティア 

・ケース担当者の養成 

・そうは言っても、会の活動規模の限界 

・他福祉団体との協働：自立支援センター、生健会、断酒会、AA ミーティング、ＭＳＷ、社会保険労務士会、 

社会福祉士会等 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１．(1)2002 年の冬から、「野宿生活者にとって寒さ厳しい冬が最も生命の危機的状況をむかえる事が多いため 

に、せめて野宿での飢えや凍死の危険が少なくなる４月までは私たちで彼らの命を守りたいと思い、このボラ 

ンティア活動を開始した」。冬期期間は月に 2 回、暖かい食事の炊き出しを中心に衣料、夜具、日常用具、家 

庭用常備薬、入浴券などの提供、さらには生活相談を行ってきた。時には、緊急を要する病者の入院支援も 

行う。05年からは、冬期以外にも年間を通じ月2回、06年からは毎週及び年末年始、食事の奉仕や必要品の 

提供、また会員の特別奉仕により自立意思のある野宿者の生活相談を受け生活保護受給支援も行ってき 

た。 

現会員数は団体加盟を含め約 100 人、年間予算約 80 万円弱。参加ボランティア数、11 人～27 人。相談 

員 2 人で／市内ホームレス実数：行政調査(03)38人、(07)60 人、会調査；市街地 71 人＋近郊で約 100 人弱、 

(08)53 人。cf. 炊き出し受給人数(04)30 人～52 人平均 40.8 人、(07)29 人～47 人。 

(2)共通の原則：無差別平等に、生命上の危機軽減と人格の尊厳保持の援助（生活必需品や医薬品・入浴券 

の配付、緊急時の入院補助、寝る場所の確保と安全の擁護）この段階での立ち話は、「傾聴」を中心としたカ 

ウンセリング的な談笑が主。／社会的自立へ向けた生活相談と介護支援（基本方針：依頼者の生保申請支 

援を無差別平等にするわけにはならず、相談を受ける者、依頼する者両者に必要とされる要件がある。根本 

原則は、支援を望む本当の理由が、「今までの生活から解放されて人生をやり直すため生き方を変えたい」、 

という本心が依頼者にあること。この事を心に持ちながら、依頼者の気持ちを「何回かに分けて」聞き、次の点 

を「事実に基づいて」相談。①本籍、家族関係、住民票のある行政区、現住所など。②ホームレス歴とその原 

因など。③最終的には、種々の要因があるにしろ自分にある原因の自覚が全面支援の要件。相談員は、「生 

活保護法」や「ホームレス自立支援特別措置法」、その「基本方針」、また、具体的ケースに必要な他の法規、 

通達などを研究、経験者からの実践的知識を学ぶこと。依頼者の話のなかで虚偽が明らかとなった時には正 

して貰い、なお重大な偽りが続くならば、依頼者へ支援は出来ないことを明確に伝える。相談員は、依頼のケ 

ースで考えられる自立への道のメニューを依頼者へ紹介し、依頼者本人の意志で選択させることを第一とす 

る。相談員は自分が行う相談回答が、どのような経済的負担、人間関係上の世話、組織への責任になるかを、
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相談のなかで絶えず意識し考えて次の行動を起こすことが大事で、最終的には自分がその責任を負わねば 

ならないことも自覚すべき。以上のことに留意しながら良心と福音の精神に促されて行っている場合には、支 

える会は会として、財政的にも、対行政責任においても、そして個人的に被害や負担を蒙らないよう、出来る 

限りの支援を行うこと。／力量と限界：現相談員 5 人。全て、他の仕事と掛け持ち。実際に対応でき解決へ動 

ける者 2 人。 

(3)火曜ミーティング：07 年 3 月より、野宿者・畳に上がった者・ボランティア（全 10 人前後）で始まる。個々人が 

自由に想いを語り互いに絆を結びあっている。仕事の情報や生活の立て直しを得る居場所。それとなく個々 

人の前向きへ・内面化の変化が見て取れる。今後の展開が楽しみ。炊き出しにはほとんどが参加。／人生哲 

学教室：畳に上がった方々で依存症を持つ人を中心に、人生観、世界観、世界・日本情勢、人権・福祉問題 

などを学び、時に沈黙の内省の時間を設けて自分の生き方を見つける事を願っている（5人～8人）。人生・生 

きる意味への真摯な対面をめざす。 

３．(1)行政交渉：「野宿する方々のための人間的な生存権と自立支援実施を求める要望書」を提出し、対市・対 

県交渉を年 1 回～2 回。市県とも「実施計画」の作成意志無し。06 年（県）「平成 14 年の調査以外は何もして 

いない。県内での連絡会議（生保担当、就労担当）、県と市のネットワークを 3 回持った。実施計画は必要に 

応じて策定することになっている。計画を作った場合と作らない場合のどう違うか分からない」。（市）「実施計 

画は県が作らないので作れない。１５市町村の連名で県へ提言している。既存の制度で具体的なケースに対 

応してゆきたい」。07 年（市）保健福祉局次長「（ホームレスのための福祉は、）市の経営方針もあり難しいもの 

がある」。Cf.06 年度実質公債費比率 23.1%, 37 中核市 37 位。(2)現状：行政は特化された担当官を持たない 

ので知識・情報量不足。08.3 一市民への福祉援護課対応「（ホームレスの居住について）対応できない。地元 

の団体も知らない」。08.4 福祉事務所所長解釈「（現在地保護について）福祉事務所は生活保護法の担当で 

あってホームレスについては別の担当（暗に福祉援護課）。故にホームレスの生保も別の担当。厚労省通知 

には関知せず」、と逃げる。／しかし、この数年かなりの変化：夜回りへの行政参加。継続的な協議存続。会へ 

の信頼度増進。会申請の生保全ケース認定（課題：現在地保護、保証人、家具什器類、事後介護）。07.8 副 

市長弁（保健福祉局長、保健福祉局統括審議官、保健福祉局次長、福祉援護課長事務取扱、保健福祉局 

次長、福祉事務所所長、保健所健康づくり課長、福祉援護課福祉係長等、同席）「行政は民間では出来ない 

ところをする。市町村との連携を考える。何が出来るか、一緒に考えて行きたい」。保健福祉局長「憲法 25 条 

は最低生活保障、自立の意思があれば受け付ける。生保対応が難しいのはどうしてか、実態を聞きたい。緊 

急性があることについては、出来ることを立ち上げたい」。但し、保健福祉局次長「支援は自立を前提としたも 

ので、全てのホームレスに対しては問題」。 

４．(2)依存症の例：04.11ＭＡＣから出奔し岡山へ、そのまま野宿。05.5 初見（55 才、神経障害）。生保へ。生活 

自立への介護。金銭管理・生活リズム・断酒会・人生哲学教室への指導。06.4 親兄弟（約 20 年ぶり）へ謝罪。 

しかし 1 年半で 3 回泥酔し最後は閉鎖病棟へ。現在飲酒中。対応の統一を損なうまずさがあった。継続的な 

統一した対応が可能な会運営の重要性。
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３．堀之内 洋一さん （かごしまホームレス生活者支えあう会） 

堀之内： 

今の鈴木さんの言葉には違和感があったのを正直に申し上げて、鈴木さんたちのグループの大変さという 

か、支援の薄い中で努力されている結果だと思っていて、やはりいろんな外からの支援が必要だなという気が 

しております。 

鹿児島市の現状では昨年 1 月の調査で 44 名、6 月に私たちがやった調査では 77 名、今年 1 月の調査で 

は 43 名という数が確認されているんですけど、2005 年から 3 年間の私たちの活動の中で年間 50 人平均、累 

計約 150 人くらいの方が生活保護によって畳の上に上がってらっしゃいます。そういう活動の中で昨年44名、 

今年 43 名という数字が出たことに少し驚いて、一人しか減っていないっていうのはおかしいんじゃないかとい 

う気がしているんですが、やっぱり新しい方がどんどん出てきてらっしゃるんだろうなと。大分の方が先ほど 2.4 

倍になっていたとおっしゃったように活動の弱いところではそういう風に増えているっていうのがあるんだと思 

います。 

活動の当初から幸い鹿児島市では、居所である路上等から生活保護申請が可能であった。例えば，「鹿児 

島市山下町中央公園」とか「鹿児島市加治屋町維新館そば」などの居所で申請することができます。ただ、以 

前は，生保認定まで一月位かかる例がみられたりもしました。それが、昨年はじめあたりからは、ほとんどの事 

例で，急迫扱い（第４条３項）により，申請から数日の内に保護開始決定がなされるようになった。また，アパー 

ト入居についても支えあう会の関係する篤志家の不動産業者の存在もあり，ほぼ保護開始決定と同時に入居 

が可能となっています。したがって，申請から数日（最も早い例で翌日，多くの場合が３～４日）で入居に至る 

ことができています。 

これとは別に保証人バンクのNPOも作っているんですけど、そちらのほうはまだ野宿からの連帯保証人とい 

うのはあまり活用されておりません。ただし，一時保護施設等の施設はないので，この間は路上待機となって 

います。また，申請時の一時金については，保護開始決定前の緊急貸付は行われていません。ただし，数日 

内に開始決定が出るため，その時点で一時金が支払われます。 

このレジュメから外れるんですけど、先ほどの不動産業者さんとの付き合いの中で便利屋事業というのが始 

まってまいりまして、畳に上がったけどいろんな事情で失踪してしまわれる方とかは、その不動産屋さんが市 

役所さんと上手くやっておられて、市役所から直接保護や、アパートに入居される方とかそういう方が失踪さ 

れて、そこを引払わなければいけないという時の家財をその便利屋が引き受けて、それを自分たちがリサイク 

ルで回すと、そして新しい人が入居するときにその便利屋から買ってもらうというシステムが出来始めていまし 

て、それも他の地区でもやってらっしゃるところもあるでしょうけど、仕事興しの良い例ではないかと思っており 

ます。 

今日のテーマで他の地区でも取り組める例を出しなさいということであったので、これだと思ったのは、事務 

局に社会福祉士と精神保健福祉士の資格を持つ人が今度入りまして、10 例ほど保護申請に行くときに専門 

家の社会福祉士が 1 時間ほど面談したレポートを一緒に持っていくと。そうするとケースワーカーも専門家か 

らの意見ということで自分の面談の際に楽になるんで、ありがとうございましたっていうことで。そして申請書の 

受診も役所の敷居が高くて面談なにも応えられない場合はレポートに書いてあるんで、これを見てくださいと 

いうことですんで、二人して好評です。 

そういうことで最近は路上待機中で保護申請に行った方のために、ケースワーカー側が炊き出しを紹介す 

る例が出てきたりしております。交流して鹿児島ではスムーズに進んできたんですけど、いくつか例外があっ 

て、おにぎり会の相談から自力で相談に行った、車上生活をされていた方の例では 4 回くらい申請に行った 

んですけど、旅費は出しますから出身地に帰ったらどうかっていうことで帰されて、本人に言わせると、話を曲 

解して悪いほうに聞いているような気がするというような対応です。じゃあなんとか自分たちで付いていって様 

子を見てみようということで、付いていったら別のケースワーカーが出てきて申請書がすぐに出たという手のひ
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らを返したような対応であったということもありました。そういうことを通して、担当次第でほとんど対応が違うなと 

いう感じがします。統一した見解に基づいて行政が行われているという感じはしません。 

それから生活と健康を守る会というのが各地にあるんですけど、自分たちが活動を始めた当初から路上申 

請が可能だったり、スムーズだったんですけど、生健会の方たちの活動がもしかして先行して、多分そういう状 

況を作ってたと思わせる例があります。2006年 9 月にパーキンソン病の男性が首吊り自殺したことがありまして、 

生健会の方たちに言わせると、今の市長になってから、当時は 1 階のカウンターに申請書が置いてあったが、 

それを廃止して、まず 3 階で相談してからにしてくださいという風になって。そして申請書を渡すけど、生活保 

護制度を説明しまして、申請を断念させるということもあったということで、先ほどの自殺の例も出てきたというこ 

とで。市は当初そのことについて、適正に対処していたと回答していたそうなんですけど、後で、二度とあって 

はならない、まず保護が必要であったと認めたということです。生健会の活動があって去年の初めから、ます 

ます鹿児島では申請のスピードが速くなったというような気がしています。 

ケースワーカーの件ですが、やはり資質の向上とか増員ということもやっぱり求めていかないといけないと思 

っています。ほんとうにひどい発言がいろいろあるらしくて、福祉家庭の労働者に「子供は施設に預けて働い 

たらどうか？」とか、奄美の例では障害児の母子家庭の母親に「子供を施設に預けて、内地で働け」と。「内 

地」、「外地」と鹿児島ではあんまり差別の問題はないんですけど、そういう発言をした例もあるとか。これは生 

健会さんが掴んでいる話で、鹿児島にはそういう面もあるというのを紹介するという意味でも書いてみました。 

それは元野宿の方に対する就労指導でも我々も感じるところで、精神科に通院中の方にも就労指導厳しく 

言ったり、ボランティア活動で協力してくれる方にも「ボランティアやっている場合じゃないじゃないですか」と 

か言ってみたり、すごく相互の生活の話じゃないかというところにも踏み込んでくるということがあります。 

今後鹿児島で注目していきたいテーマというのは、鹿児島市が独自で、生活保護受給者に「夏季4200円、 

年末 8200 円の見舞金制度」を設けているが、市社保協の要望書への回答に、「他都市の現状を踏まえ」等と、 

その見直しをにじませており、厚労省の生保基準に対する今後の動きと共に注視する必要を感じていることで 

す。なお、鹿児島大学法科大学院教授の伊藤周平氏は、「社会保障の自然増を毎年2100億円削減するとい 

うシーリングが廃止されない限り、生保基準切り下げが再浮上するのは確実、今年が山場。現在の様な、厚労 

省による『告示』ではなく、ドイツの様に当事者の声を反映させるべき」(市社保協第 3 回総会基調講演)として 

います。 

こうして鹿児島市では生活保護を巡ってあまり楽観的なことを言っておれないかもしれないのですが、鹿児 

島市では，本年度より，毎月 2 回のホームレス巡回相談事業を開始し、鹿児島県社会福祉士会が受託団体と 

なった。これまで、支えあう会は、月 1 回の夜回り活動を社会福祉士会ホームレスサポート委員会と協力して 

行ってきましたが、今回の相談事業にも社会福祉士会から内々に協力要請があり，支えあう会としては，巡回 

相談事業の実施にあたり，市・社会福祉士会・支えあう会による協議の場を設けていただくように，要請をして 

いるところです。
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【配布資料】 鹿児島 かごしまホームレス生活者支えあう会 

研修会（１） 生活保護制度の活用－各地の事例発表と他地区での適用可能性について 

発題 : 堀之内 洋一（かごしまホームレス生活者支えあう会、堀之内・芝田・鶴田） 

2008 年 5 月 5 日 

1.鹿児島市の現状とこれまでの活動 

鹿児島市では、昨年 1 月の市の調査で 44 名、6 月の我々支援団体の調査で約 70 名以上、また今年 1 月の 

市の調査でも、43 名のホームレス生活者が確認されている。 

この現状の中で、NPO の前身の任意ボランティア団体「支えあう会」を設立した 2005 年から、3 年間で年間約 

50 人平均，累計約 150 人の方々が、生活保護によって畳にあがってきた。 

2.鹿児島市のホームレス生活者に対する生活保護行政の特徴 

活動の当初から幸い鹿児島市では、居所である路上等から生活保護申請が可能であった。例えば，「鹿児島 

市山下町中央公園」とか「鹿児島市加治屋町維新館そば」などの居所で申請することができる。 

ただ、以前は，生保認定まで一月位かかる例がみられたりもした。それが、昨年はじめあたりからは、ほとんど 

の事例で，急迫扱い（第４条３項）により，申請から数日の内に保護開始決定がなされるようになった。また，アパ 

ート入居についても支えあう会の関係する篤志家の不動産業者の存在もあり，ほぼ保護開始決定と同時に入居 

が可能となっている。したがって，申請から数日（最も早い例で翌日，多くの場合が３～４日）で入居に至ることが 

できている。 

ただし，一時保護施設等の施設はないので，この間は路上待機である。 

また，申請時の一時金については，保護開始決定前の緊急貸付は行われていない。ただし，数日内に開始 

決定が出るため，その時点で一時金が支払われる。 

3.他地区でも可能な取り組み例として 

なお、支えあう会の事務局に昨年秋から精神保健福祉士と社会福祉士の資格を持つものが参加しているが、 

以降これまで 10 例ほど、相談があった生保申請希望者本人の許可を得て、約 1 時間ほどの面談をもとに、福祉 

事務所所長あての「意見書」を作成している。これは、CW にも専門家からのレポートとして感謝され、申請者本 

人も CW との面談で臆する場合でも「レポートに書いてもらっているので」と言うだけで済むこともあって好評であ 

る。 

最近では、福祉事務所に自力で申請にきたホームレス生活者に対して，路上待機中の食事や入居支援のた 

めに，CW が我々の炊き出しなどの活動を知らせてくれる例もある。 

4.鹿児島市での幾つかの問題 

こうして大半はスムーズに運んでいるが、いくつかの例外もあって、毎週定期のオニギリ会での相談から自力 

で申請に行った、車上生活者の M さんの例では、女性の CW であったが、「相談」の段階で 4 回も、「出身地（福 

岡）に帰ったら」等々と帰されていて、5 回目に「支えあう会」が同行してようやく、それまでとは別の CW が申請書 

を出してきた。 

この他、様々な事例を通じて，「担当次第」という感が否めず，鹿児島市として統一した見解に基づいてホー 

ムレス生活者の保護にあたっているとはいえないように思われる。 

また、最近，鹿児島市「生活と健康を守る会」さん（以下，生健会）との交流で知ったことであるが、現在の森市 

長になってから、事務の電子化に伴い、市役所 1F のカウンターに申請書を設置していたのを廃止して、3F で 

「まず相談ありき」という姿勢になったという。生健会によれば「申請書は渡すが、制度説明と称して、申請を断念 

させる」例もある。2006 年 9 月には、パーキンソン病の 60 代男性が首吊り自殺した例もあり、それについての生 

健会との交渉に対して、市は当初「適切な対応だった」としていたが、後に「二度とあってはならない。まず保護 

が必要であった」と認めたという。 

なお、鹿児島市の CW は、1 人約 80 件のケースを抱えている。中には、父子家庭のタクシー労働者に「子を 

施設に預けろ」と指導したり、奄美の例では、障害児の母子家庭の母親に「子供を施設に預けて、内地で働け」
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と発言した例もあるという。生健会は、「CW の増員と資質向上」を鹿児島市社会保障推進協議会(以下、市社保 

協)と共に求めおり、このことは、我々の関係する卒業生(元野宿者)に対する「就労指導」等でも感じるところであ 

る。 

5.今後の注視点として 

また、鹿児島市は独自で、生活保護受給者に「夏季 4200 円、年末 8200 円の見舞金制度」を設けているが、 

市社保協の要望書への回答に、「他都市の現状を踏まえ」等と、その見直しをにじませており、厚労省の生保基 

準に対する今後の動きと共に注視する必要を感じている。なお、鹿児島大学法科大学院教授の伊藤周平氏は、 

「社会保障の自然増を毎年 2200 億円削減するというシーリングが廃止されない限り、生保基準切り下げが再浮 

上するのは確実、今年が山場。現在の様な、厚労省による『告示』ではなく、ドイツの様に当事者の声を反映さ 

せるべき」(市社保協第 3 回総会基調講演)としている。 

他方，鹿児島市では，本年度より，毎月 2 回のホームレス巡回相談事業を開始し、鹿児島県社会福祉士会が 

受諾団体となった。これまで、支えあう会は、月 1 回の夜回り活動を社会福祉士会ホームレスサポート委員会と 

協力して行ってきたが、今回の相談事業にも社会福祉士会から内々に協力要請があり，支えあう会としては，巡 

回相談事業の実施にあたり，市・社会福祉士会・支えあう会による協議の場を設けていただくように，要請中であ 

る。 

6.「オニギリ会」エピソード 

・ 19 才の T 君・・・離島の家庭に居場所が無く、鹿児島市に家出。最初は「イラ衝く」とよく言っていたが、後に 

はオニギリ会で知り合ったおじちゃんにも可愛がられ、明るくなって、絵をよく描いていた。会の活動も元気 

に手伝ってくれた。一年余りして、お爺ちゃんの危篤の連絡が支えあう会に入り、「一旦島に帰るが、また帰 

って来ます」と言うと皆から「もう帰って来るなよ」と送り出された。 

・ 30代のI君・・・生活保護申請を行った後，扶養照会で数十年音信不通だった長崎の父親がすぐ来鹿した。 

本人にとっては突然の公園での事情説明もそこそこに再会を果たした。その時すでに父親は勤めている漁 

業会社の社長にも相談して仕事を用意してくれており、元気に父と共に長崎に旅立った。 

・ 40 代の Iさん・・・兄の社宅のベランダが居所という難しいケースだった。今は、話好きの朗らかな人なのだが 

「荒んでいた時があった」と運転免許の写真を見せる。支えあう会と出会ってから「怒りがポカン・ポカンと消 

えていく」と。
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４．質疑応答 

（一部音声欠落） 

鈴木； 

先進地域から学びたくてやってきたんですが、路上から生活保護申請が可能であったのは、つまり申請だ 

けなのか、徹底にやってきたのか？ていうのは副田さんが言ったように居宅生活が可能っていう条件が付い 

ている、そのあたりをどうクリアしたのか教えて欲しいです。 

副田： 

市川の場合は実際に議会答弁があって、通達がそうですからってことがあったんですが、1 例は大変良い 

例がありまして、女性の元路上生活者ですが、いわゆる家政婦さんを、居宅生活が出来ない、炊事も洗濯も 

全部お手伝いをされる方っていう 1 例を強引に通したので。 

あとは居宅生活の部分は司法は特に何も答えず、80 歳の方をこれ以上放っておくのかという意気込みで 

無理やり通したというケースですので、今言われた質問に対する明確な、居宅生活が可能と向こうが言ってく 

るのに対して、こちら側がどう対応するのか私自身がまだ掴みきれていないので。 

堀之内： 

鹿児島は順調にいっているように見えていても、篤志家の不動産屋さんがいないと連帯保証の所で躓いた 

り、やはりなかなか難しかったと思います。ただ、その篤志家の方がご高齢なので、後をなんとかしないと、とい 

うここだけの話をしております。 

荒木： 

保証人がいらっしゃらない場合に、保証会社の活用というのがあると思うのですけど、保証会社の審査を通 

す時に生活保護の決定がないと通らないということがうちの相談室では結構ありまして、今おっしゃったように 

保証人がいらないアパートというのを紹介してくれるという不動産屋さんがいらっしゃればそういうのも可能か 

なと思うんですけど、実際には現実的に難しいのかなと思っているんですが、先ほど北九州のほうで路上で生 

活扶助が出るということをお聞きしましたので北九州の方。 

奥田： 

後で具体的な説明をしてもらいますが、北九州の場合はホームレスの方の生活保護の問題についてはず 

っと議論してきたんですけど、10 年間、1990 年あたりから 2000 年あたりまで相当激しくやりまして、今でもしこ 

りがありまして、その頃は副田さんも一緒にいてブイブイ言わせていたんですけど。 

でも結局のところは正直に申し上げて、闇の北九州方式以降の事柄ですね。野宿生活者を巡ってではなく 

て生活保護行政そのもの、水際作戦であるとか等々というところが全国的に問題にされて、餓死事件ですね。 

今庁舎内では餓死という言葉はもう禁句にしていまして、孤独死という言葉に置き換えていますけど、あれは 

餓死だって私は言っているんですが、このあいだ週刊金曜日にちらっと載っていて、あの記事を巡っても裁判 

になるみたいですが、未だにややこしいです。 

ですからホームレス支援でずっと押してきたのも一因にはなったと思います。私たちも市長宛に生活保護改 

善提案というのを出しましたんですけども、決定的だったのは去年の 12 月に北九州市に対して厚生労働省が 

指導を入れたんですね。その指導が小倉北福祉事務所、一番ホームレスの相談が多かったところに指導が 

入りまして、その指導の中で路上からの申請を全て居宅地がない理由で却下していたと。そのことについては 

厚労省の指導と違うことをやっているということで名指して指導が入ったんですね。それで一気にホームレスの 

ほうまで生活保護が拡がりまして、今は路上からの申請を認めるということです。 

ただ、これも 12 月に指導が入って、北九州が体制に入ったのは 2 月以降。今ほとんど初めてのケースが出
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始めているということですので。例えば申請をして、生活保護の申請が通るかどうかの間に一時貸し付けで現 

金貸し付けというのをやっています。これは他の保護ケースでもやっていることですけど、路上のほかの方々 

に対しても一時貸し付けで現金を貸し付けているということですね。それは保護受給の時に、保護課が貸して 

いるわけではなくて社会福祉協議会がされている基金の制度を使って、生活費の一時貸付をしているだけの 

話なんですが、それをやっています。 

それから保護が通るまでの間に市が考えているのは、自立支援センターに入ってくださいと。センターに入 

って、就労できる方は就労、就労できない人は生活保護で居宅設置というところで、自立支援センターが自主 

的にシェルター的な役割を持ち始めていると、アセスメントと言いますか、そういう機能も持ち始めているという 

のが 1 つ。 

ただ、それでもセンターに入るかどうかは本人の希望ですし、もともとセンターは単身者っていう枠組みもあ 

るんで家族連れで野宿生活しているという難しいケースも出てきまして、すぐにセンターに入れません。もとも 

とセンターは入居の判定会議がありまして順番待ちの状態になっているところに生活保護という形でそれがま 

わってくる状態に今なっているんですね。 

最終的に我々も驚いたんですけど、センターにも入れない、すぐに居宅に移れないってな場合で保護申請 

が通った時、それは現金支給です。ただ現金にしてもいろんなケースが出てるんですけど、生活扶助費が満 

額までほんとに出るのかどうかっていうのがきちっと見なければ、例えば週 1 万円でも 4 週間で 4 万円しか出 

ないわけで、路上生活だからそれで良いと言い出すかもしれないし、あとは現金だけでは路上生活が常態化 

していくだけになるわけで、そこからの居宅設置をどうするか。 

それと居宅生活が可能な方ということに関しては、今のところ生活保護の申請に関しては、それを前提に北 

九州に関してはなっていますね。ともかく全部申請しなさい。やはり餓死事件云々でまたそういうことが起これ 

ば、北九州は行政として持たないというところまで追い詰められていると思いますね。ですからともかく生存権 

のレベルで出さなければいけないと。だからこそ全国ネットとして地元の支援団体で居宅設置のシステムを作 

れば、今行政の方も困っていると思うんで、そこが成立するかどうかは、ある意味一歩進める、お互いが。これ 

を全部行政にやれといっても保証人も含めてなかなか、それと公的住宅に関してはほとんど使っていない、使 

いようがないというところになっていまして。一般の大家さんは市場的なところに入りますから、行政が関与しに 

くいと。こちらの大家さん紹介して、あちらの大家さんを紹介しないという風に行政はならない。自分で見つけ 

ろ、自分で見つけられない、NPO さんお願いしますという風に今なっています。 

ですから、生活保護に関しては北九州は大きく一歩進みましたけど、課題は山積していまして、これが具体 

的に、例えば生存の保護は出来ても、経済保護に特化した形の、要するに食い扶持の問題。でも本来の人と 

しての生活というレベルにまでいけるのかどうか、生活保護という健康で文化的な生活レベルまでいけるかどう 

かっていう更なる社会的共存を考えないと追いつかないんじゃないかと。だから生存保護法というレベルにお 

いては一歩進んだということが言えますけど、逆に言うと問題もあるし、問題もあるぶん、今一緒につめて行く 

チャンスでもあると。 

ちょっと公園で支給されているというのが実際どういうことになっているのかを。 

山田： 

一番最初に申請した人が 1 ヶ月で決定が出たとして、ぼちぼちというケースなんですけども。基本的には貸 

付の段階では居宅を構えて申請をした人の場合は 10 日に 1 万円程度の貸付で 1 ヶ月に 3 万円ということに 

しているんですが、さすがに路上に居られる方に 1 万円という現金を渡すということは役所もあまりしなくて、大 

体が 3 日で 3 千円とかですね。そういうペースで貸付をして、その度ごとに本人が役所に取りに来るという風に 

して貸付を行っています。それでも 3 千円入ると飲んでしまう人は飲んでしまうので、ひっくり返ってあとの 2 日 

は我慢するという方も居られます。 

基本的には福祉のほうも居宅までは紹介しないので生保を申請したらすぐセンターを紹介すると。家に入る
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か、センターに入るかの事実上の二者択一です。もちろんセンターに入って、特に高齢の方でしたら 1 ヶ月も 

辛抱すれば家に移れるので、センターに入りますって申し込まれる方が多いんですが、就労が可能な方の場 

合ですと、本人は生保を申請して家に入りたいと言っているのに、役所の都合でセンターに入って、しかも就 

労可になったもんだからそこから就労指導、というかセンターで就職活動しないといけないというのがご本人も 

理解できなくて、それでつい最近の方では路上から申請した方で、その後センターに入って、その方の場合 

は低就労可になったんですが、お金は出たんですね、6 万円ほど生活扶助の部分が。センターに入ったらそ 

のお金は管理されるので、お金は預けないといけない。そしてセンターに入るとお酒も飲めないと。そうなると 

路上にいたほうが自由なのでセンターを出られた方がいるんですね。その方は出たけども、今の段階ではま 

だ保護費は出ています。路上に帰ったらお金がもらえるようになったので、彼はそのあと次の手段として自分 

で家を捜すということになるんですが、おそらく見つけきれないだろうと思いますので、そうなった場合に今後 

の課題なんですけども、文書による指導が入るだろう、それで改善できない場合は 3 ヶ月程度で切られるだろ 

うと思っています。 

実際に彼は以前にセンターに入る直前でやっぱり路上で、その方は知的障害の A2 っていうけっこう障害の 

重い方だったので生保決定の方なんですけども、センターに入ってお金も使えない、お酒も飲めないくらいだ 

ったら入らないと言って、そのあとずっと路上でセンターにも入らず家も見つけきれずという状態で、これはま 

だ確認しきれていないんですが、福祉事務所からおそらく文書による指導があったはずなんですよ。彼はこの 

ぎりぎりの所で親身に彼を支援している方がなんとか家を見つけてきて、とりあえず連休明けにそこに入るとい 

うことでなんとか保護継続になると思うんですが、この方の場合はそういうことがなかったら文書による指導の 

後保護が停止か廃止になると思います。 

奥田： 

ひとつ付け足しで、いろんなことを提案したんですけど、「保護停止」。これは今まで北九州では「保護廃 

止」だったんです。何か問題があったら即廃止。それはおかしいということで、確実に変わったことの一つは停 

止っていう手続きを取り始めたことです。ですから本人に何か問題、例えばいなくなる、家がそのままになって 

いる。これは今までであれば即日廃止だったです。これを停止にさせてもどってきたところで再開という手続き 

もできるようになりました。 

林： 

公園に住んでいる方へ現金で 3 千円支給されているという話なんですが、貸付は福祉事務所を通っている 

んですか。福祉事務所はどのような財源で、誰が決定しているんですか？大阪や山谷や横浜でもそうですが、 

法外みたいな形で路上対策を打ってきた過去はあると思うんですが、現金を支給するというのはちょっと聞い 

たことがない、支給というか貸付という形だとしても。 

奥田： 

各地の社会福祉協議会は同じような制度を持っていると思うんですが、社会福祉協議会の中で生活の貸 

付金制度、生活福祉資金の貸付というのがありまして、一般でいうと 5 万円まで。ただ、その時にいろいろと規 

定があるんですね。北九州の社会福祉協議会と何度も話したんですが、今までは生活のための貸付金をや 

ってくれと言ってもダメだったんですが、申請してから出るまでの貸付の資金はその資金を使っているというこ 

とを北九州の場合は聞いています。福祉事務所が保護費を貸しているというわけじゃない。 

山田： 

結局は感触なんですけど、おそらく貸す以上は回収しないといけませんから、保護は出ると思います。ただ 

申請してから 1 ヶ月の間に 3 万円貸すとしたら、本来は 6 万円から 7 万円の支給額になるんですが、そこの段 

階で回収するわけですよ。ちょっと前までは厳しかったんですが、今はだいぶゆるくなった。ただその後が続く 

かは別の問題。 

役所は結局のところ 1 ヶ月後に本人が遁走してしまっても、本人不在で 6 万円を渡して、それを役所上の手 

続きで 3 万円返すことは可能なんです。残り 3 万円を本人が取りに来ないということにすればいいので。ただ、
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普通は毎回 3 千円もらえるならよっぽどの理由がない限り本人は来るはずなんですよ。だから役所としては一 

時的に保護決定するのはわかっているから貸す、取りっぱぐれがないということで。ただ、その後就労指導や 

居宅を探せなどの指導が入るので、その人が半永久的に路上で保護をもらえる保証はないです。おそらく切 

られると思います。 

鈴木： 

そうしますと路上にいる人は誰でも受理申請されることになりますよね。僕たちは決定されるには条件がある 

んですよ。稼働能力があれば無理です。身体に障害があったり、病弱であったり、歳がいっていたらこっちは 

推していけるんです。行政はどうやってじゃあそのあたりを区別して、全員を受理しなくちゃならない、3 千円 

与える、居宅はないが。 

奥田： 

それでセンター利用になっているんです、今の話しで言うと。明らかに稼動不可の人は居宅。でも当然福 

祉の原則としては補足性の原則としてものを考えているわけですから、就労可能な人は働いてくださいという 

ことでセンターで受けろというシステムになっているわけです。センターの中で稼働能力云々の判定があって、 

この人は就労ですよってなったら就労のほうに行くというようなシステムなんで、ともかく申請すれば全員がもら 

えるというシステムではない。 

ただ見物なのは、センターに入るのは嫌だという人に関していったん生活保護を受け付ければ、今後保護 

課がどういうような立ち振る舞いをしているのは市が作っているチャートを見てもそこのところがもやもやとして 

いる。センターに入ってくる中ではびしっとチャートの中で作っているんです。でもセンター拒否というところの 

中ではもやもやとしていて、半年くらい後に研修会があればはっきりしていると思います。 

木谷： 

①さっきのケースで確認、質問したいのは、1 番最初のケースというのは路上から生活保護を申請して、い 

ったんセンターに入所した後に保護が開始決定されたということでよろしかったでしょうか？ 

②保護開始が決定されてからセンターに入るまでにはどれくらいの期間が？ 

山田： 

①保護が決定してから、センターに入った。 

②それはそれぞれで、保護決定が 3 週間から 1 ヶ月なんですけど、この方の場合は決定してお金が入った 

あとセンターに入った。ただその方の場合たまたまそのタイミングでセンターに入れただけで、人によっては保 

護決定が出る前にセンターに入られる方もいますし、逆に保護決定して、今後出てくると思うんですけど、順 

番待ちもありますのでせっかく決定が出ても 2 ヶ月くらい待つ人の出てくると思います。ただその方の場合は 

6,7 万円を持って入ったわけですから 3 日で出ると言い出しました、そして 1 週間で退所されました。 

木谷： 

路上からというのは非常に画期的だと思うんですけど、支給している額なんですけど、1 類と 2 類で、例えば 

2 類をだしているとすれば何パーセントくらいだしているのか知りたいんですけど。 

山田： 

今のところは 2 類も出ていると思うんですよ。具体的にはわからないんですけど、6,7 万円というのは北九州 

では住宅扶助以外の金額なんですね。ですから例えば 4 万円だけであれば生活費の部分ですよね。今のと 

ころは両方出しています。要するに分けて出すというのが出来ないので、路上だから水光熱いらないでしょと 

いうわけにはいかないので、いわゆる居宅があるかたの家賃分以外は出ているはずです。 

木谷： 

あとは知的障害の方で文書指導が出たっていう事案を聞いたんですが、その具体的な内容はわかります
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でしょうか。 

山田： 

それはちょっとわからないです。今市役所の本庁のほうから各区の福祉事務所が文書指導出しますから、 

そもそも本当に文書指導が出たのかどうかは又聞きなので確認が取れていないんですよ。ただ、出ただろうと 

いう風に支援者のあれからきて、そのちょうどのタイミングで家が決まったんでまだ確認ができていないんです 

が。 

木谷： 

一番最初に路上から生活保護が出るとなったのはいつごろの話でしょうか？それから今のところ何件出て 

いるのか知りたいんですが。 

山田： 

一番最初は 3 月だと思います。2 月に認めるという新聞報道が出たので、それから申請しだしたので 3 月の 

半ばから下旬くらいだと思います。今何件おられるかはわかりません。僕らが把握できるのはセンターに入りな 

さと言われて、センターに申し込み来た人たちには僕たち巡回相談のところに来るわけです、役所からまる投 

げの形で。当然センターを希望しない人たちに関しては情報としてこちらのほうに回ってこないですから、わか 

らないです。 

センターに来たケースは正確にはわからないですけど、15 人くらいはおられると思います。ただ、その方々 

というのは 4 月に関しては決定がまだで、ぼちぼち下りる方なんで具体的な日にちはこれから出ると思いま 

す。 

奥田： 

副田先生に質問なんですけど、うちも精神疾患を持っている方はいま課題になっていまして、自立支援セ 

ンターの中である意味中心的なケアになってきているんですね。先月朝日新聞で大きく取り上げられまして、 

北九州のセンターは障害を持った人の対応をしているということが流れたんですけど、一方でここで提言とさ 

れていることで措置入院のことなんですけど、これはどうですかね。ここでも苦慮されて書いているのがよくわ 

かるんですが、本人の人権がちゃんと守られる範囲でと書いてあるんですけども、これ以外に我々は考えるべ 

きことはあるんじゃないかと考えるわけなんですが、果たして措置入院で上手くいくのかというのも含めてです 

ね。 

副田： 

基本的に措置入院させざるを得ないというケースもやっぱりあると僕は思っています。例えば近隣住人と、 

もう妄想のレベルなんですよ。「オレは親分にさせられる。あそこは敵の組でそこに攻撃をしなければならな 

い」っていう人とかがあるわけです。その中で関係性とかを問うんだけどなかなか治らない。そのケースは保健 

所の案件、最終的には精神病院に措置入院。今は居宅に、退院時、○○。今は健やかな生活をされている 

方もある。 

そういうケースも路上にはあるという現実がひとつあって、それ以前の僕らが見てのボーダー的というか、ど 

真ん中のケースもいろいろあるんですけど、今私たちの会では国立の精神病院を一生懸命回って、治療した 

らよくなるとか、今のところは措置入院じゃなくって、病院と上手く連携をとりながら○○という意思表示の中で 

連れて行くというケースの中ではなかなか進まないケースっていうのは 5,6 件ないにしても。 

どう考えたって僕たちがこれだけしようと思ったら「私が」っていうのは。これは 30 歳代の女性ですけども、そ 

れをどうしたらいいのかをほんとに悩んでいて。わりと医者の案だと治療したらよくなる、この人はゴミの集め方 

を見ても統合失調症に間違いない、医者の言うことが全然言うことが違って、そういう指示を受けたりすること 

がありまして。こういうケースもあって、全てにおいてかけろと言っているわけではない。 

奥田：
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何年か前にうちの NPO から韓国にホームレス支援のケースを学びに何人かが行って、当時の韓国のソウ 

ル近郊のホームレスの人たちはほとんど収容施設に近いような感じで施設を作って、そこにどんどん入れてい 

くと。かつてさまざまな、特に精神科ではいろんな問題が起こっていていると。特に自傷他害の疑いがあると、 

そういう風なことで警察が介入するような形での措置云々というのは現実として起こっているっていうのも一方 

ではあると思うんですよね。 

このあたりで私も賛成とか反対とかの単純な話をしているんではなくって全国ネットでこんなことをもし厚労 

省に言っていく時に丸投げすると怖いんじゃないかという話です。というのは北九州の障害を持っている人の 

事例が紹介された時に一般的に新聞報道がみんなそうなっているのはホームレスの中に障害者が多い。障 

害者のケアをしなければならない。そして次に出てくるのが、山本譲司さんの話なんですよ。その構図でホー 

ムレス＝障害者＝犯罪者＝累犯犯罪者。この構図が次のホームレス支援に対する偏見や差別を生み出して 

いく可能性が非常に高いという中でこの提案はどういう風に考えたらいいのかっていうのは、まさに現場の話と 

して。 

わかるんですよ、事例として私たちもいろんなことを経験していますから、どうしたら言いのかなっていう人も 

いっぱい居ていますし。 

鈴木： 

アルコール依存症に関して精神疾患をしてしまった方もおられますし、妄想とかの方もおられるんですけど、 

これはメディカルソーシャルワーカーを通せば人権に関わるようなことは○○。ただ服薬が必要な方もおられ 

ますから、我々素人が生活保護を取らせてアフターケアをするっていう部分はかなり難しい部分がありますの 

で，メディカルソーシャルワーカーと相談しながら精神科医という人たちと話し合っていく中で措置入院という 

かある程度隔離した状態にする必要があるって出たらそれは仕方がないです。 

ただ人権については必ずメディカルソーシャルワーカーに話せば○○ありますから。実際に準備してアパ 

ートに住ませて、週に 1 回必ず様子を見てて、メディカルソーシャルワーカーと電話で相談しながらでしたが、 

なんともならんで、ついに今はこういう方たちを支援する施設に入って、自分の望みで行きましたけど、服薬的 

なものもかなり本人の精神安定になりますから、基本的に軽はずみな行動は危険かなっていう気がします。医 

療機関と相談されて、メディカルソーシャルワーカーはそういう意味でも人権を尊重してくれますから。 

副田： 

夜逃げしたらそれでお終いではなく、その後が大切だと思っています。私たちの 2 例のケースは病院、ワー 

カーも含めて相談して、支援で何が出来るのかを考えていって、居宅という方向性がようやく。ただ、路上でな 

んで手を出す、それはそのままで放っておけばいいという考えもありまして、苦慮するというのはひとつこういう 

ことを書いてみたということではあるわけで。どうしたらいいのだろう、話をして意思疎通が取れればいいのだ 

けれど、全然取れない人がいる。むしろそういう人たちに対してどうしたらいいのかってのは逆に、ここの本質 

はそこなんです、皆さんどうしたらいいでしょうか。 

林： 

関係性を作るのは難しい話で、あきらかにそういう病気を抱えていらっしゃる。でもほんとに難しくてそういう 

関係性を継続することが一般的な対象者と同じようにはいかないので。だからといってほっておくと市民社会 

からの排除というのを誘発するようなパターンもありまして、そういう本人の状況は気にすべき問題としてあるん 

ですが、いろいろと周りが、地域の排除が高まるっていうのが結構あったりするんですね。そういう中でどうした 

らいいのかって本当に頭を悩ませて、ビラを置いておくだけでも物を投げつけられたりってこともまあまあありま 

して。措置入院っていうのは本人の同意というのはいらないんじゃないですか、いらないですよね。そういう時 

に発動するわけで、それが良いのか悪いのかわからないことだらけです。 

荒木： 

今の議論で厚生労働省に要望するかどうかの是非なんでしょうか、そこのところを議論したほうが良いのか、 

別のケースとしてどういう風に対応していくかの意見交換をしていくのかどっちが良いのか迷っているんです
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けど。 

山田： 

もともとうちも○○のほうの入院っていうのは計画入院というか、病院のほうにも都合をつけて入院して、医 

療保護かけてっていう風にしているんで、逆に役所のほうにこの人はこういう理由で心臓がやばいので入院さ 

せますと先に言っておいて入院するケースはあって、去年あたりから精神科のほうもそうするケースが出てきた 

んですね。いわゆるケースワーカーのほうにも福祉事務所のほうにもこういう理由で入院はいいですとは言わ 

ないです。 

ただ受診した上で医者が入院しないといけないですと言えば保護を認めますということで、入院までもって 

いくケースがあるんですけど、基本それは任意入院で本人が入院しますという風にいわないと病院は受けてく 

れないんですね。本人が嫌がっているのを無理やりは出来ないんで。ただ措置入院が必要な方は保護が要 

ると思っているんですけども、ほんとに自殺するとか言っている方がいた場合、その人を病院に受診させると 

いうことが難しいのも事実ですから措置入院が必要なケースもよくわかるんですが、入院するという本人の意 

志が最終的に必要なんですけども、福祉的に任意入院というのがもっと簡単に精神科の受診とその後の本人 

が受診して必要というのであれば任意入院にいけるシステムってのがもっと出来れば措置入院に行く必要が 

ないのかなという気はするんですけども。 

質問者： 

病院は受けてくれるんですか？ 

山田： 

措置枠があるっていうのと、あとは病院から言われるのはちゃんと保護がかかるのかってことと、退院後、だ 

いたいどこの精神病院も 3 ヶ月で出したがりますから、3 ヶ月後その人行き先あるんですかとは聞かれます。だ 

からセンターに 3 ヶ月入るとか、居宅とか施設を探しますっていう風に僕たちがいって受け入れてもらうケース 

が多いですね。何もなしでっていうのはやっぱり嫌がられますよ。 

副田： 

治療を前提に 3 ヶ月っていうのを認めていたらダメじゃないですか。6 ヶ月や 1 年かかった人がおりますよ。 

山田： 

病院によっては期限が関係ないところもあるんですけど、だいたい。 

副田： 

そうでなくて福祉事務所に行く先あるんですかって言われるんでしょ 

山田： 

そうではなくて病院です。 

副田： 

それは戦わなくてはいけない。 

鈴木： 

それは今の入院制度の問題で 3 ヶ月切ったら金が出る。僕たちはそういう形でやっている。長期入院は出 

来ないんだけども、そういう病院とそうでない病院もあるそのあたりの実情を市川は知っているのではないです 

か？ 

副田： 

全然知らないです。その先生と病院のバーターも含めて。○○のほうでも 3 ヶ月くらいで放り出されますの 

でたぶん取ってないと思います。
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荒木： 

それでは精神以外で何かありましたら 

副田： 

法務省をやってほしい。刑余者関係は？ 

小林： 

直接私は担当してなくて会議などでの報告を聞いている限りなんですけども、とりあえず現状でってところ 

でいくと 19 歳の保護観察で、それが 20 歳と共に切れるのでそれをどうするかっていうので 1 件。あとは 50 代 

の方で更生保護施設に行って、それについてなにか社会サービスとの連携がとれないかっていうのが来てい 

ます。 

私もこれを見て、帰住地がない者にとって当該刑務所を現住地として生活保護施設が使えるみたいなんで 

すけど、私が制度をわかっていないのか、これは福祉事務所を最終連絡地、○○実施機関になっているのか 

なって思ってたんですけど、これってどうなっているんですかね。 

副田： 

よくわからんのです、私も。実施要綱にはこれがちゃんと書いてあります。刑務所が現在地。 

木谷： 

更生保護施設のほうは別のスタッフで運営されているんですね。基本的に生活の需要は満たしているので 

そこでの保護の適用は考えられないんだけども、ただ唯一考えられる場合は医療を受ける場合なんですね。 

更生保護施設で医療が必要になる場合には医療単給がかかるんですが、それで敷金支給の要件の時に 

施設等の中で更生保護施設に入っているのはそういう事情なんですね。通常更生保護施設を退所する時に 

福祉事務所に言って敷金出せなんて言うことは言えないので、更生保護施設を出た後であるとか、更生保護 

施設に入れない人の場合は、出所した場合は不安定な住居に置かれるということがあるので、このネットワー 

クとしても法務省に意見を出されるということは非常に大切のことかなと思っているところです。 

実際医療で保護を受けている人の場合には敷金支給の可能性は出ているので、そういうケースを把握す 

れば更生保護施設からの退所の際に敷金支給を求めれたら良いんじゃないかなと思っています。 

荒木： 

他に刑務所から出られた方を受けられた実例がありましたら 

織田： 

仮出所の時に身元引受人が高齢でそこの家に帰れない。そして家に帰れないのでなんとかならないでしょ 

うかってとこで、仮出所ですぐ区に保護申請に行って、74 歳の女性だったんで、そのまま保護申請通って、救 

護施設に入れて、救護施設で仮出所 3 ヶ月保護かかりながら施設入所、そして満期で居宅というケースをやり 

ました。 

これは保護司と保護観察所とそのへんと山口県の刑務所と連携をとりながらやったんですけども。その保護 

司さんは他のケースで 80 歳代の男性を刑務所にいてる中で介護保険の認定を受けて、満期になったとたん 

西成区で生保の相談をしてそのまま居宅にしたっていうケースもやっぱり多々なんですけど。 

うちは救護施設なんですけど、うちに来てから問題を起こして執行猶予がつくっていうケースが。執行猶予 

のときに後ろ盾があるかないかでその人の次の所でだいぶん変わってくると思うんです。執行猶予ついたとた 

んにうちがいろいろと支援しますっていうことで保護司と連携して保護観察所と連携をとりながらっていうとこで、 

かなり執行猶予ついている方を保護司さんの上で一回面接。そして本人の家で一回面接。うちの施設で一回

30



面接って形で連携をとってずっとやっていっているっていうケースもあります。 

そういった形でやっていく受け皿って所で、現に加古川刑務所にこの間行ってきて中まで入れていただいて、 

1000 人の収容の所で知的、もしくは精神の受け入れのところが 120 人。現在は 80 人入っている中で東京から 

西日本の方々が入っていますと。県に帰す時にだいたい 2 人から 3 人くらいで知的、もしくは精神障害の方が 

出て来るってところで、この時に本人の意志があればというところなんですね。この時にどういう風に連携をとる 

かで。保護観察所、もしくは保護司とか。それは仮出所のところの話ですけども、それがない時、満期になった 

時。満期になったときは保護司も保護観察所も関係ないので受け入れ先の所で福祉に直に話をするか。もし 

くは住居の所でちゃんと確保していって、いろんなやり方をやっていれば可能になってくるかなという糸口が 

見つけられたってとこで、5 年位前から刑務所を出た方、もしくは保護観察中の方、仮出所の方を 10 人ちょっ 

とやっていますという事例です。 

佐藤： 

北九州で支援していた方が累犯の窃盗で今刑務所に入っているんですけども、その方は自立者となって 

生活保護を受給されていたんですけども、もちろん捕まってから生活保護は切られたわけです。2 年の刑期が 

確定しました。そして出られた後のことを本人と話はしたのですが、本人は帰ってきたいということを言っておら 

れました。つい先日保護観察官の方から連絡が入りまして。将来のことを考えるにあたってどこに帰りたいかと 

聞いたところ北九州の八幡東区に帰りたいという風におっしゃったということで。 

今後の流れとしては、保護司さんと保護観察官と、この時に身元引き受け人に私がなったんですけども、連 

携して。あとは生活保護だと思うんですけど、刑務所に入る前に受給していたんですけど、受給してすぐに入 

ってしまったんですね。本人は通帳に振込みしていたので生活費が丸々入ったままだということでケースワー 

カーから連絡があったんですけど、私たちも本人がいないところで勝手に下ろせないということで突っぱねた 

んですね。初め、ケースワーカーはお金を返せって言ったんですよ、でも返す金がないので返せないというこ 

とで。そして向こうが出してきた答えというのが、今後出られてまた帰って来るでしょうから、その時に居宅設置 

費用として使ってください、内訳を説明してくれれば特にこちらは問題ありませんという風になりました。 

つまり出た後もケースワーカーは関わってくれるということを意味していると思うんですね。そういった形で保 

護観察官というのは司法と福祉っていうのが両輪にならないとだめじゃないか、そういった形でいきたいなと思 

うケースでありました。 

副田： 

関係性があるものについては保護司も来ますし、特に市川に帰りたいと言っているけど受け入れる気持ち 

があるのか。そういうのは何件も起きていますが、僕の名前を何人かが身元引き受けに出しているようなので。 

ただこれは市川だけなのかわからないですが、路上生活者の中に出所後かえる場所が無くって生活保護、 

場所が無くって路上に仕方なくっていう。ああなった人はもう一回犯罪を犯して生きていくって言い切った人間 

がいたという。それは別に知らない人間なんですよ、そもそも関係が無く、路上で出会った人の中でそういう人 

たちがいるっていう現実の中で。路上生活者が無くなればかなり人数も減っていくんでしょうけど、もしこれが 

生活保護が可能ならば、出所時に申請をそこで出来て、本人が帰住先をここにしたいという希望があれば移 

管手続きを刑務所から市川にしてもらって、居宅生活に結びつくことは出来ないか。路上に戻していいのかっ 

ていうのが本質的な私のここでの問いであり、それが生活保護法で認められるならば、僕には言われているよ 

うに読めば。 

奥田： 

私も読んでそうなのかって勉強になったんですけども、一方で一番問題になるのは身元引受人がいなくて 

満期出所だと思うんですよ。下関の放火事件の F さんという方に関わっていますけど、彼も満期で毎回出てく 

るわけです。74 歳で事件を起こして人生の半分を刑務所で過ごしている方ですけどもこの人も軽度の知的障 

害です。ですから満期で出た時に誰も引き受ける人がいない、関係性が途切れているというとこで生活保護 

申請をしてもそれだけじゃ足らないと思います。生活保護申請をするプラス更生保護にしても1種事業でNPO
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が手を出せないという枠にあって、このあたりで社会的な受け皿を保護課だけじゃなくって、居宅設置を含め 

た議論をどうするかっていうのが 1 つと。 

それから北九州の自立支援センターが本当によく頑張っているんですが、これを生活保護法だけじゃなく 

って、障害認定とか障害手帳申請云々のことをなぜ刑務所で出来ないのかって刑期のことだけじゃなくって、 

更生していく、次の生活をどうしていくかってことで刑期中に障害認定などが出来れば次のずいぶん変わると 

思うんです。全てが出所後だという今の構造は間違っている、そこのところに何か食い込めないかとは思いま 

す。 

川辺： 

今の奥田先生の意見に私も賛成なんですけど、関係性のある人、あるいは自分で福祉を受けていた人の 

場合はあまり問題ないと思うんです。私たちの関係してる藤沢の福祉事務所においても、私たちが直接関係 

を持っていない人たちでも以前に藤沢で生活保護を受けていて、そして犯罪を犯していて満期で出所してき 

た。そして藤沢の福祉事務所に来た場合はほとんど間違いなく保護が下りています。だからそういう関係性の 

場合は問題ないと思います。 

今副田先生が問題にしていたのは多分誰も関係性の無いところで満期出所をした場合で、どこにいったら 

いいのかわからない。福祉事務所という制度さえ知らないと言うような方の話だと思うんですね。そういうのをた 

だ刑務所が満期で「はい、さようなら」でおしまいっていうのはやはり制度としてあれなので、そこで保護を申請 

するかは別にしても、今の障害認定の問題ですとか、生活保護制度の問題とかそういったものを彼ら帰るあて 

の無い人には刑務所のほうで何らかの措置をするようなことを全国ネットとして法務省に要望していくのは大 

変有意義じゃないかなと思っています。 

林： 

皆さんに聞きたいんですが、生活保護をうつっていうのは、一方で行政は野宿状態にいる人をどうにかした 

いっていう意図は明確にあるんです、多くの場合。その時に例えば僕が平塚市から言われたのは「林さんは 

生活保護のことを、路上にいる人のことを熱心に言うけど両方要りますよね。あなたは路上にいる人の路上状 

態を促進したいと思っているんですか、まさかそうじゃないですよね」と退路を残さない形で取り込まれてしまう 

っていうのを常々感じているんですね。 

皆さんに聞きたいのは、僕も生活保護はきわめて重要なメニューだと思っていますが、ただ一方で生活保 

護に乗るまでに気持ちに非常に時間のかかる方、2 年、3 年、4 年かかる方がいらっしゃりますよね。一方で親 

族調査の結果、いないという人もいるだろうし、あるいは精神疾患の例というのもそういうメニューから外れてし 

まうような人っていうのも当然野宿者にいるし、まさにそういう人だと思っているし。そういう市民社会に復帰さ 

せるのがなかなか難しいかもしれないという人に対して路上空間的な排除が討たれる可能性を感じてらっしゃ 

るのか、あるいは両方、2 方面作戦でやってけると思いなのか、その辺を。 

堀之内： 

質問の趣旨がわからなかったんですけど、行政のほうが取り込んでいくのに対して、それに取り込まれない 

人が路上に残って、そこは強制排除で行くっていう。 

林： 

堀之内さんのご報告の中で生活保護申請が最初から可能であったということは僕にとって非常に驚きだっ 

たんですけど、例えばこういう可能である裏側にはもしかしたら○○図書館には絶対させたくないからとりあえ 

ず生活保護にのっけようというそういう意図もある場合もあると僕は思うんです。そこらへんについてそういう野 

宿状態がかなり困難になるっていう裏面があるっていうことはどうなんでしょうかっていうところです。 

堀之内： 

確かに昔の話ではそういう、例えば桜島桟橋というところの近くにウォーターフロント計画があって、そのた 

めに集団で保護申請をしてもらったりという例があったりとか、そういう形の対応も確かにあったりとか、それが
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公の精神に立ち返って上手く運用されるようになったらいいとは思っていますけど。ただ公共空間とかそういう 

話になると会を別に設けないといけないようなテーマになってくるんで。 

荒木： 

それではそれは今後の課題ということで。 

今日の話の中で生活保護の運用が各福祉事務所によってこんなにも違うのかと認識されたのと、同じ生活 

保護法の運用の可能性も見れたので研修会の成果があったのではないかなと思いました。ありがとうございま 

した。
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研修会（２） 住宅確保とアフターフォロー－各地の事例発表と他地区での適用 
可能性について 

司会：織田 隆之さん （全国行脚の会） 

織田: 

さっきはいろんなことが出てきて頭の中が整理できてない方が多いと思うんですけど、あの流れの中で生活 

保護をかけて居宅にしました。それだけで終わりかといえばそうではないですよね。そっからがほんまの大変 

なところやと思うんです。やっていく上で各地域、組織いろんなところでいろんな取り組みをやられていると思 

います。お金があるところ、全然無いところ。そういうところでどういう風に取り組まれているかというのを発表し 

ていただきながら、自分のところで取り組む時に参考にする、もしくはこのあと懇親会のときに個別で行ってな 

んかあったときには見学させてくださいとかメールでやり取りするのもひとつだと思いますので、そのひとつの 

きっかけになればと思います。 

１．寺尾 千香子さん （NPO 法人ホームレス支援ネットにいがた） 

寺尾： 

まず私たちが 5 年位前に新潟ホームレスの自立支援の新しい組織を設立したときに、私たちが持っていて 

ホームレスの自立というイメージは働いて稼ぐというイメージでした。当事野宿で暮らしている人と話をすると、 

働きたい、それから今まで経験した仕事が生きる勤め口を探したい。それから就職の面接行きますよというよう 

な声がたくさん聞こえました。今思えばあの人たちの話がどの程度現実的なものだったのか眉唾物だったもの 

もあったんですが、稼ぐ意欲のある人が大勢いました。 

そこで私たちは就労支援を第一の目標に挙げて、ホームレス支援ネット新潟の設立をしました。野宿生活 

の人が働きに行くのであれば住宅からでも野宿の場からでも良いと考えていました。しかし履歴書を書くのも 

疲れた体を休めるのも安定した住まいがあるほうが良いという考えに行きました。住宅確保とアフターフォロー 

の就労支援というより就労支援と住宅確保はビフォーケアというのが当時の私たちの気持ちに沿っているよう 

に思います。 

2 番に行きますが住宅確保ということで、私たちの主要な事業で野宿生活から脱する人たちへのアパートの 

転貸を始めました。 

3 番のほうに進ませていただきます。アフターフォローについてですが、これが今日一番話したいことです。 

私たちの活動を紹介しますと、住宅を確保したあとで本題の就労支援に取り組みました。始めに紹介する3 つ 

のケースはそれが実を結んだケースです。実例のほうがわかりやすいと思いますので説明します。 

ケース 1 はまちかど館に入居した大工さんで年は 53 歳。結婚したことがあって子供が 3 人います。離婚後 

も元のお連れさんや子供がいる旧市内から遠くへは行きませんでした。ちょっと離れた別のところにアパートを 

紹介しようとしましたが、顔の見える範囲をかなり探していました。顔見知りの親方が紹介してくれる作業現場 

に通っていたんですが、仕事がいつもあるわけではありません。また新潟地震のあとはいろんな仕事があった 

そうですが、きつい仕事ですと 50 歳を過ぎて連日働きに出ることは出来ません。 

最初は自分の収入で私どものアパートに入ってきたんですが、入居後 1 年目で生保を申請しました。受給 

後、最低限の生活が出来る安定収入が出来たと共に仕事もとりやすくなりました。ところが収入が増えたせい 

で職場の仲間に大盤振る舞いしたりとか、子供に高額の贈り物をしたり、自分でも酒の飲みすぎで最後は脱 

水症状をおこして病院に搬送されました。本人は派手な振舞いをすることが職人らしいと思っていることがある
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一方で家賃はしばしば滞納して、私が請求すると大家なんて家賃が半年くらい払えなくても黙っているもんだ 

と豪語するような人でした。 

ケース 2 の場合。野宿生活から私たちの紹介で派遣会社経由で長野県に就職した北海道出身の方です。 

就職を決めるまでにかなり迷いました。その理由は新潟でホームレス時代に仲良くなった人と離れること、そし 

て新しい職場、土地で新しい友人が作れるかということですね。だけどここで就職がチャンスだという心の葛藤 

をかなり抱えていましたが、最後は就職の道を取りました。就職後も私たちと連絡を取り合っていたし、まじめ 

に働いているという報告を派遣会社の社長さんからいただいていて、私たちの就労支援の成功例としてあちこ 

ちに自慢していました。 

ところが勤務先の会社が東南アジアに工場を建設するということで定期的に行ったり来たりするんですね。 

その出張した際に、国内持込禁止 DVD を大量に持込み、税関で摘発されてしまいました。大量にっていうの 

は 100 枚を超えています。私もびっくりしまして、それも 1 度ならず 2 度までもということで罰金の命令だけで逮 

捕はされなかったんですが、結局仕事はクビになりました。 

ケース 3 はまちかど館の一番新しい入居者ですけど、出身は宮崎県です。野宿の時から運送会社で働い 

て今でも続いています。入居後に生活保護を受け給料の90 パーセント、生活保護費が 10 パーセントくらいの 

割合で生活費になっています。入居して 1 年も経たないんですが、この方も家賃の支払いがしょっちゅう遅れ 

ます。それでも故郷から父親が亡くなったという連絡が来て、お葬式に出かけていきました。 

余談ですが生活保護のときは葬祭扶助があるんですが、これは市役所に葬式のために帰りますよって言っ 

ても、市役所のほうからはこういう扶助が出ますよって一切言わないんですね。私のほうからこれは交通費か 

なりかかりますので生活に支障があるから必ず申請を受けるようにと申請して、本人は貰うことが出来ました。 

本人自ら申請があるときのみで、行政からは何も言わないのがこの制度のあり方なのかなとちょっと考えてい 

ます。 

以上のように仕事にいったんは就いたんですが、そのあと立ち行かなくなったケースとなんとか繋がってい 

るケースがあります。この 5 年間の経験で野宿生活からいったん屋根のある暮らしを手伝い、そのあとで仕事 

に就けるよう応援するという道筋がだいぶわかってきました。 

ケース 4 はまちかど館の入居者ですが数人で飲みに行ったらしいです。ところが途中で喧嘩して別々に帰 

ってきました。うちは男性 7 人ですので玄関の鍵はほとんどかけないんですね。で鍵を持たないで出掛けてい 

くんですが、先に帰った人が鍵をかけちゃったらしいです。最後に帰った人が入れなくなってしまって、窓ガラ 

スを破って入った。その人はまちかど館の暮らしに不満がある、いつだってホームレスに戻れると啖呵をきって 

た人なんですけど、1 ヶ月屋根のある暮らしをすると一晩を野宿するという気はなく、どうしても屋根のあるとこ 

ろに、仲間のところに戻りたかったんじゃないかなという風に思っています。最初窓ガラスを割ったとわかった 

時には激怒しまして、苦労して確保したアパートを壊す気かって言ったら弁償するからってことだったんです 

が、あとで冷静になって考えると一晩であれ野宿はしたくないという気持ちがあったんだなというところで私自 

身がほっとしたということがあります。 

もうひとつはケース 2 の後日談なんですけど、この方は長野県の会社をクビになって新潟県に戻ってきて、 

いったんはかつての野宿仲間が住むアパートに転がり込みましたけど、同じ派遣会社の派遣でまた新潟市内 

の会社に勤めています。今は落ち着いて元ホームレス仲間の人たちと連絡を取り合ったりして生活が安定し 

ているかなっていう雰囲気が見えます。 

最後にまとめですが、働いてお金を稼ぐには暮らしがそのものある程度きちんとしていることが大事です。 

暮らしが安定してないで稼ぎに行くと、収入が増える分だけ暮らしの荒れがひどくなります。不自由ない小遣 

いで覚せい剤を買い求める芸能人の子供のようなものがいると思うんですが、同じようなものかと思っていま 

す。
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その暮らしの中で住宅は大切な要素ですが、しかしひとつの要素だということがわかりました。住宅のほか 

にも信頼できる友達とか、自分がやりたいともうことの発見などいくつかの要素を挙げることができます。私たち 

はこのことに気付いた後野宿生活者を取り巻く人と人との繋がり、それから質と量の両面から豊かにしようとい 

う事業を住宅確保と並行して手がけています。 

例えばパソコン教室。文章を書いたり、計算をしたりすることの少ない人たちが○○やっておりました。それ 

でも 2 年続けるとみんな飽きてきたらしく最近出席者が少なくなっています。 

また花見会などをやって交流を深めているということがあります。ホームレスの人たちの心を掻きたてて、他 

人と接触したいと思ってもらえるタネはなんだろうか、こんなことで頭を悩ませているのが現状です。とりあえず 

新潟の報告です。
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【配布資料】 新潟 ホームレス支援ネットにいがた 

「新潟市の事例」―住宅確保とアフターフォロー― 

(特非)ホームレス支援ネットにいがた 

理事・事務局長 寺尾知香子 

１．自立支援組織発足時の構想 

就労支援を中核 ← 住宅確保は重要な基礎 

２．住宅確保 

a. 支援ネット直営アパート「まちかど館」 2004 年運営開始 

(※Shelter-Less №27 ２００５・Winter 参照 配布資料） 

方法：１軒家を賃借し、支援ネットが改修工事。 

野宿生活から脱することを希望する人に転貸 

形態：個室 7 室 １室の広さ５．５畳～6 畳 

共同部分：台所、食堂、トイレ、風呂、洗面所、洗濯場 

資金：民間の市民活動助成金－－工事費 

入居者からの家賃・管理費－－維持費 

入居者の収入－－生活保護費・年金・給料 

現在７室満室 〔退去者４名：３名民間アパート １名市営住宅〕 

b.民間アパートへの紹介 

方法：知り合いの不動産屋を紹介又は同行 

保証人：保証人は各自で探す。(支援ネットは保証人にはならない) 

３．アフターフォロー 

１）就労支援へ至る道筋 

ケース１ 「まちかど館」入居後、生活保護費の他に日雇いの大工仕事を取り易くなった。増えた収入で過 

度の飲酒を繰返し、アルコール中毒で入院した。他にも、職場で奢ったり、子供へ贈り物をする。 

⇒派手な振舞いをすることが職人としての自分の証し 

ケース２ 県外で就職し社宅へ入居したが、友人ができなかった。外国へ定期的に出張した際に、国内持 

込禁止 DVD を大量に持込み、税関で摘発された。 

⇒収入はあるが孤独な生活の憂さ晴らし 

ケース３ 野宿生活中から人材派遣会社に勤務、「まちかど館」入居後も働き続ける。親戚の葬式に帰省。 

⇒？？ 

２）暮らしの落着き 

ケース４ 「まちかど館」から数人で夜に外出した後、最後に戻った人が玄関の鍵を忘れていたところ、廊 

下の窓ガラスを破って戻った。 

⇒アパート生活を数ヵ月続けると野宿生活には戻り難い 

ケース２続 新潟に戻った後、友人のアパートで一時同居。再就職と社宅への入居。 

⇒友人との関係再開による生活の落着き。 

４．今後の課題 

就労支援 ← 暮らしの再建が基礎 住宅確保はその重要な一部 

暮らしが崩壊している状態で仕事をしても、得た収入が害になる恐れ 

暮らしを再建する鍵探し 

例．パソコン教室 

コンピューター技術の習得よりは、教室を通じたコミュニケーション確保が目的
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２．今井 誠二さん （NPO 法人 仙台夜まわりグループ） 

今井： 

「仙台夜まわりグループ」の今井です。私達はもとも 2000 年の 1 月から夜まわりをはじめたのですけど、「夜 

回りグループ」という名前からもわかるように最初は行政との闘争とか何かを獲得していこうとか、そういうことは 

まったくありませんでした。私は関東生まれ関東育ちで、私が所属している教会の牧師（仙台夜まわりグルー 

プのメンバー）は九州出身なのですが、私たちは仙台で雪ががんがん降っている中で野宿している光景に驚 

愕したわけです。そんなことはありえないと思っていましたから。実際に雪が降る中でダンボールをひいて寝て 

いる人たちがいます。 

また仙台では移動型の路上生活者が多いのですが、一晩中歩き続けるというのが一つの行動習性なので 

すね。なぜかというと、寝ちゃうと死んでしまうものですから、夜の間、ずっと体を動かしながら徘徊するのです 

ね。夜が明けて暖かくなると市役所とか図書館などの暖かいところに行って寝るのです。ですから仙台の越冬 

で一番必要な物は靴なのです。雪でぐちゃぐちゃになるから、「一番何が欲しいのか」と問うと、「靴が欲しい」 

と答えが返ってきます。 

このように他の地域と違うような行動形態をもっています。ある時にですね、「なぜ、わざわざこんな寒い中 

で野宿するのか？ もっと暖かい東京とか横浜とかに行けば仲間もたくさんいるし、そっちに言ったらいいんじ 

ゃないか？」と聞くと、ある方が「故郷の東北で死にたいんだ。最後は故郷の東北に一旗挙げて帰りたいと帰り 

たい。廃品回収でも何でもいいから、とにかく仕事をみつけて故郷に帰りたいけど、その仕事がない」とおっし 

ゃいました。路上生活者によく聞いてみると、彼らの多くは東北出身です。「仙台－上野」というのは東北の人 

にとっては就職列車ですからね。仙台というのは東北の人にとって心象風景として出稼ぎの入り口みたいな 

感覚があるみたいなのですね。そういう意味で「帰りたいけれど帰れない」というケースが多いということがお話 

を聞く中でわかりました。 

仙台におられる路上生活者のなかで、いわゆる稼動年齢にある方の割合は半分以下です。60 歳以上の方 

だとか障害だとか病気を持っている方の割合が多いですね。最初のうちは夜まわりをして安否を問うていたわ 

けですが、毛布や味噌汁を凍死しないように持って行ったのですね。しかし、ある時に路上生活者に呼び止 

められて、「お前たちがこういうことをしてくれるのは嬉しいけど何にもならない」とはっきり言われました。「味噌 

汁やおにぎりを持ってきたって 30 分ぐらいは暖かい思いができるけど、その後は何にもならないから、どうせ 

やるのだったら、もっと前につながることをやれ」とお叱りをうけました。そこで私達は一念発起しまして、そこか 

ら炊き出しであるとか、生活保護申請、アパート探しというものを具体的に始めるようになりました。 

その後ですね、私たちの活動がクチコミやマスコミで知られるようになるなかで、「そういう活動をしているの 

だったら、アパートを貸すよ。ただし個人には貸せないよ。あなた達はちゃんと法人として格をとりなさい。法人 

格だったらアパート契約をするよ」と言う大家さんが何人か現れたのですね。それをきっかけにして、NPO 法 

人化するようになって、第二種社会福祉事業の簡易住宅としてアパートをお借りして、路上生活者をいったん 

受け入れて、路上から市営住宅・県営住宅に行くまでのワンストップとして、第二種社会福祉事業の簡易住宅 

を提供しようということで、任意団体から NPO 法人化しました。その後、いろいろですね、炊き出し、生活支援、 

保証人支援、仙台市の路上生活者の衛生改善事業のシャワー提供の事業委託などを少しずつ始めてきまし 

た。 

今日のテーマである「住宅確保とアフターフォロー」ということなのですが、私たちの活動は第二種社会福 

祉事業というのが一つの柱となっています。中間施設を柱にしようとしたきっかけというのはですね、いくら家 

族と関係を回復して何とか保証人をみつけても、あるいは、「保証人がいなくても貸してあげるよ」という大家さ 

んがたくさんでてきて、そこに入れてもですね、結局、ホームレスというのは家がないからではなくて、さまざま 

な問題を抱えているから路上に出ているケースがたくさんあるわけで、問題を抱えていながら何のケアもしな 

いで部屋に入れても、また路上に戻ってしまうということを理解する中で何とかして生活を立て直すということを 

した後で実際に市営住宅・県営住宅へと自立を促す道を作った方がいいと、そのためにとりあえず私たちの
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法人では彼らが失ったセーフティネットを一つでも多くつけた後で出て行っていただく。その後になるべくアパ 

ートや市営住宅に移った後でも路上に戻らないような仕方で私たちの中間施設の時間を過ごしていただくこと 

を取り組みとしてやっています。 

実際に施設に入って自立するまでの期間は最短の人が 2 ヶ月でした。私たちは家賃のほかに施設利用料 

というのをとっていますから、ほとんど、蓄えなんかできないはずなのですが、その中で蓄えて、たった2ヶ月た 

った後で保証人のいらないアパートを探して出て行った人がいましたけど、中には 3 年間かかっても未だに金 

銭管理とか生活管理とか自炊が出来ない方がいます。 

「上飯田ハイム」という中間施設では、３食ご飯をだして、生活の立て直しをやっているのですけれども、自 

分で自炊ができないような方がたくさんいるのですね。20 年、30 年、住み込みの寮にいたので、いまさら「自 

炊しろ」と言われてもできないという方や、あるいは「宵越しの金はもたない」という昔気質な方がおられて、そう 

いうなかで上飯田ハイムでは 3 食食事を出して、生活の指導をしています。 

実際に話を聞くと、結局、居場所・行き場所がなくて、そこに溜まってしまうのですね。つまり一方ではお年 

を召した方には老人ホームをいろいろ見に行くのですが、「老人ホームに行ってもお金が手元に残らない、た 

ばこ代にもならないのでここに居させてください」。こういった理由でどんどん自立したくなくなっちゃうような状 

況が続いていまして、いまや上飯田ハイムの方々は精神手帳とか、療育手帳を 12 名中 11 名がとっていまし 

て、実際にはグループホーム化しようとする計画があったのですが、一昨年の秋にグループホームの設立に 

関する法制度が変化して非常に厳しくなりまして、ケアマネージャーを確保することができずに断念しまして、 

今でも第二種社会福祉事業というかたちでやっているのですけれど、やっていることはほとんどグループホー 

ムと変わりません。 

このように、いろんな問題を抱えている方をどのように各種の社会資源につなげていくかということですが、 

グループホーム、養護施設、老人ホームにつなげていくわけです。その前にですね、ヘルパー、デイケアなど 

の介護保険制度の利用を申請したり、あるいはギャンブル、アルコール、共依存などのアディクションの問題 

に関しましては、アディクション専門のデイケアに行ったり、場合によっては入院する方もおられます。 

自立した時に、もう一度路上に戻らないようにするために、多重債務をいかに解決しておくかということで宮 

城県の青年司法書士連盟というところが非常に協力してくれまして、私達の無料相談会をしてくれています。 

法テラスに直接行っても、書類がたまったままになっていて、申請しても受け入れてくれないケースがずっとあ 

ったのですね。今回、司法書士連合会が入ってくださることによって、「持ち込み自由」という制度があることを 

教えてもらいまして、いまや真っ先に、多重債務の問題があるかないかを個人情報センターに行って開示して、 

そこで解決した後で、すべてきれいにした後で、市営住宅・県営住宅等の保証人のいらないアパート探しをし 

ています。司法書士の先生のおかげで、住所を移したがゆえに、逃げざるをえないというケースはほとんどな 

くなりました。 

また私たちの中間施設では、宮城県の社会福祉協議会がやっている「まもりーぶ」を使った生活管理をして 

います。宮城県の社会福祉協議会が出納帳みたいなものを作ってくれまして、月 1 回から週 2 回まで、「まもり 

ーぶ」の担当者がきてくれて、お金の使用状況や出納帳をつけているかを管理・指導してくれます。この制度 

を利用して自立していかれた方もおられます。 

DV 被害者の保護ということに関しましては、「なごみ」という女性専用の施設がありまして、いわゆる女性の 

DV問題、あるいは風俗業界から逃げてくる方々の保護を「なごみ」でやっています。「なごみ」は以前、県が運 

営していた結婚式場の独身寮だったのですね。いわゆる施設であるとか、シェルターであるとかは外観からは 

全然分からないので、非常によい立地条件の遊休施設なのですけれども、私たちがコンペの結果、受託する 

ことになり、現在 7 名の女性をかくまっています。そのうちの何人かは弁護士をたてて離婚の訴訟をして、離婚 

が成立して、市営住宅・県営住宅へと出て行こうとしている人たちがいます。 

ただ問題はですね、実はいま、宮城県の県営住宅がですね、連帯保証人が必要だということを言い始めて
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います。今までは「市営住宅県営住宅は連絡先は必要だけど、連帯保証人はいらない」と言っていたのに、 

県営住宅の 3 割 4 割が外国人の入居となっていて、施設の破損が非常に社会問題化してきていることを背景 

に、連帯保証人が必要だと言うようになっています。たとえ元ホームレスであったとしても連帯保証人が必要だ 

と言い始めています。でも法律は変わったのかというと変わっていないわけですから、そういう意味で今はねじ 

込んで、「保証人を探す方向でするので何とか引き受けて欲しい」と頼んで何とか受け入れてもらっています。 

今後も県営住宅で身元保証人がいないからということで拒否されるケースが出てくるのではないかと心配して 

います。 

アフターフォローの問題ですが、累犯高齢者、累犯障害者が、お金がなくなっちゃったから、万引きとか無 

銭飲食をして、刑務所と施設の入退所を繰り返す方々います。そういうケースにどういうふうに対応すればい 

いのかどうしたらいいのか苦慮しています。 

また、宮城刑務所の分類審議室から直接、私たちの中間施設に入れてくれないかという依頼がいくつもき 

ています。ちなみに宮城県の分類審議室から仙台市の「路上生活者等支援センター」に満期出所者がどんど 

ん送られています。どういうふうなシステムになっているのかはわからないのですが、たとえば、仙台駅で降り 

て一晩、公園で過ごしたら、次の日は「支援センター」に入れてしまう。どうも前もって連絡しているとしか思え 

ない。なぜかといったら普通はウェイティング・リストがあって、「結核診断を受けなさい、健康診断を受けなさ 

い、2 週間後に入れますね」というふうにアポイントをとって入っているのに、宮城刑務所を出た方々に関して 

は、直接受け入れているようなケースもいま出てきています。 

それはなぜかというと、「支援センター」は稼動能力のある人しか入れないのですね。そういう人たちの数が 

どんどん少なくなっている。このことを背景に支援センターが入れて出してを繰り返しています。支援センター 

が生き残る術かもしれませんが、私たちは自立のあり方としていいのかと疑問に思っています。 

何でそのようなことがわかるかといいますと、支援者相互の情報交換ということで、仙台市の社会課の職員 

や社会福祉協議会のスタッフとかですね、仙台市内の第二種社会福祉事業の簡易住宅を運営している NPO 

のスタッフが月に 1 回情報交換をしています。ですから、路上にどういう人が何人いるのかとか、施設の入退 

所状況を支援者同士で情報交換をしています。そこに仙台市の社会課の職員もいるわけです。 

ですから、場合によっては仙台市の職員が新しいコミュニティができたということもそこから知っちゃうわけで 

すね。そこで管理課に言われて排除されたらたまったものではないので、少なくとも仙台市の社会課はそうい 

うことをしないで、たとえ、国土交通省から排除の勧告があっても本人たちと直接コンタクトするか、支援者に 

連絡するようにしてくれているので、いまのうちは信用できるかなと思っています。このようにかなりディープな 

個人情報まで交換しています。 

民間の方は半就労・半福祉の自立を促す。「支援センター」の方はハローワークでお尻を叩いて仕事を見 

つけさせるという住みわけみたいなのがだんだんできていまして、そういうなかで行政とお互い批判しながら今 

後も協力していけるのか、どこまで情報を交換していけるのかが課題かといえます。
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【配布資料】 仙台 仙台夜まわりグループ 

特定非営利活動法人 仙台夜まわりグループの事例 今井誠二 

１．仙台夜まわりグループの沿革 

＊夜まわり開始 

＊行政との対峙 

＊NPO 法人化と行政との協働 

２．当事者との関係作り 

＊夜まわり・炊き出し・セミナー・清掃活動 

＊クチコミによる支援活動の認知 

＊福祉事務所からの相談 

＊病院からの相談 

＊刑務所分類審議室からの相談 

３．路上からの居宅確保 

＊入院 

＊住み込み 

＊保証人不要のアパート 

＊中間施設 

＊支援センター 

４．中間施設入居後の住居確保 

＊市営住宅・県営住宅 

＊民間アパート（保証人無し・保証人バンク利用・ 

保証人確保） 

＊グループホーム・養護施設・老人ホーム 

５．路上に戻らないための取り組み 

＊家族との関係の回復 

＊DV 被害者の保護 

＊司法書士・弁護士・法テラスとの協力 

＊精神科医、アーチルとの協力、精神手帳・療育 

手帳の取得 

＊障害高齢課との連携、介護保険申請、ヘルパー、 

デイケアの利用 

＊ボランティア活動をしながらの人間関係の構築 

＊「まもりーぶ」などを利用した金銭管理・生活指 

導

＊各種免許再取得支援 

６．アフターフォローの問題 

＊生活相談・指導の必要性（アルコール依存・ギャ 

ンブル依存・万引き他、 

累犯高齢者・累犯障碍者への対応） 

＊問題・障害状況の隠匿・債務未整理・家賃未払 

い

＊支援者相互の情報交換（仙台協友会・巡回相談 

員・支援者懇談会）
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３．佐藤 佳美さん （NPO 法人北九州ホームレス支援機構） 

織田： 

次は新潟いって、仙台いって、今度は北九州。最後に北海道という形でお話していただきます。たぶん新 

潟は、小さくと言ったらおかしいですけれども、たくさんのスタッフを抱えてという形ではなくて、仙台は相当た 

くさんのスタッフでやられているのかな、という印象があったので。いろんな事をやればやるほどでてきて、また 

大変な事とよかったなという事と、両方あると思うのですけれども。また後で質問お願いいたします。 

それでは北九州さんの発表です。 

佐藤： 

みなさん、こんばんは。長くお話を聴かれて疲れていると思いますが、よろしくお願いいたします。私は、ＮＰ 

Ｏ法人北九州ホームレス支援機構で、アフターフォローを担当する部署で働いております、自立生活サポート 

センターの佐藤と申します。 

今日はですね、「住宅確保とアフターフォロー～各地の事例発表と他地区での実現可能性について」という 

ことで、条件とか歴史等違う、それぞれあるとは思いますが、少しでも役にたつ情報が提供できればと思って 

おりますので、よろしくお願いいたします。 

歴史は割愛させていただいて、今現在北九州における自立支援システムをまず簡単にお話しておこうと思 

います。この黄色い部分が市との共同の事業です。青い部分がＮＰＯが独自で行っている事業になります。 

資料なのですけれども、透明の袋に裏表で、Ａ４が３枚で入っていますので、ご覧になりながらお聴き下さい。 

青い部分がＮＰＯの独自事業なのですけれども、北九州市には路上から脱して自立するまでの中間施設と 

して２種類があります。市との共同で行っている自立支援センターと、ＮＰＯが独自に行っている自立支援住 

宅です。どちらも入所期間は６ヶ月なのですけれども、対象者としては、自立支援センターには主に６４歳以 

下の就労可能層と、先程から紹介しておりますけれども、就労できない層、高齢者とか障がい者の方というの 

も、ここ最近は入るようになっています。ＮＰＯが独自で行っている自立支援住宅の対象者としては、就労でき 

ない層ですね。高齢者や障がい者がほとんどとなっています。 

こういった形で中間施設があるのですが、ここで言われている住宅確保の問題というのは、中間施設の一 

番最後の部分にあたる、このオレンジ色の部分の議論だと思います。住宅確保、自立した後にどこで生活す 

るのかという問題だと思うのですが、さまざまあると思います。ある人は施設であったり、ある人はグループホー 

ムであったり、そして居宅設置。自分で地域にアパートを借りて生活するということです。 

どこに住むかというのは、中間施設の間に相談員と話し合いながら、また本人の希望を聞きながら、状況を 

みながら検討していくことになると思いますが、本日は時間の都合もありますので、居宅設置の部分だけに絞 

ってお話をしたいと思います。 

居宅設置の課題というのは、大きくわけて２つあると思います。１つ目は物件の確保をどう行うかということ。 

もう１つが保証人の確保をどう行うかとういうことだと思います。 

物件の確保からお話いたしますけれども、解決策としては、ホームレス問題に関して理解して協力してくれ 

る専門家の方、不動産会社の方を少しでも増やしていくことではないかと思います。具体的なシステムとして、 

北九州では２００３年に「北九州におけるホームレス問題を解決するための市民協議会」というものが発足しま 

した。これは、地域でさまざまな分野で活躍されている専門家の方たちが、その専門性を活かしながらホーム 

レス問題の解決に取り組もうとする専門家の方々で構成されています。具体的には就労分野、住宅分野、法 

律分野、生活支援、医療という５つの分野に分かれて、それぞれの専門家の方が集まってくださっているので 

すが、居宅確保に関しては、住宅問題の専門部門のメンバーである不動産業者の方が中心となって、「居宅 

設置事業者の会」というものを立ち上げています。
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具体的には、結局この会に入っているという方というのは、ホームレス問題に理解があって協力的な事業者 

の方々なので、非常に連携がしやすいわけですね。こういったコンセンサスがとれていますので、今もし住宅 

を確保したいと思ったのであれば、希望条件を書く用紙があるのですけれども、それを居宅設置事業者の会 

のメンバーに送るとですね、すぐに返答があるわけですよね。もし該当する物件があれば。そういった形のシ 

ステムができています。 

居宅設置事業者の会にどうやって入るのかというと、実際は具体的な事例を通じて親しくなった方に、「こう 

いった会があるので入っていただけないでしょうか」とお話をしたりですとか、支援機構がマスコミ等で取り上げ 

られて、「今自分のところに入居している方が困っているのでどうにかしてほしい」という相談からつながる場合 

もあります。また、市報に空き物件を募集する情報を載せたりしていますので、大家さんが「こういった物件が 

あるのだけれど」と個別に相談に来られる場合もあります。こういった居宅設置事業者の会で私ども助かって 

います。 

もう１つですけれども、保証人の確保の問題です。保証人の確保というのは、大きくわけて、２つあると思い 

ます。１つは保証人が利用するということと、あともう１つは、これは北九州市の独自の働きかなと思いますが、 

「保証人バンク」というのがあります。今日は保証人バンクについてお話したいと思います。 

以前は、家を借りる場合に保証人が必要な場合は、ボランティアが個人的になっていたのですが、それでは 

やはりボランティアとして担う負担や責任が大きすぎるということで、その問題を解決するためにつくられた制 

度です。 

仕組みは２つのバンクによるのですが、保証人を提供する人材バンク、事故補償するお金のバンクです。 

まず、ボランティアさんが保証人バンクに保証人登録をします。保証人になってもいいですよということですよ 

ね。その上で、本人が保証人バンクを利用したい、保証人を提供してほしいということになれば利用料というも 

のを支払ってもらいます。今は４万円ですけれども、払ってもらいます。その上で、ボランティアさんが連帯保 

証人となるわけです。 

ここまでで何もなければいいのですが、いろいろと事故が起こるわけです。起こった時に、大家さんから保 

証の請求がきます。それを本人が負担するのではなくて、保証人バンクが事故の補償、家賃の保証であった 

り、衣類の処理とか、さまざまやっています。ここが保証人バンクの管理会社とは違う点です。つまり、ただお 

金だけを保証するわけではなくて、最期まで責任をもって、ある意味家族のような形で最後まで処理を行う。こ 

れは大家さんにとってもメリットではないかと思うのですけれども。もう１つ異なる点というのでは、ご本人さんと 

支援機構、保証人バンク支援機構。最後まで責任を持つという意味で、信頼関係をつくることにもつながるの 

ではないかと思います。これはアフターサポートの部分でも、すごく大きな信頼関係という部分では、大切にな 

っています。 

こういった住宅確保のはたらきを通じて…。あとですね、先程の生活保護のところでありましたけれども、路 

上から直接生活保護の申請ができるようになったということで、そこで直接生活保護をもらっても、居宅確保す 

ることが今の時点では難しい。ケースワーカーがそこまでしないので、そこを民間では、私たちがどのようなシ 

ステムを作るのかというのが、北九州では課題の部分だと思います。それはちょっと簡単にふれておきます。 

後で見ていただきますが、システムの中でも、下の方に小さく「野宿からの直接居宅確保」という矢印がありま 

すが、そこがこれからの課題だということで見ていただければと思います。 

これを通じて、今、北九州では約５５０名の方が自立されました。７、８年間で。では、そこで問題となってくる 

のが、皆さんご存知だと思いますけれども、アフターフォローという問題が大きくなってきています。先程紹介 

した市民協議会の１つの分野である「生活支援部会」の提言によって、２００５年にアフターフォローをするとい 

うことを目的とした「自立生活サポートセンター」ができました。５１１名というのが、２００８年の３月末時点ですけ 

れども、亡くなられた方もいらっしゃいますので、現状の退所者数がこの人数となっております。 

拠点としては、２ヶ所あります。自立生活サポートセンターの小倉と八幡です。先程の支援システムをもう一
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度見ていただきたいのですけれども、小倉の方は黄色くなっています。八幡は青い部分です。つまり、小倉は 

自立支援センターから自立された方を対象としておりまして、市からの委託を受けております。八幡はＮＰＯ独 

自で行っていますので、財源もＮＰＯの財源です。目的は変わりません。ただ対象者が違うということです。小 

倉の方は主に就労自立された方が多く、八幡は高齢者の方が多いということです。今回は時間に限りがある 

ので、私が働いているのが八幡なので、八幡の話を中心にお話をしたいと思います。 

開設の背景としては、孤独死が多発したこと。あとは、再野宿化の防止というのがやはり大きなアフターフォ 

ローの目的だと思いますけれども。あとは、当事者の抱える問題というのはさまざまありますし。精神の問題、 

借金問題、アルコール依存症とか、なかなか生活が安定するには時間がかかりますので。ただし、中間施設 

は半年という限られた期間しかありませんので、やはり解決しないまま出ざるをえないということがあります。そ 

こを時間をかけて解決していくというのもなければならないというのもサポートセンター開設の背景にあります。 

あとはやはり、ホームの回復。つながりの回復というものには、時間がかかりますよね？半年では…。そういっ 

た背景をもとに開設されております。 

これは孤独死者数の推移ですけれども、２００３年が４名、２００４年が２名、２００５年が開設した年なのです 

が、残念ながら１０名にのぼっています。これは体制が整わない中でこういった数字になってしまったのですけ 

れども、すごくショックな数字でした。２００６年、２００７年は体制が整って０名で来たのですが、２００８年のこの 

４月のあたまに、孤独死というか、一人で家で亡くなられていて２日後に発見したというケースがありましたけれ 

ど、なんとか低く…一人でも出さないようにと頑張っているのですが、こういう現状になっています。 

自立生活サポートセンターの理念としては３つあります。再野宿化を防ぐということ。孤立化をさせない、孤 

独死を防ぐということです。あとは、ホームレスを生まない社会をつくるということです。３年間活動してきたわけ 

ですけれども、日々の活動の中で、ようやく自立生活サポートセンターの役割というのが、私の中で形になっ 

てきたかなと思っているのですけれども。 

まず１つ目がですね、「受け止める場所でありたい」というわけです。いろいろと生きていれば大変なことが 

あって、但しこの社会は完璧ではないので、やはり悩みを抱えてしまうことがあります。特に自立された方という 

のは、家族や友人とのつながりがなかなかないという方が多いので、そういった時に、悩んだ時、困った時に 

まず相談できる場所でありたいと、一緒に悩みを考える人でありたいというふうに思っております。そういう役割 

ではないかと。 

また聴き合うだけでなくて、それを具体的に解決していくにはどうしたらいいかということで、私たちはやはり 

「つなぐ」ということが大切ではないかと思います。自立生活サポートセンターだけで全ての問題が解決できる 

というわけではありませんし、サポートセンター、ＮＰＯとしか関係がないというのはおかしいことだと思っていま 

す。 「つなぐ」には、いろんなつなぐがあると思うんですね。１つは、社会保障制度とか、そういった制度につ 

なぐ。病院だとか介護保険や障害福祉サービスであるとか、民間の宅配弁当サービス、そういったことに繋ぐ 

ということです。 

やはりですね、活動を通して思うことは、「人と人とをつないで、制度とつなぐということは、人とつなぐことに 

もなって、その人を考えてくれる応援団を増やすんだな」と感じています。一人、自立はされたのですが、おう 

ちのなかで野宿をしているような、めちゃくちゃな生活をされている方、高齢者の方なんですけれども、体調不 

良もあってゴミも捨てられず、家の中にゴミの山があるというようなケースがあったのですけれども。まずは掃除 

をして、気持ちよくなって。「やはり環境がいいんだ」ということを実感してもらって、介護保険事業者さんに繋 

ぐことができたのですね。それによって、「自分のことを考えてくれる人がいるんだ」ということを身をもって体感 

できるようなことがあると、少しずつ心が動いていくというか、人が変わっていくんだな、ということを、その事例 

を通して感じたんですけれど。そういった意味でも、できるだけ多くの社会資源、人とをつなぐということがサポ 

ートセンターの大きな役割ではないかと思います。友人やボランティアの方、地域の方々ともつなぐということ 

が、すごく大切な役割だと思います。 

３つめなんですが、「わたし達は共に生きます」ということで。私はこの活動に参加するようになって、ボラン

45



ティアから数えて今年で８年目になるのですけれど、「自立者の方々から多くのことを教えてもらっているな」と 

感じるのですが、やはり路上生活という苦しい経験をしてきたからこその優しさだとか、乗り越えてきたからこそ 

の力というのがあると思うのですね。その力は社会にとっても大切だと思うし、発揮してもらいたいと思うので、 

支援する・されるという関係を超えて、その力をホームレスを生まない社会。野宿を経験してきたわけですから、 

どういうふうにならないようにするかということも、アイディアもあるかもしれない。そういう意味で一緒に考えてい 

く仲間として、「共に生きる」という仲間になればと思っています。 

この考え方を踏まえて、サポートセンターの支援が３本あるのではないかと思っています。１つ目が「安心し 

て生活できる場の確保」です。まずは相談。具体的には話を聴くこと。あとは、必要なサービスにつなげるとい 

う、生活を安定させていかなければならない。 

もう１つは仲間づくり支援。「仲間とのつながりということが、すごく大切なんだな」ということを経験から学びま 

した。実は、自立者の互助組織である「なかまの会」というのが２００３年から始まっているのですけれども、私 

は２００５年にできた当初、私は初めなかまとつなぐということよりも、早く地域につないだ方がいいというふうに 

思っていたんですね。自立者の方を。早く地域に戻していくという言い方はあれですけれど、そういうふうな働 

きをしなければならないのではないかと思っていたのですが、自立者の中には、人付き合いに関して自信が 

なかったりとか、地域に対して怖いとか、やはり一回社会から出てきた方なので、そういった意味で「まだまだ 

野宿という経験によって傷ついた心というのが、なかなかすぐには癒されないんだな」というふうに感じたので 

す。 

ただ、その「なかまの会」という互助組織があるということで、やはり同じ苦しい経験をしてきた者同志分かり 

合えることがあるのではないか。たまには喧嘩したりとかありますけれど、それでも、一緒に仲直りしながら生き 

ていくということを経験しながら、まずは自信を取り戻していくということがあっているのではないのかなというふ 

うに感じています。ピアカウンセリングというような形で、自立者同志の繫がりというのが、これから支援のかた 

ちとして大切なのではないかと感じています。 

ただですね、仲間同士のつながりというのも大切なのですが、やはりその次に…。ＮＰＯとのかかわりができ 

ました。サポートセンターとのかかわりができました。仲間とのかかわりができた。でも、それだけではダメだろう 

と思います。多様性というか。他にも地域には隣近所の方とか、サークルとか、色々な場所があるわけですよ 

ね。そういった、どこでどういう人と生活していくかというのを選ぶ権利は、自立者の方々にあると思うのですね。 

サポートセンターとしての仕事は、そこで何かというと、「地域と自立者とをつなぐ場をつくる」ということ３つ目の 

仕事ではないかと思います。それによってそれによって生きがいを感じる。かつ、それを通じて、地域の方々 

にもホームレス問題の理解を深めてもらいたいなという、また、そういったキッカケにもなるのではないかと思っ 

ています。 

具体的にそれぞれの支援についてシステムを発表していきたいと思いますが、まず１つめ「安心して生活で 

きる場の確保」ですけれど、これはとばします。後で読んで置いてください。具体的なサービスには、今１１項 

目あります。１、２、３、９、１０、１２に関しては、後で細かく説明します。読んで分かる部分もあると思うのでとば 

します。まず「利用者のアセスメントのケアプランの作成」ということを行っています。まず、アセスメントということ 

で、本人の基礎的情報の把握、ニーズの把握ということを行います。それを聞いたうえで体のこととか色々聞く 

わけですけれども、ケアプラン作成というものを行います。これは今後の生活に対する自立者本人の希望を聞 

いたうえで必要と思われるサービスを検討します。このケアプランをもとに、各種の社会保障制度。介護保険 

制度、障害福祉制度、年金の利用手続きであるとか、連絡手段、固定電話とか携帯電話の取得の手続き、あ 

と民間宅配のサービス、弁当宅配のサービスや新聞を取るとかですね。そういった色々なサービスに繋いで、 

安心して生活できるような基盤を整えていくということを行っています。 

ここで大切なのは、やはり「話を聴く」、「一緒に考える」ということ。これが先程の「受け止める」ということにな 

ると思いますが、その上で必要なサービスにつなげていくということが大切だと思います。その上でですね、孤 

立化を防ぐ、孤独死を防ぐということで、「孤独死防止支援」ということで、安否確認システムを行っております。 

本人と各社会資源とを繋いで、かつ社会資源同士をつなぐということをしているのですけれども、その自立者

46



を支えるネットワークの中で、いろいろと情報が入ってくるので、それをデータベースにしています。 

その後次、「安否確認チェック」ということで、月に最低一回なんらかの形で連絡をとれているかと確認して、 

連絡を全く取れてない方に関しては電話連絡を行う。それでも連絡がつかない方に関しては訪問するという 

活動をしています。 

「貴重品管理支援」、これも読んでいただいたらいいと思います。依存症もですね。「ターミナルケア」という 

こともやっています。娘さんとの再会のコーディネートとか、ご本人の希望があればそういった働きもやってい 

ます。葬儀支援もやっています。家族とケースワーカーとの調整、葬儀社と連携もして行っています。 

「仲間づくり支援」ですけれども、なかまの会。２００３年の１１月に発足しています。今、会員数が１１２名にな 

りました。会費が月額１，０００円もらっています。仕事としては、なかまの会の活動内容としては、定期訪問活 

動。毎月一回、世話人さんという方がおうちを訪問してくださっています。あとは、「みんなの家 なごみ」の開 

放の運営。「なごみ」という集会所があるのですが、それを毎週月水金開放して、みんなが集う場所として開放 

しています。その運営を行っています。あと、交流会ということでお花見とか、そうめん流し、バスハイクというこ 

とを行っています。地区懇談会はですね…写真を見ながらやっていきたいと思います。 

これはなごみの開放の運営の様子です。誕生日会をしたりとか、将棋をさしたり、カラオケをしたり、こういう 

ことを行っています。これは交流会。バスハイキングの様子ですけれども、この前は柳川下りに行ってきました。 

うなぎの蒸籠蒸しも食べてきました。あとは、お花見をやったりとか、皆さんも笑顔が…楽しくやっています。 

あとは、地区懇談会ですね。これは同じ地区に住む自立者同志のつながりを深めることを目的に、地区毎に 

昼食会を行っているものです。大きなところでやっています。 

あと、冠婚葬祭の相互扶助というのを行っています。嬉しい時、困った時、悲しい時に相互扶助を行ってい 

ます。長寿のお祝いとか、入院時にお見舞い金としてちょっとお金をお渡ししたりとか、また葬儀費用ということ 

で、生活保護では葬儀を出すまでの費用を出してもらえないので。つまり葬儀ができないのですね。火葬だ 

けはできますけど、そんな中で、花代とかお茶菓子代とかをなかまの会から出しています。 

あとは情報発信。毎月カレンダーを配ったりとか、年３回の会報を配ったりとか、さまざまやっています。 

ここで大切なのが、世話人さんの働きです。世話人さんというのは、自立者の方々なんですけれども、なかま 

の会の中ではリーダー的な働きをする方のことを指すのですけれども、本当によくやってくださっています。定 

期訪問活動をはじめ、なごみの開放の世話係だとか、さまざまな行事の計画・準備。あとは毎月一回世話人 

会というものを開催しています。定期訪問活動の報告や情報の共有、行事の計画や準備などを行っています。 

いい言葉が書いてあります。 

なかまづくりの評価ということなのですが、実は２００８年の２月に北九州市立大学の稲月先生とサポートセ 

ンターの方でアンケート調査を行ったのですが、「なかまの会に参加してよかったことはどんなことですか？」と 

聞いたところですね、一番多かったのが「知り合いが増えたこと」、次が「同じ野宿経験した仲間がいるというこ 

とで安心できる居場所ができたこと」、「人付き合いが楽しくなったこと」ですとか、「世話人さんによる定期訪問 

がよかった」というようなことがありました。よかったということが分散していると思うのですが、さまざまな自立者 

のニーズを満たしているということで、いいことかなと思っています。分析はまだ始まったばかりなので、また別 

の機会にできればいいかなと思っております。 

あと３つ目の柱。「地域との出会い・支援」ですけれども、これは自立者と地域との出会いの場をつくるという 

ことで、今は二つくらいやっています。センターがある八幡東区にボランティア連絡協議会というのがあるので 

すが、これは市がやっているのですけれども、その区を拠点として活動している個人やグループの連携を目 

的とした組織です。そこに地域の一団体として参加しています。 

あともう一つは、地域でもさまざまなボランティアがあると思うのですけど、そういった情報を自立者の方に提 

供して、その利用のコーディネートというのを行っています。具体的には障がい者支援グループにボランティ
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アとして参加したり、病院の花壇の整備ボランティアということをしています。 

やはりすごく、自分の役割とか、したいこととかが見つかった方というのは生きがいを持ちながら生き生きと 

生活をされているので、「こういった形で生きがいをもってできる方が少しでも増えればな」と思って活動してい 

ます。長くなって申し訳ありません。ありがとうございました。 

織田： 

私も八幡の方の「なごみ」という皆さん集まるところへ何回か寄せていただいたのですが、自立するためにアパ 

ートに住んでいる方の屋上のところにプレハブがあって、そこで皆さん集まって和気藹々と、今写真にあった 

ような形で運営されているというか。
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1

北九州における住宅確保と
自立生活サポートセンターの

働きについて

ＮＰＯ法人北九州ホームレス支援機構
自立生活サポートセンター 佐藤佳美

２００８年５月５日 大阪市立大学・都市研究プラザ

2

北九州越冬実行委員会活動開始

７月 自立支援法成立

厚生労働省 Ｈ１５年度調査 9月 自立支援センター開所

厚生労働省 Ｈ１９年度調査／ 自立支援法見直し中間年

８月 「ホームレスの自立の支援等に関する基本方針」見直し

4月 自立生活サポートセンター開設

８８

０４

０５

０６

０７

０８

ＮＰＯ法人北九州ホームレス支援機構設立

自立支援住宅開設０１

００

「北九州におけるホームレス問題を解決するための
市民協議会」発足０３

自立支援法 時限１０年目
２０１３

北九州における支援活動の歴史

3

北九州におけるホームレス自立支援システム

炊き出し

巡回相談

相談 中間施設 自立生活

自立支援
センター
（6ヶ月間）

自立支援住宅
（6ヶ月間）

就労可能層
（64歳以下）

就労出来ない層
（高齢者・障害者等）

住
宅
確
保

就労出来ない層
（高齢者・障害者等）

自立生活
サポート
センター
（小倉）

自立生活
サポート
センター
（八幡）

施設入所

居宅設置

グループ
ホーム

野宿からの直接住宅確保

4

住宅確保における課題

①物件の確保

・「自立支援居宅協力者の会」の協力

②保証人の確保
・居宅設置支援「保証人バンク」
・保証人会社の利用

※路上からの生活保護申請に伴う住宅確保について

5

①物件の確保

自立支援居宅協力者の会

「北九州におけるホームレス問題を解決するための市民協議会」

の「住宅分科会」のメンバーが参加。

6

② 保証人の確保：保証人バンクの仕組み

保証人登録

ボランティア

大家

ＮＰＯ法人北九州ホームレス支援機構

「保証人バンク」

本人

② ①

利用契約

利用料の支払い

③

連帯保証人となる
⑤

⑥

補償請求

④事故

事故補償

（家賃、遺留品の処理）
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7

自立生活サポートセンターの概要

開設時期：２００５年４月～

対象者数：５１１名

拠 点：自立生活サポートセンター小倉

自立生活サポートセンター八幡

有給職員：６名

開設の背景

・孤独死の多発

・再野宿化の防止

・当事者が抱える課題は半年では解決しないものが多い

・ホームの回復、関係性の回復には時間がかかる

8

孤独死者数の推移
（自立生活サポートセンター八幡2003～2007年度）

4
2

10

0 0
0

1

2

3

4

5

6
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9

10

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

人数

9

自立生活サポートセンターの理念

１.再野宿化を防ぐ

２．孤立化させない

３．ホームレスを生まない社会を創る

10

自立生活サポートセンターの役割
１．私たちは受け止めます

→自立生活サポートセンターは自立者が困ったとき、悩んだとき、ま
ず相談できる場所、一緒に悩み、考える人でありたい。

２．私たちはつなぎます
→自立者と様々なこと、人をつなぐことで、自立者の生活がより豊かに
なるよう支援します。

・病院や社会保障制度（介護保険サービス、障害福祉サービス、生活
保護制度等）

・民間のサービス（弁当宅配サービス、社会福祉協議会（権利擁護セン
ターなど））
・友人、ボランティア
・地域(隣近所、町内会、民生委員などなど)

３．私たちは共に生きます
→同じ地域で生活する人間として、互いに尊重しながら支え合い、「ホームレスを生
まない社会」をつくる原動力にしていきたい。

11

自立生活サポートセンターにおける
支援の3本柱

１．安心して生活できる場の
確保支援

３．地域との出会い支援２．なかまづくり支援

聴くこと（相談）、 必要な制度につなげる、

サービスにつなげる

なかまとつなげる
生きがいを持って生きる

地域の人々とつなげる

生きがいを持って生きる

地域の人々の理解を深める

12

安心して生活できる場の確保支援

目的

自立者が再野宿化することを防ぎ、また孤立しない＝
安心して生活できる場を確保し、かつその生活を維持
出来るよう、自立者自らが持つ力を引き出し、そして発
揮できるような環境を整える。

自立者自身が自分の抱える課題を解決できるよう必要な
制度やサービスに関する情報を提供、手続きなどをサ
ポートする。
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13

安心して生活できる場の確保支援

＜サービス内容＞
①利用者のアセスメント・ケアプラン作成

②孤独死防止支援（安否確認システム）

③貴重品管理支援

④法的課題解決支援

⑤居宅設置・転宅支援

⑥再就労・就労継続支援

⑦健康・病院受診支援

⑧社会保障制度利用支援

⑨依存症治療支援

⑩家族との関係回復支援

⑪ターミナルケア及び葬儀支援

14

①利用者のアセスメント・ケアプラン作成
年　 　 月 日

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

宅配業者（新聞・飲料・弁当）

取得すべきもの

介護保険サービス

権利擁護センター

今後の対応利用サービス一覧 今後の対応

緊急通報システム

障害者生活支援センター

なかまの会

電話（ウィルコム・携帯・固定）

住基カード

固定電話

健康保険

貴重品管理

家族

就労

身体・精神（依存症）

連絡手段
ウィルコム　・　その他携帯　・固定電

話

貴重品管理

金銭管理

法律

総合的な援助の方針

社会保障

担当者の希望

本人の希望

ケアプランシート
自立者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者アセスメント

→本人の基礎的情報の把握、ニーズの把握

ケアプランの作成
→今後の生活に対する自立者本人の希望を

聞いた上で、必要と思われるサービスを
検討する。

このケアプランをもとに、各種の社会保
障制度（介護保険制度、障害福祉サービ
ス、年金など）の利用手続き、連絡手段
（固定電話、携帯電話）、民間サービス
（宅配弁当、新聞）につなげ、安心して生
活できるよう基盤を整えていく。

①話を聴く、一緒に考える
＝受け止める

②必要なサービスにつなげる

15

②孤独死防止支援（安否確認システム）

情報収集
→自立者を支えるネットワークと

の連携によってサポートセン
ターに入ってきた情報をデータ
ベースに記録する

安否確認チェック
→その月に最低1回は何らかの形

で連絡を取り合えているかどう
かの確認する。

→まったく連絡が取れていない方
に対しては電話連絡を行う

→それでも連絡がつかない方は
訪問する

自立者を支えるネットワーク

自立生活
サポートセンター

ＣＷ
介護保険事業者

（ケアマネ・ヘルパー）

ボランティア

友人

社会福祉協議会
（権利擁護サービス等）

町内会
民生委員

病院

地域包括支援センター

本人

16

③貴重品管理支援

生活費管理支援
→自分で生活費を管理することに不安がある方に対し、定期的に決まった金額

をサポートセンター事務所でお渡しする。

積立支援
→基本的には金銭管理は自己管理で行うが、自分ではお金を貯められない方

に対して行う。毎月決まった金額だけ積み立てる。

※本人の希望が前提
※本人が必要ないと判断したら、関係者との話し合いの上で管理支援を

辞退する。

17

⑨依存症（ギャンブル・アルコール）治療支援

精神科病院の受診支援

依存症治療のための入院支援

居宅での治療をサポートする

・抗酒剤の服薬（毎日）

・金銭管理（毎日）

・デイケア、作業所利用のための手続き、連携

18

⑪ターミナルケア及び葬儀支援

ターミナルケア

本人の希望にできるだけ沿っ

た形での治療を行えるようサ
ポートする

葬儀支援

・家族、ＣＷとの調整

・葬儀社との連携

娘さんとの再会

葬儀の様子
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19

なかまづくり支援

自立者互助組織「なかまの会」の運営を行い、
自立者同士の横のつながり、支え合える関係
づくりを支援する。

「なかまの会」の活動を通して自立者が生きが
いを持って生活できるよう、支援を行う。

20

自立者互助組織「なかまの会」

発 足： 2003年11月
会 員 数：１１２名（２００８年３月末）

入会資格：支援機構が提供する自立支援事業を利

用し、自立された方

会 費：月額１０００円

21

①定期訪問活動

毎月第１週に世話人さんによる会員宅の定期訪
問を行う。

22

「なかまの会」の活動内容
①定期訪問活動
②みんなの家「なごみ」開放の運営

（映画会、誕生日会、卓球、カラオケ等）

③交流会 （お花見、そうめん流し、バスハイク）

④地区懇談会
→同じ地区に住む自立者同士のつながりを深めることを目的に地区ごとに昼食会を行っ
ている。

⑤冠婚葬祭相互扶助
→うれしいとき、困ったとき、悲しいとき、相互扶助を行う。
・長寿の祝い：古希、喜寿、傘寿、米寿・・・節目の年を祝います。
・入院時のお見舞い金
・葬儀費用

⑥情報発信
・なごみカレンダー・お知らせ：毎月1回発行
・「なかまの会」会報：年3回発行

23

⑤冠婚葬祭相互扶助
うれしいとき、困ったとき、悲しいとき、相互扶助を行う。

☆長寿の祝い

→古希、喜寿、傘寿、米寿・・・節目の年を祝います。

☆入院時のお見舞い金

☆葬儀費用

24

⑥情報発信

なごみカレンダー、お知らせ
の配布（毎月１回）

日 月 火 水 木 金 土
30 31 1 2 3 4 5

な
ご
み

開放日 支給日 開放日
音楽プログラム
１０：３０～ 開放日

当
番 大杉・泉 明石・原田 泉・水野
担
当 野口恒 三戸 谷本 岡田
そ
の
他

仕分け作業

6 7 8 9 10 11 12
な
ご
み

開放日
体操プログラム
１０：３０～ 開放日

世話人会
１０：３０～

なごみ
開放日

当
番 立谷・中村 大杉・水野 山本・明石
担
当 大塚 川内 野口恒 川内 弘中 川内
そ
の
他

ミーティング
１７：００～ 仕分け作業

13 14 15 16 17 18 19
な
ご
み

開放日
温泉ツアー
１１：００～ 開放日

音楽プログラム
１０：３０～ 開放日

当
番 原田・泉 立谷・山本 中村・大杉
担
当 長田 柴本 村田 谷本 岡田
そ
の
他

仕分け作業

20 21 22 23 24 25 26
な
ご
み

開放日
なかまの会
お花見 開放日

生活支援
プログラム
１０：３０～

開放日

当
番 明石・水野 中村・泉 原田・立谷
担
当 笹良 川内 土田 朝原 広田
そ
の
他

１０：３０
事務所集合

銭湯プログラム
（三澤）

１７：００～
仕分け作業

27 28 29 30 1 2 3
な
ご
み

開放日 昭和の日 開放日 支給日 開放日 憲法記念日

当
番 山本・大杉 明石・原田 泉・水野
担
当 黒田 堀
そ
の
他

誕生日会
１５：００～

仕分け作業

※当番の方は「当番の仕事について」を読んで、仕事をされてください。
※担当者は、当日変更になることがあります。　　　　※仕分け作業は、午前９時からです。
※不明な点がありましたら、事務スタッフにお尋ね下さい。

2008年4月1日

「なかまの会」会報の配布（年
3回）
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25

世話人さんの働き

定期訪問活動

→地区ごとに担当を決め、担当地
区に居住している会員の家を月に
１回訪問する。

「なごみ」開放のお世話係

行事の計画、準備

毎月1回「世話人会」の開催

→定期訪問活動の報告、情報共有、
行事の計画・準備などを行う。

26

「なかまづくり」の評価
Ｑ 「なかまの会」に参加して良かったことはどんなことですか？
（2008年2月 自立支援住宅&直接支援経由自立者アンケート／北九州市立大学、

自立生活サポートセンター八幡）
実数 ％

①世話人による定期訪問 5 8%
②長寿のお祝い 2 3%
③入院のお見舞い金 2 3%
④会報・お知らせの発行 1 2%
⑤葬儀費用の積立 1 2%
⑥知り合いが増えたこと 9 15%
⑦外に出る機会が増えたこと 2 3%

⑧同じ経験（野宿経験）をしたなかまがいることで安
心できる場所（居場所）ができたこと 6 10%
⑨家の修理や電化製品の修理などトラブル対処 1 2%
⑩生きがいが見つかったこと 1 2%
⑪人付き合いが楽しくなったこと 6 10%
⑫その他 14 24%
⑬良かったことはない 9 15%

59 100%

27

地域との出会い支援

自立者と地域との出会いの場をつくる
・八幡東区ボランティア連絡協議会への参加

・地域ボランティア情報の提供、コーディネート

地域で行われているボランティア活動に関する情報を自立者
に提供し、希望者には参加手続き支援、またコーディネートを
行う。

例）障害者支援グループでのボランティア、

病院の花壇整備ボランティア
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４-1．楠 高志さん （北海道の労働と福祉を考える会） 

楠： 

北海道の現状って言いますとさきほど仙台の方がお話されたように、ホームレスの方は結構移動型の方が 

多いと、大都市のように一目でホームレスとわかるような汚い服装をしていてリアカーにダンボールハウスとい 

うのは全く無くて、汚い方は居られますけど、ほとんどは一般人とまるで変わらない方。それで今はバスセンタ 

ーの階段の途中で寝る方が多いんですが、場所を確保できない方は一晩中歩き回って、午前 5 時まで空い 

ているスーパーに入ったり、6 時になると地下鉄の入り口が空いたらベンチで座りながら寝ると。寝るにしても 

長いこといれば警備員さんから排除されますから、まぁ 1 時間くらい寝て、安心して寝られないという現状で 

す。 

札幌のホームレスの人数は去年の調査が14年の全国に比べて増えたということもありますが、その理由とし 

ては北海道ではなかなか経済的に活性化しないということで道内のほかの地域から流れ込んでくるということ 

で大きくなったんではないかと思っています。来られた方のお話を聞くと札幌には仕事があるんじゃないかと 

いう気持ちで来られる方が多いんですけども、そんな理由で多くなっているのだと思います。 

北海道の労働と福祉を考える会の構成員は学生さんが中心の団体でなかなかアフターフォローまでいけな 

い、学生さんはほんとにがんばっていただいていて、社会人ががんばって援助しなければならないと思ってい 

るんですが、会の性格として学生さんは卒業後 2,3 年くらいしか関わってくれないということで、そういう意味で 

組織的に継続的なことが出来ないという弱さは持っています。 

特徴的なことで旭川の取り組みを紹介するのは適当ではないと思い、肩が重いんですが、虹の連合の取材 

の時に水内先生や中山先生が行かれたので先生方に紹介してもらうのが一番良いと思うんですが、簡単に 

申しますと、旭川市役所の国岡係長、それからカトリック系の団体のどんぐりの会の浅井さん、社会保護士推 

進協議会の大田さん。そういうような 3 つの団体が協力して当たっているということで、先生方の評価も高くて、 

そこまで出来るんかってうらやましいような感じもしました。それらの方がいなくなったらどうなるのかの心配は 

あります。 

それから特に旭川の人が東京の方や大阪の方より人間的に温かいとか同情心があるとか、そういう考えじ 

ゃなくて地域によって出来ることと出来ないことがある。札幌は政令指定都市ですがホームレスの数は 100 人 

前後だと思われるんですね。やっぱりそれに伴って支援者の数も少ないですし、北九州とか大阪とか東京と 

かと同じ政令指定都市だけどもやってることの実力は少ないと思います。 

主にやっている夜回りと同伴なんですが、夜回りの最近 3 年間の数字を出してみました。19 年度は 43 回同 

伴しているんですけど、そのうち 19 人が施設に入っているんですけど、これは札幌市が紹介する施設です。 

民間の施設に枠を設けて緊急入所と就労支援という二つの枠を設けて、メニューを作って入所させるというこ 

とです。緊急入所は原則 2 週間、身体的にかなり急を要するという形で、まぁほとんどの方は就労支援入所っ 

ていう形で 3 ヶ月内に仕事を見つけられなかったら出て行ってもらいますよっていう形で路上に放り出されるこ 

とも多いですね。今回生活保護を受けることと施設に入所することは別のことだし、それこそ施設から出たから 

といって生活保護を切る理由にはならないんですけど、現実には切られていると。 

私は司法書士ですから法律的な話になってしまいますけど、いわゆる水際作戦といって相談の段階で追い 

返すっていうのが19年度の数字を見ても、43人いてると。そのうち施設に入ったっていうのが、アパート、病院、 

この 3 つが生活保護がかかった状態ですね。ですから 3 分の 1 も無いのかな。あとは何らかの理由をつけら 

れて追い返されて、同伴したものとしてはどうしようもないからなんもさ自立支援相談所っていう民間のホーム 

レスの支援をしていただけるところに後の処置をお願いするという形が多いです。それが 27 ですから半分以 

上になっています。 

こんなこと言ったら法律はかざりかっていうことが北九州でありましたけど、追い返すっていうことがなぜ違反
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なのか、どの法律に違反しているのかっていうことなんですけど、生活保護を見てもどこにもそんなこと書いて 

ないんですよ。生活保護の精神に逆行していることは間違いないんです。行政手続法の第 7 条です。行政庁 

は、申請がその事務所に到達したときは遅滞なく当該申請の審査を開始しなければならずってとこですね。 

受理したか、してないかは全く出てないです。てことは受理しないっていう自由もないし、受理するっていう行 

為をする余地が無いということです。ってことは生活保護の申請書を出したら、それに基づいて審査をやらな 

ければならないという風に法律はなっています。現実は皆さんが全国で苦労されているとおりだと思います。 

札幌では去年くらいから住所不載や住所空欄で良いというような形で良いという例が 2,3 例出てきておりま 

す。でも皆さんご存知のように申請受理されたからといって、それが解決したわけでなくて、スタートなわけで 

す。その後の問題は法律家というより実務家、札幌の場合はあとなんもささんの方は実際の例も持っていらっ 

しゃいますし、そのほうはなんもささんのほうから話していただければ良いかなと思いまして。 

住宅確保とアフターフォローということに関しては、アフターフォローがどれだけ大切か、あるいは個人でや 

っていることの限界を私の失敗を例として話させて終わりたいと思います。保証人なんですけど、なんもささん 

にお願いするのがほとんどなんですけど、時々ちょっと問題があっていけないという方が居られてたりしますが、 

そのような方を放っておくわけには行きませんから、私個人で居宅保護とかに動いたことがあります。それで保 

証人ということなんですけど、私が保証人になって 7 ヶ月くらい持ちましたけど完全にいなくなった。多分生活 

保護が切られてるんだと思いますけどね、家賃払えなくて。そうなったら連絡してくれ、なんとか生活保護を切 

られないように診察でもなんでもやってがんばるからっ、ていうようなそこまでの信頼関係が無かったということ 

ですね。何の連絡も無く居なくなった人もいて大失敗しました。 

あと敷金の問題ですね。とりあえず申請まではこぎつけたと。ただ札幌の場合は住まいがあることをひとつ 

の条件に加えている。それこそ北九州で路上の段階で支給されたのは画期的だと思います。札幌の場合は 

どうしているかというと、申請は認めると。そして 30 日以内に住居が見つけられなければ却下されます。そして 

30 日以内に見つけられた場合開始決定をします。開始決定の計算の仕方ですが、住居確保した時点からの 

保護費しか出ないです。結局住居見つけられたらたいしたことないし、住居見つけられる間の何週間はたいし 

たことではないという感じも持ってられるかも知れませんが、私はそうは思いません。 

そこの観点はちょっと主題から外れているかもしれませんが、例えば病院へ入って、出て住居がなくなった 

ときに、この理屈で行くと住居が無いという理由で却下してしまうんです。そういう面では私たちはここを争点に 

してなんとかできないかと考えています。ただこれは私の個人的な考えかもしれませんし、他の方はどう考えて 

いるか聞きたいです。 

敷金の問題ですが、これも 2 例目の失敗の例なんですが、3 月の一番最後の日曜日に路上の方から電話 

を受けて、具合が悪くなったといわれたのでその方を病院に連れて行きました。それからホームレスの方に理 

解のあるという近所の病院に行ったんですけど。時間がないようなので、それじゃあ譲ります。 

４-2．山本徳和さん （なんもさ事務長） 

山本： 

私は札幌でかっこよく言えば「凍死者を出すな、餓死者を出すな、孤独死を出すな」を事業として借り上げ 

アパートを提供しています。細かいことは言いません。 

役所の支援っていうのは肩が凝る、気楽に好きなようにやらせて欲しい、だから耐えられない。もともと僕ら 

が取り組んだことで事故が起きないわけがない。7 割上手くいったら御の字だ。あとの 3 割のことについては追 

求しない。追求する手間隙がもったいない。あとは一生懸命やるだけだと、こういうことです。なんで事業をや 

っていると、これは皆さんにお配りした資料の中で、こんなわけのわからないチラシが後ろのほうに載っていま 

す。それから北星学園大学で講演されたこういうレジュメ。これは眞鍋さんという方の講演ですけど、これを私
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は読みません、暇な人は読んでください。そうすれば北海道の支援の中身がわかりますから。そういうわけで 

ダブらないところだけいきます。 

現在の事業規模、14 棟 93 室。入居者数約 110 人。この「約」は永遠についてまわる約です。5 年前にホー 

ムレス支援の市民ボランティアの方と高齢者共同住宅の経営者が同じように知り合ったんですね。だからもと 

もとホームレスの支援者と経営者がポッと結びついたと。この方とこの方なんとかなりませんか、なんとかしまし 

ょうから始まったから事業経営っていうのはずっと付いてまわっているということでかなりみさなんと色合いが違 

うかなと。で、両タイプの共同住宅で、実はこれアパートを借りた人は 4 軒目なんですよね。4 軒目のときにどう 

もアパートから事件が起きると、人間の品定めをせないかんなと、7 割もうまくいかんわと。こういうことですね。 

それをだからみんなを品定めする、あるいは訓練してもらう、お互いに。そういう場として 1 軒アパートを特別に 

作ったと。これがさっき見てくださいって言ったところに載っている北幌荘っていうアパートです、今ここは省略 

します。 

アフターフォローっていうここから本題に入ります。居宅生活開始時の一時補助金の活用。これは先ほど出 

ました、これは私たちの考え方です。具体例はカットします。おじさんたちは家具、什器、布団など全く持って 

いない。当面の食品をはじめ、これらを買い揃えることからはじめる。 

気をつけていることの 2 つ目。家賃の滞納は絶対させないということ、絶対させません。もともと借金を抱え 

ている方もいます。そういう方に家賃を溜めさせてどうするのか。あんたがチャラにするならそれでいいよ。でも 

返しなさいって言うんだったら、ハナから食べさせなければ良い。そういう風な立場で絶対に家賃滞納はさせ 

ない。 

それからまとまったお金、年金、10 万円をポッと手にしたら弱いと。まとまったお金に弱いというのは、本人 

の依頼によって金銭管理を背負っています。なにをどうしているか。あなたが必要はお金はどれだけで、10 日 

に一回、週に一回、残りは現金で僕が預かっています。お金を貸すということではない、もともと相手の人のお 

金だから。それを定期で手渡すことによって安否がわかる、会話が出来る、その時どういう心配を持っている 

かとか全部わかる。そのために使っているということです。あとは就労支援、多重債務、その他は省略します。 

先ほども言いましたけど、人と人との交流を大事にすると。相手の人を孤立させないと。もともと社会的な居 

場所を失った人たちなわけだから、そこを孤立させてどうします。時々僕らも失敗っていうのをやりますけど。 

失敗の例として、ある日手渡しが 2日遅れた、事務の女の子が騒いでる、慣れないスタッフは他人の部屋の鍵 

を開けるのにすごい抵抗があります。で、2 度ほど空で帰ってきた、で、経理のほうから言われてあけた。現金 

2 万円を持って 10 日前に倒れてた。餓死寸前で救急車を呼んでなんとか命は取り留めましたけどね。だから 

僕らの孤立させないって言うことの中身は実はそういうことだと。僕らは支援だ何とかって言っていますけど、 

相手の人の生活、人生、時には命まで懸かっての支援だと腹に納めとけ。やらないっていうことはどういうこと 

なのかと改めて僕ら自身が反省した中身です。後の細かいことは発言としては省略します。 

最後締めくくりです。今僕は一生懸命やっています。入居者の方もだいた 60 歳を過ぎています。10 年後ど 

うなっているか、僕らも年をとったらどうなるかっていうことを今考えています。今後を継いでくれるスタッフを養 

成している最中です。その人達と力を合わせて高齢者の共同住宅の検討にもあたることになりそうだと思って 

います。時間がきているので発言を終わります。
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【配布資料】 札幌 北海道の労働と福祉を考える会 

北海道の現状と課題 

● 札幌市のホームレスの人数： 平成１４年度（８８名）、１５（９１）、１６（９０）、１７（７７）、１８（１３２）１９（１０９） 

● 生活保護申請同伴の結果 

施設 就職 なんもさ ｱﾊﾟｰﾄ 病院 不受理 合計 

１７年 ３３ ０ ７ １１ ２ ５ ５８ 

１８年 １５ ３ ７ ６ ０ ０ ３１ 

１９年 １１ ０ ２７ ２ １ ２ ４３ 

○ 水際作戦 ← 行政手続法第７条｢行政庁は、申請がその事務所に到達したときは遅滞なく当該申請の審 

査を開始しなければならず、｣ 

○ 生活保護適用の条件 ←平成１５年７月３１日厚労省社援保発第０７３１００１号｢ホームレスに対する生活保 

護の適用にあたっては、居住地がないことや稼動能力があることのみをもって保護の要件に欠けるものでない 

ことに留意し、生活保護を適切に実施する。｣ 

「札幌市では、住まいがあることを一つの条件に加えています。」 

○ 旭川市の取り組み 

市役所、『どんぐりの会』、社会保障推進協議会の３者が協力している 

● 住宅確保とアフターフォロー（なんもさサポートの取り組み） 

・保証人、敷金の問題 

・入居後の課題 

金銭管理 

心と体の健康（うつ、アルコール依存） 

◎札幌にも、いくつかの支援・ボランティア団体があるが、それぞれの活動とお互いの信頼関係を基礎にして冬 

の札幌で、「凍死者を出すな、餓死者を出すな、孤独死を出すな」と、事業 
・ ・ 

と 
・ 

して 
・・ 

、借り上げアパートを提供して 

活動している、札幌の「なんもさサポート」から発言します。①地方の中小都市で、②大した準備金ナシで、こん 

な実践ができているという報告だからです。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

①なんもさサポートの現在の事業規模 

○アパート数：14 棟 93 室 入居者数＝：約 110 名（5 月 2 日現在で） 

②おじさん達との出会いと「なんもさサポート」の歩み 

○5 年前、ホームレス支援の市民ボランティアと高齢者共同住宅経営者の出会いから始まった。 

○エピソードが詰まった色々なタイプの入居者との経験の中で「寮タイプの共同住宅：北幌荘(3 棟目に)」を借り 

上げ、普通のアパートに入居させる前に、一定期間共同生活をしてもらうことにした。 

・入居者数→常時不安定（10～24 名） 

・入居者の中から、別に職場を持つ 3 名の有力な「無給スタッフ」が育ち、日常の管理運営にあたっている。 

○以後、この 2 年で、アパート数が急増、市民・入居者・ボランティア・スタッフの交流の場として「あそびば」も開 

いた。 

③「なんもさサポート」入居者構成 

・「北海道労働と福祉を考える会」の夜回りや、教会の行っている炊き出し等で紹介されたおじさん達が大半。 

・札幌市の各区役所の生保担当、いくつかの病院のソーシャルワーカー、公的施設＝法務局を含む担当者や、 

評判を聞きつけた人たちからの紹介
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→①身体や、知的・精神に障害を持つ ②人間関係の作り方が下手 ③お金の管理が苦手 などの人が多 

いが、それ以外にも何故？という人も多い。 →社会的な居場所を失った人達 

④「なんもさサポート」の日常のアフターフォローの取り組み 

○居住生活開始時の一時扶助金の活用 

・生活保護申請から認定までの期間も大切です。おじさん達は、家具・什器、蒲団、ストーブなど、全く持って 

いない。当面の食品はじめ、これらを買い揃えの手伝いから、始まる。制度の入り口まで連れて行って、“さあ 

どうぞ―”では、すまない。 

○家賃滞納をさせない 

・金銭面の管理 元々弱点を持って入る方がいるので滞納など、過大な荷物を背負わせない。 

・まとまったお金に弱い方には、本人の依頼により、金銭管理も手伝う。 

（例）入居者間の貸し借り禁止：預かった生活費を分割して 10 日に一度ずつ手渡すなど。 

○多重債務解決の相談＝困りはてて最後に口を開くことが多い。北海道情報センターでの資料収集や、司法 

書士さんの協力を得て、解決策を探る。 

・期間が過ぎたら放り出す、金の切れ目が縁の切れ目→そんなことは出来ない 

・事故などで、お金を落としてしまった人達には、一時必需物の立替を行うこともあるが、「貸金業」ではないか 

ら、きちんと整理してもらうが、利息・手数料は一切とらない支援が基本。 

○就労支援をはじめ、生活に密着した交流 

・役所の就労支援員の活用・ハローワーク訪問援助や、就職時の保証人の引受けなど、その方の実際に役に 

立つことを相談の上で行う。履歴書の写真代もないことも多い。 

・職場の少ない北海道では、身内中心の就労紹介では限りがある。 

・役所や病院・施設（デイケア）利用などの、送迎や手続きの手伝い（結構忙しい）。 

→癲癇など、発作の心配のある方とは、一日一回「お元気コール」を行っている→本人からのコールがないと 

き、こちらからコールを入れ、それでも出ないときは、部屋を訪問する。 

・ワーキングプアの就労者は、部屋代を利益なしの「原価提供」もして、援助している。 

○人と人との交流を大事にする→孤立させない 

・理由は何でもよい 日常的にいろいろな行事を企画して、参加を呼びかける。 

→①毎週の交流会の呼びかけ ②「大型銭湯」へ一緒に行こう ③ボランティアの床屋さんの協力を得て理髪 

サービス…など。 

→こちらの本音は、集金やいろいろを口実に、それぞれの住居訪問と、対話することにある。 

○最近経験した失敗例をひとつ ←さかのぼればキリがない豊富な事例があるが 

・経験の少ないスタッフだと、他の人の部屋の鍵を開けて入室することにかなりの抵抗感がある。実際色々な 

入居者もいる。→住居訪問をしたら、10 日間部屋で倒れていた。救急車で無事だったが… 

→その方に寄添う支援とは、生活・人生・生命までかかった支援だと、改めて痛感したところ。 

＜北幌荘とあそびばについて特に報告＞ 

○北幌荘 

・寮の様な共同生活のできるアパート。→部屋数 8 に対して、入居者数は 10～24 名。 

・運営経費は、主食（米）と家賃・水光熱費の全額は、「なんもさサポート」で負担。 

その他の食費は、入居者同士で出し合って、協力して賄うのが基本。 

・北幌荘の普段の運営と采配は、別に仕事をもつ 3 人の入居スタッフが無償で、あたっている。 

・アパートの入居希望者、予定者は、いったん「北幌荘」に入り、2～3 週間、状況を見る。 

①仕事ができそうな人は、就職活動を励ます。 

→実際、「北幌荘の食費」は、彼らが稼ぎ出しているし、貯金して、自力でアパートに移れるはず。 

②適当と判断できる人は、アパートを確保し、生保申請を行う。 

③噂を聞きつけて、生保申請のみを目的として、いろいろ問題を隠しているような者は、この段階で、ほぼ判 

断が出来るし、脱落していく。 

→1 人ひとりの「自立と自活を目指す人を支援する」という「なんもさサポート」の事業活動の趣旨を、理解して 

もらえるかどうかが、鍵。
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○「あそびば」 

・看板は「喫茶・軽食」で、市民・入居者・ボランティア・スタッフの面談・交流の場として、「あそびば」をスタート 

させた。 

・運営経費は、部屋の借り上げ料・水光熱費は「なんもさ」で負担。 

・支配人を除き、運営スタッフは、全員がおじさんで、5～7 人が調理、フロア、他のアパートの入居者送迎の 

運転手に当っている。 

→講習を受けさせて、ヘルパー資格にも挑戦してもらっている。ヘルパーや、介護の資格は、今後の展望とも 

結んで、一層大事になるだろう…というヨミ。 

・おじさん経験が長い方には、なかなか生活リズムを取り戻すのが大変なこともあるが、「あそびば」は、その場 

の提供という面もある。 

2～4 月の短い期間で、健康や、生活の問題で、大半のスタッフが、入れ替わっているが、このメンバーの中か 

ら、「明日のなんもさ」の有力スタッフが育ってくると確信している。 

⑤「なんもさサポート」の今後の見通しと課題 

○本来、或いは将来は行政と現実のスキ間をうめる「なんもさサポート＝不要だ」というのが、あるべき姿と考えて 

いる。 

○しかし、ホームレス予備軍は、現在のところ増える一方だから、この取り組みは中断できない。 

○現在の入居者の平均年齢は、60 歳を越えている。 

→10 年後には、どうなるか？どうするか？→現在のように、戸別の住居提供だけではすまなくなるだろう。 

→ゆくゆくは、高齢者共同住宅も検討することになるかも… 

→幸い、「高齢者共同住宅・タウン白楊」の経験もあり、スタッフも協力してもらえるだろう。
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５．質疑応答 

織田： 

みなさんに熱い思いを語っていただきました。残された 15 分の時間で質疑応答をしたいと思います。 

質問者： 

4 名の方に質問があるんですけど、ホームレス支援はだいたい夜回りとか、そういったところから始められて 

徐々に居宅申請だとか、アフターフォローまでやっていかなければいけないということで支援が多様化してい 

ったりとか、支援を体系化させていく必要に軸はということになってくると思うんですけども、そうするときにおそ 

らく人材、財源不足の二つをどうクリアしていかなければいけないかというところにぶち当たっていくかと思うん 

ですけど、それぞれの団体さんが人材養成のボランティアさんをどのように確保していくのか、あとは財源確保 

をどのような形でされているのかということを教えてください、お願いします。 

佐藤： 

財源に関してはかなり頭を痛めているところで、まぁアフターサポートだけではなく、うちの団体は様々な活 

動をしているので、補助的にあったりとか、あとは公共団体から頂くとか、企業さんに助成金を頂くかっていうこ 

とで財源確保していこうということです、そこは理事長のほうが詳しいですが。 

人材不足の面に関しては、ボランティアさんは 1 人 1 人確保していくということが大切だなと思います。炊き 

出しに関してはホームページにも掲載していて、あとはマスコミ等を通じて紹介されていてて、問い合わせが 

あって炊き出しに来られる方があるんですけど、脈がありそうな人はすかさず引き込んで、やはり楽しい活動だ 

と思うのでボランティアさんもよろこんでやってくださっています。そういった形で理解してくれる人を地道に増 

やしていくものかと思っています。 

楠： 

財源については札幌市の補助金がほとんどで、あとはホームレスの人数調査で厚労省からその調査費とし 

てもらっていますが、年々減らされて厳しいものと聞いています。 

人材に関しては学生さんを中心にして、毎年新入生が入ってくるときに呼びかけていただく、あるいは結構 

入ってくる人はいるんですけど、定着する人は少ないっていうのは社会人の悩みのタネですね。あとは去年か 

らビックイシューの事業を手伝いまして、そちらのほうからボランティアの方が入ってこれる方をなんとかとりこ 

めないかと考えています。 

山本： 

えらそうに言わせて貰いますと、お金には困っていません。手持ちの資産はないです。現金だけあります。 

この現金がどうやって生まれたか。生活保護申請して受理された方は地域の限度いっぱい請求をしています。 

もともと大家さんは別にいるわけだから、その人には 10 軒のアパートだとしたら、5 軒分のアパートの値段で借 

り上げるから、借りるからまけろと。で、その差額がウチの収入です。レジュメに書きましたけど、わけのわかん 

ない共同住宅、ここのスタッフは全部路上の人です。全部仕切ってくれます。僕なんかよりはるかに上だと思 

っています。 

それから遊び場という市民との交流の場、これは今年立ち上げたんですけど、運営経費に 7,80 万円かかっ 

ていると思いますけど、一切なんもさで出しています。この財源もさっき言ったものです。だから地方の都市で 

たいした準備金ナシでも事業活動として私たちやっていますと、てことはどこでもやれるはずだと、だからしゃ 

べるんだと、そうでなかったらここまできてしゃべりません。 

それから僕たちが年を取って後の人材はどうするのかと、これには遊び場のスタッフ、短期間でどんどん人 

が入れ替わっています。半分以上上手くいかないです。でもその中で僕たちの変わりに背負って立ってくれる 

人は必ず出てくると思っています。だからお金も次のスタッフもまったく心配していません。
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今井： 

仙台というのは学園都市でもあるわけですが、少子化傾向の中で大学生の数もすごい減っている。大学生 

を対象にしてきたアパートがほとんど空き家状態になっている。そういう中で空けておくのなら半分でも良いか 

ら借りてほしい、そういうふうに言う。そういう大家さんが最初に声をかけてきて、それなら採算があうだろうとい 

うことではじめたのが私たちです。ですからその方向でやっています。ですから話をかけてくるけど、採算が合 

わない場合は申し訳ないけどと、そういう状態なので、ほんとに家賃との差額でやっていますので申し訳ありま 

せんとやっているケースが多いです。でもそういう中で遊ばせとくんなら是非使ってくださいということで格安で 

貸してくれる大家さんも出てきたので出来ている状態です。 

ただスタッフに関しては私たちの泣き所です。一時私が東北大学の国際保健の非常勤で特殊なケースとい 

うことで紹介されて、毎年特殊講義に行ったものですから、そこから10人くらい引き連れていているんですが、 

10 年くらい東北大の医学生が、医学的な知識を持ったボランティアとしてやってくれました。ただ 10 年くらい 

続いたんですが、最近途絶えてしまい困っていたところ、最近はいわゆる段階の世代のシニアサポートの、実 

は NPO 法人サポセンっていうのが仙台にはありまして、地方では NPO の活動が盛んなんですね、加藤哲夫 

っていう有名な方がおられ。その NPO サポートセンターがそういうシニアを対象にしたボランティア相談という 

相談会をやりまして、そこに来いと。やりたいことが何か人の助けになって、時間を持て余しているシニアがた 

くさんいるから、お宅の活動を紹介してくれと。私たち忙しくてそういうところに行く暇はないんですけど、嫌々 

行って、そしたら口コミで広がって、今は年に 1 回,NPO 視察バスっていうのが来て話を聞きに来てくれます。 

最初は本当に厄介だなと思っていたんですが、ぼちぼち定年を迎えた方が夜回りに来てくれたり、病院の 

申請だとか、保護の申請に付き合ってくれたり、そういうボランティアが最近出てきました。新しい形のボランテ 

ィアです。やはりスタッフをどう育てるかいうのは私たちの課題です。事務局長は牧師なんですけど、教会の 

会員さんに頭を下げて、そっちのパートを辞めてこっちをやってくれないかとかそんな感じでやっていますけ 

ど、やはり若い人できちんと後を継いでくれるような、募集していますので是非継承に来て下さい。 

寺尾： 

人材、財源共に非常に苦労しています。今の現状、新潟は 8 割 1 人でやっています。事務処理、ホームレ 

スの人達の市役所、行政への同行、全部ほとんど 1 人でやっています。今手伝ってもらっているのが会計入 

力、留守番。直接的にスタッフが足りないっていうのは一人ひとりに長く接していくというのがとても大変なこと 

というのと、ある程度自分で勉強していかないと制度の面とかそういったところを勉強していかなければいけな 

い。イベントとかがあれば人は来るんですけども、個々人に接していくというスタッフがなかなか来ない。学生さ 

んも時々ボランティアに来てくださるんですが、3 年生後半になると就活とかでほとんど来れない。やっと仕事 

を覚えてもらったらと思ったらもう来れませんというのが続いています。 

もうひとつ新潟は 3 団体あるんですが、教会関係さんが結構多いと思う。教会関係さんはボランティアの方 

が集まっているので、他団体さんを見るとうらやましいですが、ウチのほうはそうではないんで、うちは仏教です 

から、お寺さんのほうではなかなか支援が無い。この間富山のほうでお寺さんが協力しているのでちょっとうら 

やましかったです。 

それから資金面ですが非常に苦しいです。最初のほうは起業するための民間助成金をしてもらうと。ただそ 

れは全額もらえるところはほとんど無くて、負担分をどこで調達するかということで、1 軒家を借り上げて 7 名入 

っている。支払い家賃と受け入れ家賃。先ほども出ましたが生活保護費の上限を家賃の収入として差額分を 

今運営費に回しているという状況です。私どもはNPO法人ですので事業をしたいと。自分たちでできる事業を 

やって、ホームレスの人達も共に働きに来ると、そこで給料を払う、スタッフも払うという夢みたいなことなんで 

すが、できればそれを目標にしたいと。ただ新潟の場合はホームレスの人の人数が 50 人くらいいるんですが、 

なかなかコンタクトを取る時間が無いので、ホームレスの人達が何を求めているかっていうことを今年は原点に 

返ってもう一回接触しながら事業化したいと今考えています。 

織田： 

ありがとうございました。あとは懇親会のほうで。皆さんに大きな拍手を。
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研修会（３） 就労支援＆雇用の創出－各地の事例発表と他地区での適用可 
能性について 

司会：小林 英夫さん （NPO 法人ふるさとの会） 

高沢： 

セッション３は、就労支援と雇用の創出ということでお願いしております。司会が東京ふるさとの会の小林さ 

ん。そして今日の順番ですが、徳島の森本さん、沖縄の山之内さん、文京緑化事業所の宮さん、ビッグイシュ 

ーの佐野さん、グローバルヒューマンの高橋さんという方にお願いしておりますので。あとは進行は小林さん 

の方にお願いしますので、それではセッション３をよろしくお願いいたします。 

小林： 

みなさん、おはようございます。昨日が１０時半までですね。ここで懇親会をいたしまして、その後、2 次会、3 

次会に流れた方もいらっしゃると思います。私の方も昨日１時半ぐらいまで飲んでおりまして、まだぼっとして 

おりまして、ちょっと酒臭いのですけれども、なんとか頑張って進めたいと思います。 

先にですね、私の方の紹介をさせていただきまして。私はＮＰＯ法人ふるさとの会の就労支援事業部の担 

当をしております。実際にですね、ホームレス、元ホームレス。常用雇用で、1５名から２０名くらい雇用している 

のですね。それ以外の人についても、仕事があるのになかなかうちの仕事に就いてもらえないというところがあ 

ります。それは彼らの就労意欲という部分ですね。それでは外の仕事はというと、外の仕事に就いたとしても 

「ホームレス」、「元ホームレス」ということで、やはり偏見や差別、そういったことがあると思います。 

今日、こちらで発言していただく方々、そういった社会のもっている偏見や差別、そして彼ら自身の就労意 

欲をどう高めていくか、そういった部分で色々とお話がお伺いできると思います。それでは、まず最初に、新し 

い自立化支援塾の森本さんからお話を伺いたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

１．森本 初代さん （新しい自立化支援塾） 

森本： 

新しい自立化支援塾、徳島から参りました森本初代と申します。どうぞよろしくお願いいたします。座らせて 

いただきます。今日来られている皆様で、徳島の活動を聞いたことがあるという方、挙手をお願いできます 

か？ほとんどの方が知っていると思っていたのは私だけだったみたいで、ちょっと丁寧に説明させていただき 

ます。 

新しい自立化支援塾というのは、２００４年９月に設立いたしました。現在会員は２４名です。会費の方は集 

めておりません。目的は、徳島県下のホームレス実態調査を行い、行政、自治会組織、ＮＰＯ団体、各種関係 

機関と、新たな連携による支援策を開発し、ホームレスと共に社会貢献活動を促し、多様な自立の方途を調 

査・研究することを目的としている、という団体です。この中に、最近はホームレスの恐れがある人、ホームレス 

と呼ばれていた人が自立した後の支援、というのも最近含まれております。それでは画像で、最近の活動を見 

ていただいたらと思います。他の団体の方のように、難しい活動はしておりません。私たちでできることは私た 

ちの手でやるというのをモットーにしております。 

これが徳島の位置なんですけれども。この辺りですね、南海フェリーというところ、和歌山とつながっている 

南海フェリーの船着場の近くです。活動拠点の方は、徳島フェリー址というところで昔フェリーが着いていたと 

ころでやっております。もともと活動がホームレス支援をするために活動していた訳ではありませんでして、徳 

島フェリーが廃止になりまして、私の住む近くがゴミの山になっていました。これが２００１年の６月の画像です。 

こんなような状態で、県とか行政に働きかけたのですが、手間と費用がないということでできなくて、「できない
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のであれば、やれることをやってみよう」というところから始まりました。 

これが現在の活動拠点です。ちょっと見難いかと思いますが、ここの左の方に看板があると思います。これ 

は徳島が全国で一番初めてアドプト活動、アドプトという事業を、神山に大南さんという方がありまして、アメリ 

カに旅行に行った時にアメリカでこういう看板がありまして、「これはなんだろう」と思って、それをそのまま持ち 

帰って徳島で一番最初にやられています。 

うちの方は、ポートアドプト、県の港湾の管理地にこのような形で、県下でうちが 3 番目になりますかね。まね 

きＮＥＣＯの会というような形でさせていただいています。また、まねきネコと支援塾の関係は先でお話しようと 

思いますが、このような形で看板が掲げてありまして、「この公園を私たちがきれいにしています」ということで 

活動している団体の名前がこのような形で公表されているということです。 

これは何日か前に撮ってきたもので、今こんなような形で、きれいな季節の花々が咲いています。もともとこ 

こは荒地だったんですけれど、こんなような状態になっております。最初はこんなような荒地でした。向こうの方 

は公共工事で段々とゴミの山がきれいになっていったのですが、後の方は何もない殺風景な何もないところで、 

最初はひまわりから植えました。地域にある種を持ち寄ってしています。 

これはたまたま、私が一番最初にホームレスと呼ばれる人と接した、うちの地域のメンバーとたまたま通りか 

かった（時に出会った）人たちと花壇を作っているところです。最初は行政に土止めをさせてほしいという形で 

許可願をしました。いきなり花壇というと難しいと思いましたので、このような形で段々と 6 日ぐらいかけてです 

かね、無料のテストピースをいただいてきまして、彼らとお弁当、お昼をだしながら、ちょっとこんな時期だった 

ので、夕方も皆で食事をしながら、ということでやっています。 

これが大分きれいになった後なのですけれども。最初全く何もなかった徳島フェリー跡ですけれども、今は 

4 件の店が建っています。もともとこの辺りもゴミの山でして、こんなような状態になってまして、その後、たまた 

まそのうちの一人がボラバイト、ボランティアのアルバイトですね、行ってきた時に桜の木をもらってきてくれま 

して、それを８本、末広、南末広という土地もありまして、末広がりの８本ということで一応８本植えたつもりだっ 

たんですけれども、途中でうちのメンバーが１本植えたので、９本うちの所では植わっています。 

これは、関わりながら毎年菜種を植えているんですけれども、子ども達がこうやって植えている。土台は彼ら 

が土を耕しまして、このような形でしています。また、こんな関わりをすることによって、こちらの右の端の人はア 

ルコール依存症の気があったのですが、「小さな子ども達をみていると、孫の顔が見たくなった」ということで、 

ちょっといろんな関わりもあるんですけれども、東京のお嬢さんのところに戻られました。たまたまそういうことで 

電話をするきっかけができたそうです。思い出したように東京に帰られていきました。 

これは、今、竹垣を作っているところなんですけれども、この方がうちのメンバーの木工職人さんですね。い 

ろんな廃材を活かすようなことをしています。それと同時に彼らにもいろんな指導をしてくださったり、中には彼 

らの方がむしろいろんな技術を持っておりまして、私たちに逆に教えてくれる人もあります。こんな形で竹垣を 

作ったんです。またこの竹垣がですね、「うちにもこんな竹垣を作ってほしい」ということで注文を請けて、また 

就労支援につながったということもあります。 

これがうちの公園のすぐ側で、この裏が県の土木庁舎なんです。この裏ですね倉庫街でして、倉庫に県の 

方が貸しているんです。そしてどういうわけか、お恥ずかしい話ですが、ゴミがゴミを呼びまして、これもゴミの 

山になっているところです。公園の方はきれいになったのですが、周辺もきれいにということで、企業とうちの団 

体がコラボしまして、こういうような形で段々ときれいにしています。これもそうですね。これ、私なんですけれど 

も。 

彼らと一緒にこのような形で関わっています。本当にひどいゴミの山で、「どうしようか」というような形で、もち 

ろん行政の予算はゼロ予算です。アドプトにかかる道具代は２万円まではいただいているんですが、あとはお 

掃除する経費を与えられます。そのような形でやっています。ゴミの処理は行政の方で管理者ということで、看
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板の下にも書いてあるんですけれども、管理者の方でしていただいています。 

これすごいゴミなんで「すごいな」と思われるかもしれませんが、漂着ゴミです。新町川の河口にあたります。 

それと海の方と、ちょうど中間地点でして、これもテトラポットのところも、お店の横ですね。皆さんが来られた時 

に眺めのいいようにということで、確かこれはゴミゼロの日だったと思うんですけれども、皆で片付けています。 

これがですね、杉林の間伐です。これは労働に行った訳ではありません。杉の間伐材がほしかったので、一 

緒にいって間伐をして帰ってきているところです。先ほどの間伐の木が、このような形で、実はこれ今作業小屋 

として活用しています。公園の中の作業小屋を、ほとんど抜けて大変だったのですが、木工職人さんが指導し 

ながら、昔大工さんしたとか色々そういう関わった人たちが一緒にしています。 

これ、今は使っていないのですが、今から 2 年くらい前ですかね。彼らで仕事は見つかったけれど家がない 

という人達のために寝床をつくりました。5 人、全員直接就労ということで就いています。 

これは片付けの風景ですね。ゴミの方ですね、行政にお願いしたらすぐに片付かないということで、行政の 

管理のところに皆で運んでいるところです。うちのメンバーよりも当事者の方がむしろ多いという状況です。この 

ような形でやっています。 

先ほど言っていた就労に就いた人ですが、出た後はゴミの山になりまして、このような形でお掃除をお願い 

しまして、実は一人は実は落ちこぼれまして、その彼も一緒になって頑張ってやってほしいということでお願い 

しております。 

これがうちのメンバーの畑なんですけれども、中には農業のお仕事というのを言ってこられます。これをボラ 

ンティアとして楽しくやりながら、私は掛け声ばっかりかけて、彼らの仕事ぶりを見ながらどういう仕事が適して 

いるかと思いながらやっているところです。 

このお芋さんですね。実は名古屋に行く用があったので、支援団体さんお電話したんですけれども、その当 

時どことも連絡がつきませんで、ＮＰＯの団体と当事者の方に配らせていただきました。 

これが空き缶回収です。行政のところで、ゴミの減量ということで、本来産廃業者さんに引き取っていただく分 

ですね。うちの方でアルミ缶とスチール缶とを分けまして、アルミ缶だけ持って帰って、彼らにはボラバイト料を 

払って、残りは団体の方にということでしています。 

最近は「人がいない」と言うと、行政の方はアルミ缶だけ分けてくださいます。そしてまた活動のお金にして 

おります。呼びかけたところ、皆さん来られまして一緒にお弁当を食べているところです。普段関わりあって炊 

き出しとかされているところはあると思いますが、このような形で普段食べるよりは豪華なお弁当を出させてい 

ただいております。気持ちだけということで、お金は払っておりません。このような形でしております。 

これは、仕事を請けたところですね。竹垣もしてほしいということで、この間に竹垣も作ったんですけれども、 

こういうような形でしています。こちらの方が、毎年、先ほどもそうですけれども、１回なり 2 回なりお仕事をいた 

だいております。 

これはシルバー人材の方に依頼したのですが、高いところなので危険があるということで、出来たらうちの団 

体にしてほしいということで、1 回しましたところ、他に頼んだときよりは、早くてきちんとやってくれるので毎年お 

願いしたいということで。毎年 3 人から 5 人ですかね。５、６人ですね。3 人だと 2 日間かけてやっています。あ 

との草の処理もさせていただいています。 

これがエコイベントですね。阿波踊りの時に、皆さん阿波踊りに来た時に寄っていただければと思うのです 

が、徳島市の市役所の中でにわかれんが練習する前のところでエコイベントをしています。彼らが後ろの方に 

隠れているのですが。去年はエコイベントと同時にカンパ箱を設けまして、活動を公表しています。このような 

形で活動をしているということでやっております。
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こちらが、徳島市の農林水産展。向こうにいるのはほとんど彼らなのですが、ボラバイト料を払って、皆で楽 

しくやっています。一般の人はほとんど知らないと思いますが、このような形でやっています。 

これは空き缶回収ですね。先ほどの作業小屋がこちらなんですけれども、エコイベントでもらってきた空き缶を 

このような集めとっておきながら踏んでいるのですが、最近はお金が高くなったので踏まなくても１ｋｇ徳島では 

１２０円ですかね。そのくらいで買い取っていただいております。 

これは最近したんですけれども、徳島マラソンというのがありまして、２日程前に行政の方にゴミの処理をお 

願いしながら、うちの公園から南海フェリー間、ちょっと距離があるんですけれども。これはホームレスの当事者 

の方というよりも、元ホームレスの人で、一般の生活を保護を受けて、普通の生活をされている人を呼びかけら 

れまして６人程来られて、一日楽しく社会貢献活動ですね。というような形で、ボラバイト料というよりも、現金よ 

り物のほうがいいということで、一応物を、商品券をお渡ししました。こんなような形で関わっています。 

結構まめな人はね、お仕事したいんだけどなかなかないということで、「こういうことするといい汗かけたので、 

ご飯もおいしい」ということで、休みは多いのですが、私も関わりながら「自分も体を普段使ってないし大変だ 

な」と思いながら、こうやってやるのですけれども。「次いつやるの」と聞かれるんですけれども、私も何回もでき 

ないし、そんなに汚れているところが最近少なくなったので今フィールドを探しているところです。 

これはちょっとおまけなのですけれども、うちの公園ですね。いろんなところで入ることでまた再生されていき 

ます。これは免許取り消しとかそういうようになった人がボランティアをするというので減免措置があるそうでで、 

安全協会もまたここで再生されていきます。 

就労支援の実績ということで、今まで人数を数えたことがほとんどなかったのですね。森本が関わった部分 

だけで、覚えている分だけ書かせていただきました。就労ってずっとではなくて、何日かだけということで就労 

支援したり、ＮＰＯと書いてあるところはですね。ＮＰＯ法人とかでどこか委託を受けているところで、応援をとい 

うことで、最初例えば桜を植えるとか、イベントを受けたのに人がいないとか、そういうような形で応援に行って 

おります。最後のＮＰＯ多数というのは、まねきＮＥＣＯの会ということで。まねきＮＥＣＯの会というのは環境とま 

ちづくりの団体でして、フィールドはまねきＮＥＣＯの会でしています。活動と環境とまちづくりの活動を彼らと 

相互支援をしながらやっております。 

最後に就労自立した人を数えてみました。１０名。これは４月末現在です。こんなような状態で、ちょっと見て 

いただいたらわかると思うのですが分析してみました。今、企業さんで今まで彼らが関わって自立できたのは 

やはり寮があるというところですね。３つの企業さんですね。製造業と産廃業者さん。製造業が２つありますけ 

れども。産廃業者さんは最初とっかかりはよかったのですけれども、色んな面で彼らのために良くないというこ 

とで、こちらの方から当人に、最後残っていた人が何人かいたのですけれども、「このままいるとダメになるから、 

次探そうね」ということで。ちょっと条件が悪くて、車の免許を持っているということで車をちょっと傷つけたという 

と、すぐに損害賠償をさせられまして、そういう状況で替わっています。ただ、その次にも仕事がありまして今は 

元気でがんばっているところです。 

ちょっとこんなような状態で簡単ではございますが、うちの活動の紹介をさせていただきました。 

小林： 

今、発題いただきまして、地域に根ざしてですね、就労支援も協働作業。共に一緒に歩きながら活動をして 

いく、そんな話が行われたかなと思いますけれども、今のお話で、何か質問とかありますでしょうか？ 

そうしましたら、先に進めたいと思います。
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徳島における就労支援と雇用の創出

まねきＮＥＣＯの会／新しい自立化支援塾
発題者 森本 初代

2

3 4

5 6
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13 14
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19 20

21 22

23 24
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25 26

27 28

29

１．就労支援（実績）

（Ａ）製造業 ７名 （Ｂ）産廃業 ６名

（Ｃ）製造業 １名 （Ｄ）建設業 ３名

（Ｅ）ＮＰＯ ３名 （Ｆ）ＮＰＯ ５名

（Ｇ）ＮＰＯ ３名 （Ｈ）販売業 ３名

（Ｉ）造園業 ８名 （Ｊ）サービス業 ２名

（Ｋ）建設業 １名 （Ｌ）ＮＰＯ 多数

（Ｍ）農業 ６名

30

２．就労自立（詳細）

１）製造業 ５０代（４～５年） 自営業（電気関係）＊ 婚姻歴有

２）製造業 ５０代（２～３年） 会社員（販売） 婚姻歴有

３）製造業 ３０代（２～３年） 派遣労働者＊

４）製造業 ５０代（１～２年） 自営業（印刷関係）＊

５）製造業 ５０代（１ヶ月未満）派遣労働者＊

６）建設業 ５０代（１～２年） 建設業＊

７）建設業 ４０代（４～５年） 建設業

８）運輸業 ５０代（１～２年） 運輸業 婚姻歴有

９）サービス業 ６０代（不明） 主婦 婚姻歴有

１０）建設業 ４０代（不明） 不明＊

＊新しい自立化支援塾の情報提供による就労
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２．山内 昌良さん （NPO 団体プロミスキーパーズ） 

山内： 

沖縄から来ました「NPO 団体プロミスキーパーズ」です。まだ NPO法人格を取得していないので、NPO団体 

と名乗っています。「プロミスキーパーズ」という団体名はアメリカの大きなクリスチャン団体の名前から借用した 

ものです。私は教会の牧師をしながら、教会を挙げてですね、ホームレスの方々の自立支援をしています。今 

日は就労支援と雇用の創出についてお話をしたいと思います。 

私たちはどうしてもホームレスに仕事を与えなければならないという使命感をもってですね、この活動をスタ 

ートしました。私たちの現状を少しお話したいと思います。私たちは「エデンハウス」というホーム（施設）をもっ 

ています。いま、61 人の方々が入所して共同生活をしています。原則として無料です。入所者の内訳をいいま 

すと、刑余者が 3 名、執行猶予の方が 3 名、精神障害者が 4 名、身体障害者が 2 名。生活保護を受給してい 

る方が 4 名、障害年金を受給している方が 2 名、厚生年金を受けている人が１名。計 7 名に公的なお金が入り 

ます。こういう方々からは一応 4万円を寮の維持のために拠出してもらっています。この 61名のうちで働ける人 

が 20 名ぐらい。そして私達の資源ゴミの回収・分別作業に携わることができる人がだいたい 20 名ぐらいです。 

私たちには 200 坪ぐらいの作業場がありまして、そこに資源ゴミを集積しまして、分別作業をしております。 

そこで 15 名ぐらいが毎日従事しています。古紙・ダンボールの回収に 5 名ぐらいが毎日従事しております。こ 

の資源ゴミの回収というのは、非常に大きな効果をあらわしていましてですね、企業・公共機関、公園、また個 

人の集合住宅に、私たちが改良したドラム缶を設置しまして、そこに資源ゴミを入れてもらっております。ペット 

ボトル、缶、ビンの3種類を分別なしに入れてもらいまして、それを回収して私たちが分別することにしているの 

です。この活動の大きな効果の一つが、企業を訪問することです。企業に活動の趣旨を説明して、私たちが 

改良したドラム缶を置かせてもらいます。そうしますと、企業の皆さんはホームレスの現状をよく認識することが 

できるのですね。そしてホームレスに対する偏見をなくすことができます。いま、だいたい 150 本ぐらい置いて 

ありますけど、主なところは市役所、県立の図書館、あるいは病院とか、かなり運動が広がりまして、企業や公 

共機関、個人の皆さんが協力してくれています。 

古紙・ダンボールに関しては、那覇市が資源ゴミぬき取り防止条例を 4 月から発令しまして、勝手に取ること 

ができなくなりましたけど、新聞・ダンボールはかなり大きな売り上げを示します。私たちはトイレットペーパーと 

交換して古新聞、古紙関係を集めています。それがかなり功を奏しましてですね、珍しいものですから、マスコ 

ミが取り上げてくれまして、テレビからその活動が放映されたりですね、いま多くの方々が協力してくれていま 

す。 

私たちの 4 月度の収支決算書から売り上げを報告します。アルミ缶・スチール缶・スクラップ関係が 66 万円、 

古紙・新聞関係が 54 万円、水が 2 万 8 千円。ですから 133 万円の売り上げがあったわけです。こういうふうに 

ですね、私たちは仕事を作り出して、彼らのリハビリの訓練。体と心の癒しを目的に訓練の場にしています。そ 

してここから、一般の企業への就職斡旋をしていきます。彼らに非常に必要なのは礼儀と忍耐なのですね。そ 

して服装などもきれいにしまして、企業に紹介していきます。これがいい訓練の場になっていまして、多くの 

人々が企業に就職しています。 

資源ゴミの回収・分別事業をすることで、施設運営のための資金をうまく捻出することができます。また、入 

所者の自立のための積み立て資金にもしています。資源ゴミの回収・分別作業はおそらく田舎に行けば行く 

ほど、できるのではないかと私は思っています。ドラム缶は、うまい具合にペンキを塗って、穴の開いた独特の 

ふたをつけて、そこにビンとかペットボトルを入れてもらいます。そして、その蓋には取られることのないように鍵 

をかけます。 

そして、いろいろな個人や集合住宅をまわって営業していきます。この活動は資源ゴミを回収している業者 

の皆さんとのトラブルもなく、スムーズに回収ができているので、かなり大きな効果を発揮しています。今のとこ 

ろ資源ゴミがかなりいい値段になっているのですね。沖縄ではスチール缶・スクラップ等がキロあたり 48 円。で
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すから集めますとかなりの売り上げになります。それから新聞・古紙・ダンボールはキロあたり16 円です。これも 

集めますとかなりの売り上げになりますので、活動資金は、こういうところからかなり生み出すことができると思っ 

ています。特に企業さんに PR することができます。そして企業さんの意識を福祉の方に向けることができるの 

で、多くの企業さんから、いろいろな物をいただくことがあるのですね。この前はフードバンクさんを経由して、 

ソーメンを2 トンいただいたのですよ。この 2トンのソーメンを私たちは母子家庭に配っているのですよ。こういう 

ふうに企業がずいぶん意識を変えてくれるようになりました。 

次に私たちの起業についてお話させていただきます。沖縄は暑いのと、水が悪いために、「ウォーターショッ 

プ」というのが非常にはやっております。水がよく売れるのですね。私たちは1月にウォーターショップを買い取 

って、経営をスタートしました。場所がちょっと悪かったので、この4月に場所を移しまして、だいたい30万円か 

ら 50 万円ぐらいの売り上げを見込んでいます。それまでは月 30 万円ぐらいの売り上げがありました。 

今は 3 名がウォーターショップに勤務していますけど、このことは非常に重要な意味をもっています。エデン 

ハウスには 20 代から 30 代にかけての青年たちがいます。もちろん元ホームレスですね。彼らは若干、障害を 

もっていて、うまく会社で働くことができないのですね。かといって施設に入ってもうまくいかないということで、 

私たちのところで預かっているのですけれども、彼らは自分たちに店を任されたということで一生懸命働いてい 

るのですね。 

彼らは若干、障害があるので、細かい計算ができないなど、お客さんへの応対に困難があるのですが、計 

算がしやすいように、値段を 100 円単位にしているのですよ。普通、ウォーターショップは 10 円単位で売って 

いるのですけど、彼らが計算できるように 100 円単位にしているのですよ。ですから、おつりのやりとりも今はで 

きるようになっています。こういうお店を沖縄では展開できるので、安定した仕事を提供できるかなと思っていま 

す。いまのところそれはかなり効果を発揮しそうでありますので、次々展開していきたいと思っています。 

次に就職の斡旋についてお話をさせていただきます。私たちは企業訪問をしています。入所者の名前と年 

齢と過去の職歴を記載した票をもって各企業を訪問して、就職の依頼をしているのですけど、いまのところ、タ 

クシー会社、警備会社、菓子製造会社、建設会社に 12 名の方が就職しています。彼らはエデンハウスから会 

社に出勤しています。そして彼らの預金が 50 万円ほど貯まりましたら自立。アパートを借りて、そこから会社に 

通勤するよう指導しています。 

特に嬉しかったケースがありまして、入所者の中に石垣市の市役所に採用された方がいましてですね、彼 

は資源ゴミの分別作業を 1 年近くやった方で、彼がふるさとの石垣市に帰って、実家に立ち寄ったところ、市 

役所の職員募集があったので、応募したのですね。その仕事が石垣市のゴミの選別の仕事だったのですよ。 

彼は既に訓練で分別に慣れていたので、それですぐに採用が決まったわけであります。こういうふうにですね、 

自立を促す。ただ促すのではなく、その後ろに、背景に、本当に自立できるだろうかというのを見ます。また具 

体的にちゃんと資金も預金させて、それがうまく満ちたときに自立させるようにしています。 

私たちは会社を訪問しますけれども、就職難でなかなかうまくいきません。特に沖縄の場合は、失業率が 9 

パーセント近くになっていますから仕事を探すのはとても大変であります。でも企業を訪問することによって、 

彼らが立派に仕事をすることができることを示すことができるので、徐々に成果がでてきています。ただ、何より 

自分たちで企業を創設できればなあと思っています。特に沖縄県の場合には、独特の仕事があります。いま 

考案中なのは八百屋さん。これは手軽にできるというメリットがあります。また100円ショップ、フリーマーケットな 

どを考えています。このように自分たちで起業しますと彼らの仕事場が非常に安定して提供できるというメリット 

があります。 

今後は、生活保護と企業と起業の3点セットを活動の基本にしたいと思っています。いまのところ、生活保護 

受給者は 4 名と少ないのですが、働けない人に対しては生活保護を適用するようにしています。ですから今後 

はもう少し生活保護受給に向けての支援に力を入れていってもいいのかなあと思っています。結論はですね、 

彼らの意識を変える、心が変わらなければ仕事が長続きしないということがわかったのですね。つまり、いやな 

ことがあるとすぐ放棄するという癖があります。そのことがわかったので、夢と希望を与えるということに力を置い
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ています。 

この間の会議では、何名かがウォーターショップの経営に携わりたいと手を挙げるのですね。ですから、こう 

いうふうに夢を与えることがとても大切なのだということがわかりました。また私たちはキリスト教の伝道を活動の 

中心にしています。一つの夢として「宣教師になりなさい、牧師を目指しなさい」ということを口すっぱく言うので 

すね。「やろうと思えば、誰でもできるよ」と。特にクリスチャンは少ないので「宣教師になったらよい働きができ 

るよ」と薦めています。 

もう一つはですね、同じ境遇にいた人々を助ける仕事を見出してほしいと言っています。たとえば薬物中毒 

の人たちには、薬物で苦しんでいる人々を助ける組織を作ってほしい。ホームレスの方々にはいま私たちがや 

っているようなことをやってほしい。そういうことを薦めます。ですから応答した人々がそういう方向に向いている 

ことも事実であります。就労支援と雇用創出の話をしましたが、いまのところまあまあうまくいっているのではな 

いかと思っています。ありがとうございました。
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【配布資料】 那覇 プロミスキーパーズ 

就労支援と雇用の創出について 
NPO 団体プロミスキーパーズ 

浦添市宮城 1-36-11 2F 

代表 山内 昌良 

支援の方法には様々な形態があると思いますが、彼らの対する雇用の創出、つまり、仕事を提供することは、私 

たち支援者の仕事の一部だと思っております。ほとんどの方々が仕事からあぶれて公園での生活者になってい 

きます。炊き出し等に加えて、仕事の創出をしてあげることに協力し合い、知恵を出し合うことも必要ではないで 

しょうか？ 

私たちの雇用の創出には 3 つの形があります。 

１． 資源ごみの回収と分別の作業 

これは資源ごみと言われている缶・ペットボトル・古紙・ダンボール等を持って、いろいろな企業・団体・個人に 

協力を要請して、私たちと契約の形を取っていきます。入院中のほとんどの方々は、最初はこの作業からスタ 

ートします。 

その目的は 

①リハビリの訓練（仕事の復帰の為の） 

②活動資金の捻出 

③自立の積立資金（関連資料あり） 

２． 企業創設 

沖縄独自の風土を生かした仕事場の設立 

例えば水の店（ウォーターショップ）現在経営中（3 人勤務中） 

３． 企業紹介 

県内企業を訪問して仕事を斡旋します。 

現在（タクシー会社・警備会社・菓子製造会社・建設会社へ 12 人の方々が勤務中） 

４． 現在思案中の企業創設 

・八百屋 

・100 円ショップ（フリーマーケット） 

＊ 仕事を作り出し、彼らの働きと人生に安心と夢を与えることは、私たちの最大の理念でありますので、仕事 

場を探し出すことに、また創り出すことに重点を置いて活動しています。
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３．宮 政治さん（文京緑化事業所所長） 

小林： 

文京緑化事業所長の宮さんよろしくお願いします。 

宮： 

おはようございます。私はですね、労協センター事業団、NPO ワーカーズコープの二つをもった事業所で 

す。わたしどもの組織はですね、出資金をもとにして仕事おこしをしていこうというのが前提となっています。そ 

れで、今、多機能のいろんな施設の中で指定管理者を企画提案しながらとったり、まあ、そんなような形で事 

業を進めております。 

私どもの文京緑化事業所というのは、山谷の日雇い労働の一つの事業を請け負って、入札で請け負うんで 

すが、それをかれこれ 4年くらいやっております、まず、山谷から城北労働福祉センターの方から当初は 50名 

の日雇い労働者を受け入れて、千葉県松戸市に都営霊園があって八柱霊園というのがあるんですけど、そこ 

の園路清掃などをしております。 

当初は、私が 4 年、5 年経ちますけど、5 年前には日雇い労働の賃金が下がって労働としての値打ちが上 

がった時期なんですね。私もわけわからないんで、そこの一員、スタッフとしていったら、まず最初に囲まれて、 

「お前ら何やってるんだ」ってことをさんざん言われて、いちいち説明してたんですが、今は落ち着いておりま 

す。山谷の方々は随分お年を召してきて、労働としての価値がだんだん薄まってきています。本年度、玉姫 

の就労者 30 人を請け負いまして、就労させております。 

ホームレスとの出会いというのが、かれこれ 3 年前になるんですが、東京都の福祉局から臨時就労っていう 

形で、請負を、まあ、入札がありましたので、電子入札を受けてやったのがきっかけです。確かに現場に行っ 

たときは、現場というのが東京の福祉施設 4 ヵ所を環境整備という形で、草取りとか清掃を、かれこれ 10 人に 1 

人の監督付ということで、延べ 80人、実人員で 80人くらいの人たちを現場で就労させていきました。その中で、 

戸山の公園から移行支援を受けて、移行支援利用者を現場で見ていましたら、非常に仕事は良くやる。不平 

不満を言わずによくやっている。先を見て、仕事読みながら仕事をしているのを見て非常に感動を覚えたこと 

もあり、そこの移行支援事業が終わってから 3 人をうちの事業所に受け入れました。完全雇用にしていこうとい 

うことで雇いました。 

そして 2 年前から臨時就労本格的な指定管理という形でうちのほうで 2 年間委託を受けまして、延べ人員と 

して 2800～3000 人くらいのかなりの出会いを経まして、いまうちの事業所では 11 人の元ホームレスの移行支 

援利用者を受け入れて仕事をしております。内容的には、非常に会話が成立しない、働くことに非常に幅が 

狭い、やれば一本気で一生懸命やるんだけど、そこの環境が読めないってことが一時あったんですが、それ 

を根気よく一緒に働いて、一生懸命やることも負けないくらい私も一生懸命働いてやっていくんですが、そう 

やらないと会話が通じないので、一緒に働いて、そこから仕事からの会話を続けていって、徐々に「こうしたほ 

うがいいんじゃないか、ああしたほうがいいんじゃないか」、とか「仕事が一本気なのはいいけれど、環境を見 

なさいよ、まわりのことを見なさいよ」と、そういうことを続けて 3 年経ちました。 

それで今は、公園清掃の責任者として、当事者が主体者となっていくわけですが、責任者でホームレスの 

方は 4 人いますけど、一つの事業を下請けなんですが、公園清掃をその方 5 人で、完全にホームレスの元移 

行支援者の方が請け負って仕事をやっております。これがですね、私たちの出資金をもとに事業所を立ち上 

げて仕事起こしをやっていくという事業体ですので、これを事業として作っていきたい、今更雇用されるんじゃ 

なくて、自分たちで仕事をつくっていこうという形で徐々にやらしていただいています。11 人というのは、山谷 

の方も入れて自分も中に入れてやっているんですが、実際的には、経営能力とかそういうものも必要ですし、 

仕事の段取りとか入札の仕方とかそういうことも必要ですので、それはフォローしながら事業をやってもらって 

おります。
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臨時就労の時に、過酷な労働というんじゃないけど、人間扱いされていないという面が見受けられました。 

臨時就労やっていると厳しい現場を渡ってきたんだな、ていう感じは受けるし、そのときに臨時就労そのもの 

がノルマがあるわけじゃないし、ここまでやりなさいというノルマがあるわけじゃないし、一つの人間回復の場だ 

ったんじゃないかなと私はそう思って、仕事の人間的な回復を願って就労させてきました。つらい現場をあち 

こち行って日雇い労働をして、つらいときもあるかもしれない、ということで、みんなで手作りで豚汁を作って、 

現場を終わらしたというのがあるんですが、非常に好評でした。つらいことがあってもあそこで豚汁食べたな、 

というのがいまだに続いているのが嬉しいことだなあと思っています。 

それと、うちのほうでは文京緑化といって、文京に事務所があるから文京緑化ってことなんですが、緑化仕 

事はあまりやっていません。むしろ、環境整備のほうを実質的にやっているんですが、臨時就労が平成 20 年 

度で終わりました。終わって、今後、臨時就労は当分無いだろう。移行支援を受けて、生活サポートを受けて、 

それで入居して仕事はない、そういうことに東京都はなってきました。 

私たちの事業所として、国がやっている職場体験講習を今まで福祉施設の中の管理事務所と相談して 4 ヵ 

所確保しました。体験講習は日当 3000 円、交通費は別です。それで 10 人くらいで 10 日間やって、だいたい 

われわれの手元に入ってくるのは 20 万くらいになりますが、そこに費やしているのが元ホームレスの方が監督 

として指導しております。臨時就労も 2 年間元ホームレス、移行支援事業利用者の方が現場を担って、2 年間 

やってきました。非常にうちのほうは新しい試みで東京都のほうが心配されたり、NPO 新宿の方々が心配され 

たりしたんですが、かなり信頼を得ている。仕事についても、口では言わなくてもよくやっていただいていると 

信頼を得て、2 年間終わったというのがある。 

今、その方をそのままで終わらしたらまずいということで、いろんな形で公園清掃の管理・責任をやっていた 

ただいたりして、収入は一人当たり、われわれの、私自身の給料もボーナスを無しにして、より多く就労者、元 

ホームレスで就労意欲のある方をより多く受け入れて、だいたい 15 万を提供しております。これは、時給 800 

円でいろいろあるんですが、だいたい生活して移行支援事業の 3000 円アパートではなくて、移行支援事業を 

卒業してアパートの家賃が 3 万 5000 円とか 4 万円～5 万円に家賃が変わるときに、変化があるので、その時 

にお金を提供しなくてはならないということもあるので、そこに費やすような形で 15～16 万はあげております。 

働こうと働くまいと、ある程度 16 万は提供しようと私どもは経営的にやっております。 

あと、急に言われたんですね。安江さんのほうから。現場出ていて、急に「あんたやりなさいよって。」言われ 

て。ほとんど、元ホームレスの方と一緒に働いておりますので、こうして公の場で話すということはあまり無いの 

ですが、何しゃべっていいのか分からないので、ここに思いを綴って書いたんですが。やはり、お互いに人間 

であるということと人間らしい労働の環境の中で、みなさん生きていければいいわけで、それは差別ではなくて、 

お互いに協力し合って、協働の中で何か生まれてくるものがあればなあと思っております。
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【配布資料】 東京 ワーカーズコープ 

ホームレス臨時就労事業を終えて 

NPO ワーカーズコープ 文京緑化事業所長 宮 政治 

Ⅰ 感想として 

山谷労働の特別就労対策事業・元ホームレス就労支援事業（臨時就労事業）の現場管理を通じて就労者との 

関係を深めてきました。現場を通して感じてきたものは、高齢化する山谷地域の就労者をはじめ元ホームレスと 

成った人達があらゆる境遇から仕事をさまざまな過程の中で喪失して、市民社会から切断され孤立し過酷な状 

況に措かれて生きて行く過程の中で「自立」するということの難しさを実感して来ました。それは単に、再就職をし 

て社会復帰ができる事ではなく人間らしい希望や人生の生きがいがひとつひとつ持てるような市民生活への回 

帰であってほしいと願うものでした。そのために、人間らしい労働を通じた尊厳の回復と人とのつながりの再生に 

努め社会的役割を見出せるよう根本的な支援策が必要と思います。 

私達は、現場で出会った自立しようとする就労者を迎え入れ、公園清掃等に従事しながら地域を含め現場の担 

い手となることで、当事者から主体者への道を全力で応援しています。現在、11 人の元ホームレスの就労者・山 

谷の就労者を文京緑化事業所に受入れ仕事を提供して自立に向けて支援をしています。私達の「自立支援」 

活動は、多様な支え合いによって共に生活して生けるような地域づくりを市民と一緒に取組んで、つながりや支 

え合いの関係を地域に再生していくことで、真の自立支援が可能になると考えています。一人ひとりが、地域で 

働く事を通じて共に地域つくり町作りを目指し、人に優しい隣組の再生・健康の増進、・生き甲斐の充実を得ら 

れるような環境つくりに全力で取り組んでいます。 

Ⅱ 取り組み 

これまで、山谷就労者・ホームレス臨時就労者から真剣に自力で自立する強い意思の者に対して、文京緑化事 

業所に受入れ協同して良い仕事の実践から地域との関係をつくり自冶体との円滑な関係を築いています。その 

担い手としいて、元ホームレスから自立した組合員が事業を支えています。元ホームレスとしても公園清掃から 

市民の理解を得て、市民と一緒に自立を支え合いの地域つくりを実践しています。 

現在、11 人が自立を目指し「日雇就労の現場監督・地域の公園清掃」を良い仕事を実践しながら地域に自冶体 

に徐々に理解を得ています。今回、東京都の元ホームレス臨時就労が廃止となり当事業所の監督達が働くこと 

を通じて自立に向け共有しながら協働して頑張ってきました。今回、新たに元ホームレス自立支援「職場体験コ 

ース」を東京都の施設２ヶ所の利用を提供して頂き実施することが可能となりました。３月中には、施設を利用し 

て職場体験コース「環境整備体験コース１９日間」を好評に実施しました。元ホームレス就労支援事業を通じて 

就労者が働く事で関係を深めながら２年が経過して施設の信頼と理解を得た結果と思います。また、今後の事 

業としては、自冶体と地域のホームレスの自立に向けた公園清掃等を活用して行きたいと思います。 

よろしくご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

以上 

NPO ワーカーズコープ 文京緑化事業所概要 

文京緑化の三本柱：【公園清掃】・【臨時就労】・【特別就労対策事業】 

１．文京区公園清掃 

・文京のみどり（人間）を愛しています。 

・６人の元ホームレスの組合員他が一味違う美化 

に努めています。 

・反面、公園のホームレス移行支援の情報提供 

をしています。 

・８０歳以上の組合員が現役中です。 

２．臨時就労事業 

・移行支援に伴う臨時就労、平成１８年度～平成 

１９年度（２年間）東京都福祉施設（５ヶ所）の現場を 

中心に環境整備の仕事をしています。 

・当事者を主体者として、２ヶ所の現場を元ホーム 

レスが現場責任者として３名を採用、信頼を得てい 

る。 

・NPO 新宿等・ジョブステーションとの協力 

３．特別就労対策事業（高齢者） 

千葉県松戸市内 東京都営霊園（八柱霊園）で 

園路清掃、除草、雨水桝清掃等、３０～５０人の就労 

者を元山谷就労者１人を含め現場監督を４人でして 

います。
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４．佐野 章二さん（有限会社ビッグイシュー日本） 

佐野： 

2003 年から売り始めまして 4 年 8 ヶ月ほど経っているんですけど、大体 1 年半に一回くらいはホームレス特 

集を販売しているんですが、今まで 3回やってきました。2回目のホームレス特集がこの人生挽回です。これは 

ご覧いただいたら結構かと思います。 

それから後 2 つ資料があって、ビッグイシューは有限会社でやっています。会社の資料で広告を出してくだ 

さいっていう媒体資料ということで作っております。ご覧いただいたらだいたい会社の概要がわかるようになっ 

ています。その中に今日の資料が入っていて、4 年間どういう実績だったかという資料。ホームレスの方にお仕 

事を紹介する時に、今日も来ているチャールズさんの炊き出しに行ってこういうのを配らせてもらったり、新宿 

連絡会の炊き出しで配ったりでこういう仕事があるんだよっていうお知らせ。 

会社と並行して今年の 4 月に NPO 法人も作っていこうということで、こういう基金を。ほんとはビッグイシュー 

財団と呼びたいんですけど、民法の財団と紛らわしくなるということでやっている資料がございます。だいたい 

これを見ていただいたらしゃべることはないです。 

ビッグイシューはどういう雑誌かというと 300 円の雑誌を売っていただいて、半分の 160 円が一冊に付きホー 

ムレスの方の収入になると。最初ホームレスの方はお金がございませんから 10 冊は無料で差し上げる。そうし 

ますと 10 冊で 3000 円。それを元手にあとは 140 円で仕入れていただいて、160 円が収入になる。そういうシス 

テム。これはイギリスで生まれて日本でもやりたいということでやり始めたときに、日本では無理だという意見が 

あった。ビッグイシューが実現しようとしているアイディアというのはホームレスの人をビジネスのパートナーに 

するというアイディアなんですね。そんなの出来ないと言われて 4 年 8 ヶ月ですから雑誌社の人とかソーシャル 

エンタープライズとかソーシャルビジネスというのが今話題になってきたので間違ってはいなかったのかと。 

しかし最初は 100 パーセント失敗すると。でも僕はあほな大阪の人間ですから「やってみなければわからな 

いんじゃないか」と。「でも佐野さん、ホームレスになるきやったらやれ」ってこういう風に始まったんです。その 

時に 100 パーセント失敗するといわれた中身はそういうことやったかと 4 重苦があると。それは何かというと、活 

字離れがひとつ、路上で売り買いするという文化が日本にはないこと。それから情報がタダの時代、R25 だとか 

フリーペーパーの存在。4 番目が極め付けでホームレスからわざわざ買うかということ。それに加えて 7 つの壁 

というのがありまして、差別と偏見の壁。それから労働の壁、これはホームレスは働かないというもの、路上に立 

って売るっていうことは私はホームレスですというカミングアウトをするということ。イギリスやアメリカの若いホー 

ムレスはいざ知らず、日本のおじさんホームレスがそういうことするわけない。それから資金の壁。プロでも売れ 

る雑誌が作れない時代にど素人が売れる雑誌を作れるか、技術とか商品開発の壁。5 番目は若い人がわざわ 

ざホームレスに近寄ってわざわざそんなかっこ悪いことしないという販売の壁。それから路上で売ったら、規制 

とヤクザさんの壁。それから経営の壁、だいたい本を作ると 7 掛けで本屋に卸す。我々の場合はホームレスの 

方に卸す時には半分以上です。生きた書店ですからお世話をするサポートスタッフがいる。東京と大阪 2 人ず 

つ4人いますけど、そういう人々の経費を入れると流通経費が7割で逆転をしている。そんなもんで成り立つわ 

けが無い。これがプロの人たちの 100 パーセントの失敗の理由。 

そういうことがあったんですけど、やってみなければわからないということで 4 年 8 ヶ月続いてきたんですけど、 

その結果がこういう形で出てきているということです。特に販売者に登録した人が 4 年で 669 人。新しい仕事に 

就いたのが 58 人。これはビッグイシューは販売の仕事だけで就労支援も住宅の斡旋も一切しません。58 人が 

どうやって就労したかというと、お客さんがウチで働かないかというケースが多いです。そういう販売者になるよ 

うな人は勇気があるという人が多くて、お客様との関係で 58 人が就労して言ったという結果です。 

もうひとつは地域なんですけど、京阪神、関東圏、仙台、広島、名古屋、福岡、札幌、熊本。原則は地域で 

ホームレス支援をやっている団体と連携してやってきました。ところが最近福岡、札幌、熊本では読者の人が 

販売組織を作っていってホームレスの支援にというのがあります。ビッグイシューの販売のサポートは結構若
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い人達が多いです。 

そういうボランティアが北海道の場合 6 団体連携していて、そういう関係も出来ているのと、ここで特筆すべ 

きこととして報告しておきたいのは、札幌で冬場どうするか、零下 10 度の所で売るかっていう話でした。これは 

6 団体の人が札幌市長を始め、札幌市当局と交渉して地下鉄のコンコースにビッグイシューの売店が出来まし 

た。去年の 12 月 28 日からで、4 月に撤去しましたけど冬場対策です。つまり地下にホームレスの協同売店が 

出来たんですね。これは世界的に見ても非常に珍しい、大体ここで 1 人三時間のローテーションで 4 人、大体 

12 時間で 1 人平均 30 くらい売ったということです。そうすると一日 120 冊売っているわけで、3 万 6 千円の売り 

上げで、月あたりだいたい 30 万円の売り上げということで。 

これは札幌市の英断で、地下で売らせてくれという交渉に行ったら、ややこしいこと言っているとトラブルが 

起こったら困るから、交通局から場所を借りて市の保護課でホームレスの冬場の就労対策として売店を設ける 

という決断をしたわけですね。なぜビッグイシューだけだという話になるんですけど、すぐできるというのはビッ 

グイシューしかないからです。札幌っていうのは冬場が厳しいのでそれを逆に取る、あるいは行政と 6 団体の 

連携とか議論とかそういうことが出来たのは僕たちとしても喜んでいるし、これをケースに出来ないかと思いま 

す。 

就労しただけではすまないという問題に対してどう対応するかというので作ったのが NPO です。ここでは 3 

つのプログラムがあって、つながり回復のための生活自立、就労支援、それだけではダメだと、文化とスポーツ 

プログラム。これを 3 点セットでやろうというプログラム。つながり回復のための生活自立というのは昨日からお 

っしゃってるから言うまでもない。それから就労支援プログラムは今のところコンピューター研修を中心に NEC 

とやっている。なかなかホームレス支援に大手企業が支援してくれることはなかったんですけど、NEC とかマイ 

クロソフトさんもコンピューター支援について興味を持っていますね。ですからこれをもっと延ばして行きたいな 

と。 

それから文化スポーツ活動。ホームレスが文化スポーツ活動をやるかという風に言われつつ、我々はこれが 

一番大事かと思ってやっています。バンドを作ったり、OHB 大阪ホームレスビッグバンド、18 日には公演をや 

ります。それからソッケティスタっていうダンスチームがあります。これは新宿のシアターブラックスってとこで、 

土日、昼夜 2 回の計 4 回公演です。いずれも満員でした。2500 円の入場料ですけど満員になりまして、売り 

上げが 100 万近くになりました。それから今年の 12 月にメルボルンでホームレスワールドカップって言うのがあ 

ります。毎年やっているんですけど、そこに代表を派遣しようっていう風なことをやっています。 

そういうことを通しましてホームレス問題というか社会から排除された人々。単にホームレスの問題じゃなくて、 

社会問題の貧困の増徴がホームレスの問題だと我々は社会にアピールしていくために、入場料を取ってダン 

スをやるとか、ホームレスワールドカップをやるとかそういうこともやるんですね。販売を仕事として 5 年目には 

定着したと、今年の 9 月には 5 周年なんで定着したといえるようにやりたいなと思います。 

【配布資料】 大阪 ビッグイシュー日本 

ホームレスの仕事づくり―ビッグイシュー日本から 

佐野 章二 

１．ビッグイシューの 4 年 

販売者登録 668 人、新規就職者 59 人、販売冊数 219 万冊、提供収入額 2 億４千万円など 

２．ビッグイシューの地域展開 

京阪神、関東圏、仙台、広島、名古屋、福岡、札幌、熊本など 

３．自立支援のためのビッグイシュー基金 

生活自立、就業応援、文化スポーツなど３つの骨格プログラム

79



５．高橋 英夫さん（NPO 法人グローバルヒューマン） 

高橋： 

ラストバッターということで、京都から参りました、NPO 法人グローバルヒューマンの高橋です。 

主たる事務所は昔の園部町、今の南丹市ですかね。そこと、住宅事務所は京都市、大津市、それから岡山の 

倉敷市。事業はいろんな事業をしているヘック企業グループというのがありまして、その企業グループのバック 

アップに基づいた形で事業をやっております。創設は平成年 4 月。よって 16 年ほどの歴史があって、NPO 法 

人化したのは平成 16 年です。 

最後ですし、時間も圧しているようですので、少し私の想いを述べさせてもらいたいと思います。今までの 4 

人の方にご発表いただいたのですが、ちょっと僕の考え方とは違うなと思っています。どこが違うかというと、大 

きく分けて２つ違うと思うんです。 

まずボランティア活動について疑問を持っているんですね。ボランティア活動は長続きをしないと思っている 

んです。そして一言で言うとコミュニティビジネスという、すなわちボランティア活動の中にビジネス手法を用い 

た事業展開でなければ長続きしない。端的に言えば銭儲けです。銭儲けにしなければ、ホームレスの人たち 

は自立できないんじゃないかと一つ思っているんです。 

もうひとつはホームレスの人は少し変わった人だ、普通の人と違うという考え方は私には全くない。ここに居 

る人、我々は連休にもかかわらず、私は松野町から朝 5 時に起きて何のお金にもならないのに、世の中が遊 

びほうけている GW 中にわざわざここにきて、こんなことを聴く、しゃべっている。こっちのほうが変わっているん 

じゃないかと。ここに出席している人のほうが変わっているんちゃうか。たまたまホームレスの人たちは地域や 

社会や職場や家庭からはじき出されただけの人であって、我々と変わらない普通の人ではないか。また労働 

力としては、地域活性化にとっては非常に貴重な存在ではないかとポジティブに考えております。今後もこうい 

うかたちで展開をしていきたいと思っています。 

中身について今回発表しなさいと言われたので、新聞の切抜きを 2 つ入れておきました。表に出ている事 

業は TOYOTA 財団から 323 件あったそのうちの 36 件が採択された中の事業なんですけども。琵琶湖でホン 

モロコが激減していると。一時期の最高のピークからすると 70 分の 1 くらい。ここ１０年くらいとっても５０分の１ 

の激減率。ホンモロコの養殖をやることによってホームレスの自立支援をやろうではないかという話。これは先 

週、５月初旬ですか、NHK でも取り上げられ、放映されました。表に出てない分ですけれども、2 つ目に書いて 

います森林再生、間伐等、巻き炭、バイオマスエネルギー供与という事業が大阪コミュニティ財団、これはグリ 

ーンを大切にする東洋ゴムの財団から 100 万円をいただいてスタートしております。いろんな考えがあるんで 

すが、そんなにたくさんできませんので、年に 2 つほど新たな事業をして、基本的にホームレスの人たちにそ 

の運営をバトンタッチ、リリースして離れていこうかなと思っております。 

印刷物として何かレジュメを出せということでしたので、そこに書いております、起業の 3 つのキーワードです。 

起業というのはすなわちビジネス、ビジネスを新たに立てる方法のキーワードをここに書かせていただいていま 

す。ボランティアの事業の中にビジネスの手法を取り入れて、その事業自体が自立しているということ。その事 

業に関与することによって、お金が儲かる。お金を手にして自立を可能にする、という考えを持っています。 

それから２つ目。これは私の想いというか、他の２人、いろんな○○関係の研究をしたり、色々しております 

が、やはり２つ目に書いてます「自然環境の保護」ですね。我々人間社会が活動することによって破壊してしま 

った自然を取り戻した。取り戻すような手立て、企画、仕掛け。そういうものを新たな事業に組み入れていけな 

いか。 

それから 3 つ目は地域の活性化です。東京、名古屋、大阪の一部。それも大企業のみ潤っている。地方は 

間違いなく潰れていく。会社も潰れている。村落も潰れている。家庭も潰れている。ほんといろんな意味でひど 

い状態。日本の大半の自然も人も地域も組織も全部潰れていると私は思っている。その潰れている中の、先
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程ちらっと言いましたけれど、活性化を出来る人材としてホームレスの人たちが参画できるものができないもの 

かと私は思っています。事業の内容は FAX 番号、℡番号を書いていますので、いつでも皆さん方の質問があ 

りましたら、詳しい採算内容についても答えますし、利益の出る事業だと思っています。 

2 年度からは大きな利益が出てくるんじゃないかと。それが地域に喜ばれ、かつ自然を○○するような仕掛 

けが出来ていて、もっと言えば、人たちがその地域に定着していってくれないかなと思っています。そのように 

私は思ってそれを出すとまずいかなと思っていたら、逆に地域の人がそれを言い出している、期待しているん 

ですよ。 

その地域や限界集落の話を一部少し書いていますけど、例えば地域の漁業組合。木之本町という一番北 

の、琵琶湖の湖西のところですけれども、そこの漁業組合に 21 人いるんですよね。実際に就業しているのは 

11 名ぐらい。これは漁業で 21 名いなかったら補助が出ないということでやっているだけのことで、実態は１１名 

くらい。それが平均年齢が 72 歳。20 年間、養魚場、立派な養魚場ですよ。それが 6 面あって、畜養所が 1 面 

あって 21００平米くらいの立派なものを無料みたいな値段で貸してくれる。彼らは何を狙っているかというと、そ 

れが採算合うのか合わないのかみてる。出来たら近くで養殖している人の、高齢でこの間こけて後継者がいな 

い。○○いない。お金が儲からないから、若い者がやらない。 

森林についても農業についても全部そうですよ。漁業が潰れている。農業が潰れている。林業が潰れてい 

る。当然日本の原風景が潰れている。高齢化している、少子化している、家が余っている、休耕田。それから 

農作放棄地が山ほどある。つまりチャンスがいっぱいある。それは社会的なひずみに基づいてうまれてきた、 

一般的に言われる格差社会と言われるものですよ。そのものの犠牲者が、ある意味ではホームレスであって、 

ある意味では地域であって、ある意味では小企業であって、ある意味では市民、村民であるというよう構図が 

できていると思います。これを利用しない手はないと。ストレートな言い方は誤解が生まれるかもしれませんけ 

ど、逆にこれをすることが、むしろ我々の、たまたま生活できている人間の義務であろうかという風に思っていま 

す。その事業の展開、新たなものも考えています。先ほどから申し上げているように。 

ただその時に私の信条は、まず行政をあてにしない。スタートする前にお聞きしたのですが、「行政が来て 

ますか」と聞いたら、「来てます」ということだったので、申し上げますけれども、行政はあからさまな妨害をする。 

連れてきてもらっては困ると。行政が言うなよ、と。近所の人が言うならまだしも、行政が連れてきてもらったら困 

ると、ここにはいない。住所が定まらないからホームレスと言うんだよと言うんですけど、行政を当てにすること 

は、ビッグイシューくらいになればそれも可能だと。それから事業が成功してくれば行政は後追いしてくる。マ 

スメディアが取り扱うようになれば行政は追従してくる。なんぼかジェスチャーとして出してくる。でも僕は幻想 

やと思う。行政を信用すること自身が幻想だと思っている。それがまず第一点。 

それから誰も損をさせないというアイデア、起業の事業の目的を作らないといけない。誰かがどこかでしんど 

い思いをしているのは長いこと歩けない。重い荷物を持った人は、５００ ｍ歩けても５ｋｍは歩けない。だれも 

が良い思いをする企画を考える。地域も良い思いをする。それからもちろん当事者であるホームレスも良い思 

いをする。それから、彼らも、先程からおっしゃっているような喜びを持てるようなものにする。それにプラスアル 

ファ。そこに根付いていくような。これをやっていったら行政も得をするような。魚を与えて一日を養うより、漁業 

を教えて一生養う方が行政の負担も少ないし、ひいては我々の負担も少ないということになるわけで。 

だから、誰も損をさせないということと、それから途中で迷ったらやめる。しんどい想いをして、私の事業もそ 

うですけれども、私自身がずっと事業を続けていて成功してきている。それは何かというと、迷ったらやめるとい 

う哲学を持っているから。借金してまでやる事業はやらない。迷ったら、どうしようかな、今日帰りしなに一杯飲 

みに行こうかな、飲みにいきたいけどバレてお母ちゃんに怒られるんちゃうんかなと思ったらやめる。どんなこと 

も迷わない、今日は必ず飲むんだというような強い強い意志のもとであればやる。 

それから地域を巻き込む。ちょっと言葉が悪いかもしれませんが、地域の協力を得るということが絶対不可 

欠ですね。地域の人たちと一緒に働くということが、彼らホームレスの人たちがどれだけ喜びがあるか。それか 

らやはり、期待されていると。皆はじき出されてきて、自分がここにいなくてもいいんだ、社会の邪魔者だと思っ
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ているのを、そうじゃないんだと。みんな同じなんだと。あなたも頑張った。地域もあなたに期待しているんや。 

地域に馴染むことができるんや。また新たな展開があるんだ、というようなことを、地域の人たちと共に協働する 

ことによってですね。行政と協働ではないですよ。地域の人たち、近所の 1 人 2 人でもいい。そこから始まって、 

その地域の信頼した人を介してでも良いと思うので、そういう人たちと共に働けるような、そんな想いを作る仕 

掛けを考えるということが肝要かと思っております。 

詳しいこと、言いたいこと、たくさん書いてきましたが、やめます。ご質問があれば、細かい採算やホンモロコ 

の数や、森林バイオガス等々について、いろんな技術的なことを含めて勉強している顧問の先生方もいますし、 

我々の自前でやっているもの。それに行政は協力してないけど、TOYOTA 財団や大阪コミュニティ財団であり、 

我々が取り扱っている事業やアイテムというのは、行政にとって一番しんどい、嫌なところではないですか。だ 

から繰り返しになりますが、行政を信用しない、期待しない。そんな中で自活できるような、そんな仕掛が必ず 

あると思うし、いろんなアイディアがあります。そういうものをこれから、1つずつ、年に2つくらい。今回初めて事 

業としてうちが初めて書いたのが 3 つくらいあって、そのうちの 2 つが採用されたんですけど、そのようにリプリ 

ゼントしたいと思います。以上です。 

小林： 

ありがとうございました。
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６．質疑応答 

小林： 

5 人の方からそれぞれ発題いただきまして、コミュニティビジネス。これについての発表をしていただきまし 

た。沖縄では失業率は９％ですよね？求人票がないなかで、どう仕事を彼らにいかにしていただくか、仕事を 

作っていかなければならない。今日こられている団体、京都市で支援をされている方からは勉強になったかと 

思います。それに実際、彼らが働く、仕事をするうえで、自己肯定をされているのかな、と思いました。どのよう 

に自己否定的なことを、仕事を通して、自信をもつ。責任をもつ。そういうことで自己肯定につながっていく、そ 

ういう作業の場でもあるのかなと思います。 

5 人の方、いろいろな就労支援、仕事創出をされているということで、質問等ございましたら、当然あるとは 

思うのですが、いかがでしょうか？ 

寺尾： 

新潟の寺尾です。仕事そのものというより、全体のことでお聞きしたいのですが、新潟も、私たちも就労支援 

をしておりまして、中心街の商店街から今年で継続して 5 年目、年間の委託事業として、商店街の清掃作業 

事業や街路樹の清掃事業をさせていただいております。それから、毎年、市役所から臨時雇用みたいなかた 

ちで、30 日間、経費としては 30 万弱のお金をいただいて仕事をやっているのですが。ここで私が聞きたいの 

が、新潟はだいたい 50 人前後なのですが、市から委託された仕事も含めまして、3 年前は 19 人くらいが参加 

していた。2 年目になりましたら 9 人になりました。昨年は 4 人しかこなかった。 

そういう中で、ビッグイシューさんはちょっと違うと思うんですが、ホームレスの人たちにこのようなものを知ら 

せるということ。ホームレスの人たちに知らせてどこに集まるというような対策は、どのようにされているのか、こ 

こをお聞きしたいと思います。 

山内： 

私たちの場合は、毎週金曜日と土曜日に那覇市内の公園を周ります。その時にですね、公園に滞在して 

おりますホームレスの方々にいろいろな話しかけをするんですね。もちろん食料を持っていきながら行くんで 

すけれども。「こういうことがありますよ、こういうことがありますよ」、ということを丁寧に話しながら周ります。毎週 

周りますので、ほとんど顔見知りなんですよね。新しい人が来たらすぐわかるようになっております。 

またスタッフがほとんど教会のメンバーと私たちのホームにいる人々で、かなり顔見知りですから、それで情 

報伝達が速いですね。的確に情報を伝達することができます。 

高橋： 

私共の場合は、うちのグループが低額の宿泊所をもっております。１８部屋あるところと、借りて出していると 

ころと、今回新たに買ったところがあります。例えば、大津にある低額の宿泊施設は、「ホームレス界の六本木 

ヒルズ」といわれる、揶揄されるほど、ワンルーム、キッチン、お風呂、シャワーがついているものです。 

そこにいる人たち、同時に行政から「頼む」という連絡があってですね。行政の手をやいて困っている人た 

ちの受け皿となっていますので、措置保護の止まりはない。むしろ開放性が悪いというか、居心地がいいので、 

なかなか皆出ていかない。定着率が高い。喜んでいいのか悪いのかわかりません。 

宮： 

東京ではですね、職業紹介がホームレスだけのジョブステーションがあります。そこを通すと、そこに集まる 

ホームレスの方が職業紹介というかたちで、うちの方に回ってくるという形もあります。しかし、実際的に、いろ 

んな事が絡んできますので、体験講習の中で集まるところ、もしくは炊き出しの時に、またはわれわれもホーム 

レスの方、元ホームレスの方が情報源をもっていますので、そこからご紹介いただくというかたちがあります。

85



森本： 

徳島はですね、ちょっと皆さんと異なっていまして、警察関係のところに相談窓口があります。防犯という意 

味で警察関係の方たちにホームレスの人たちの状況把握をしていただいております。 

冬の寒い時も寝場所がないというような時は、うちに連絡、ご本人ができる時はご本人がしてこられます。そ 

ういう窓口があるということで、できるだけ彼らがいる地域の交番なり、各署にチラシを持っていったり、状況を 

説明させていただいております。 

あと、元ホームレスだった方、時間がおありになる、障がいを抱えられていたり、病気をもたれている方。お 

電話をもたれている方がいらっしゃるので、何人かに呼びかけをしておりますと、彼らの中でも派閥があります。 

その中で気の合う人たちをよせてきていただいております。 

急に仕事をしてほしいと言われた時は、私自身ができるだけ速く周っております。当事者がおりそうなところ 

を回っております。急ぐ人から就労支援をしております。 

佐野： 

ビッグイシューですけれども、先ほども報告したとおりで、炊き出しの現場でさっきのチラシをまいたりしてい 

ます。それ以外のところでは、定期的に梅田だとか新宿だとか、夜回りスタイルで。最近基金ができましたもの 

ですから、関西はフードバンクの皆さん方と協力して、例えば金曜日にフードバンクからパンを提供していた 

だいて、我々が回ったりするときに、一緒にお腹をすかしていらっしゃりますので、一緒に配ったりしています。 

そういうように、連携しながら、周ってきていただいた方ができるだけ「きてもらってよかったな」と思っていただ 

けるということを出来るだけ考えながら、連携をしながらやっていきたいなと思っています。だから、適宜廻ると 

いうことです。 

寺尾： 

どうもありがとうございました。 

小林： 

他にはいかがですか？ 

堀之内： 

鹿児島の堀之内です。鹿児島では、今は「新しい協働による就労委員会」というたいそうな名前をつけて、 

月1回就労支援の取り組みをしているんですけれども、最初の2人が路上から直接就労ということで、アパート 

をどこか探さなければならないとか、１ヵ月先の給料日までの生活衣料をなんとかしなければならない等、だい 

ぶん課題が多かったのですけれども。最初の月に野宿から直接仕事現場にいくということは、体力的にも、翌 

日の仕事に備えるという意味でも無理なので、ご本人がアパート構えられるまでの、中間的な対策はどうされ 

ているのかと思いまして。 

東京の場合ではアパートへの移行事業というものがあって、それを活用されているというのがわかりましたけ 

ど、沖縄の方とかどういうふうにされているのかと思います。 

山内： 

1 つには、私たちには、ホームがありますので、仕事に行きたい方はホームに収容いたします。ホームの方 

に住所を移してもらって、そこから通勤するようにしております。 

また保証人の問題が就労する時にどうしても出てきますね。会社に勤めた時や自立するにも、アパート住 

むにも保証人が必要になってきます。福岡さんの、北九州みたいに、保証人バンクがあればいいのですけれ 

ども、今のところは全部私が保証人として会社へ就職する時の保証人となってやっております。ほとんどのとこ 

ろが恐らくそうじゃないかと思いますけれども。保証人となって、責任をもって彼らを送り出しているところで 

す。
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森本： 

徳島の場合は、寮を完備しているところに入ります。最初の一ヶ月は、個々の方にもよるんですけれども、１ 

週間ごとに必要経費を少し前払いで出していただいております。それは、社長様も了解済です。寮完備のとこ 

ろは、お昼のお弁当付ということで、お昼のお弁当は後から集金になります。一食がカットもできますので、大 

丈夫だと思います。 

それから常にうちでいただいた物、活かされる物は、炊飯器であったり、日常生活の物はきれいに作業小 

屋に若干おいてあります。お布団もお布団屋から回収してきたもの等、まだまだ使える物がたくさんあります。 

そういう物を一応用意しておいて、それで移行していただいております。 

今までに、実際 1 ヶ月、2 ヶ月大変だった場合もあったり、入った時期によっては翌々月にまたがったりする 

場合もありますけれども、なんとかフィードバックするようにしております。相談の相手にもなっているので、困っ 

ている時、お金の場合よりも、気力が出てしまうというのがありますので、時期をみて連絡するようにしておりま 

す。時々私も顔をみにいったりしております。 

小林： 

いかがでしょうか。仕事をするにあたって、当座の生活費というものが一番問題になっているとは思います 

ね。 

私のところでいうと、日払いにできるものは、日払い、昼払いにできるものは昼払いと、お金はなんとかやっ 

ているのですけれども、保証人等にいろいろと問題があると思います。他、質問いかがでしょうか？ 

私は高橋さんのところで、「今年２つ採用」と言われていましたが、この生魚、滋賀されているホンモロコと、もう 

1 つは何を？ 

高橋： 

そこの２番目にかいております薪・炭バイオマスエネルギーというもので、これは全く違う企業で PR、プレゼ 

ンテーションをしました。 

小林： 

トヨタ財団では、この３つをだされたのですか？２つ？ 

高橋： 

トヨタ財団が１つ。大阪コミュニティ財団が１つ。その２つが決まったわけです。 

小林： 

両方とも決まられたのですね。 

高橋： 

そうです。そして、日本財団に「施設直してくれ」といったところ、見事に空振りでした。 

小林： 

今日、日本財団の方が来られていますが。 

高橋： 

見事に空振り。 

小林： 

逆に、日本財団さん、どういうことすればお金が出すというのか何かありますか。こういう起業を行うにあたっ 

てであればお金を出しますよとか。
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日本財団： 

多分施設のほうは、改修で出されたのだと思うのですが、うちは今、福祉の分野に完全に特化してしまって 

いるので、多分そういう意味でダメだったのではないかと思います。今、福祉以外ですと、例えば犯罪被害支 

援とか自殺とかをされているグループへ重点的な改修で対応はしてますので、パッと申請書を出すよりも、事 

前に相談いただいた方がいいのではないかと思います。 

高橋： 

実は岡山県で、倉敷観光ガイド協会で、僕は監査役幹事をしているのです。その玉島地域があり、そこが 

開港300周年に今年があたるわけです。瀬戸内海で唯一、最古の「西の浪速」といわれたほど開けた港町。ご 

存知のとおり日本財団は、競艇で得られたお金を財源としているわけです。港の関係、水の関係では、手厚 

い支援をするというのを、岡山で説明会を僕が呼んで聞いたわけです。でも、採用されなかった。観光ガイド 

協会の方から申請したのですよ。 

だから、個人的な感覚でものを言っているのではなしに、ほとんど出来上がっている。社会福祉協議会と出 

来上がっている。地域で出来上がっている。私の偏見ですが、そういうものを感じますね。ストレートに変わっ 

た審査委員がおって、我々のテーマについて非常にポジティブな考え方をするところは、こういう書き方をす 

れば競って採用してくれるでしょう。 

でも、大体パブリックな長い歴史があるところ、政府系・行政系の力の影響力のあるところにおいては、各地 

域の社会福祉協議会がほとんど交通整備ですよ。けしからん！ということで、言い過ぎました。 

小林： 

お金集めというか、事業を起こすにあたってお金は必要だと思いますが、使い方としては、文化的なものと 

いうところで、佐野さんのところはどういうような形でお金を集められていますか？ 

佐野： 

その前に、１つ。就労しても一ヶ月の給料もらうまでが大変だという話があるのですけれど、先ほどの寺尾さ 

んの質問に対しても「他のＮＰＯとの連携が大切だ」といいましたが、ここでもね名古屋で２周年の記念集会が 

あったのですね。名古屋には「コミュニティ・ユースバンク」というＮＰＯバンクがあるんですね。若い方がやって 

らっしゃるのですが。そこのコミュニティ・ユースバンクという NPO バンクの特徴は何かといいますと、出資され 

る方にどういう所に使っていただきたいか、というような出資者の要望を聞いて融資をするという。そういう話を 

いろいろしていたら、最後にコミュニティユースバンクの方々が、「１ヵ月の給料までが大変ということであれば、 

コミュニティ・ユースバンクでホームレス自立のための繋ぎ融資、1 ヶ月の給料分をうちで融資しましょうか」と言 

ってくれたのですね。 

それは何故そいういうことを言ってくれたかというと、普通「ホームレスになんで金貸すねん」という話が常識 

なのですけれども、逆にＮＰＯバンクにとってはですね、ホームレスが自立する直前のつなぎ融資にこの 15 万 

は融資したんだと言うのは、具体的だしリアリティがあるんですね。そんな使われ方するんだということで、他の 

ところでも NPO バンクに出資することにすごくリアリティをもってもらえる訳ですよね。 

そういう訳で提案はしていて、まだ実現はしてないのですけれども。実現すべく、では誰が保証するの？等 

と、こちらは戦戦恐恐なのですが、そんな議論をしております。 

日本にも 3 万を越えるＮＰＯができてるわけですから、特に地域との連携という時に、先程社協のことをぼろ 

かすに言われたのですけれども、NPO が地域にたくさんあるわけですよね。どういう連携ができるの かという 

のも課題だし、そういうＮＰＯの世界では、ホームレスの人々を支援するということは、貧困問題をどうしていく 

のかということと、すごく NPO の人たちは関心をもちつつあるのだと思うのですね。いい連携ができればといい 

のかなと思います。
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それからお金の集めですが、ビッグイシュー基金の場合は、ほとんど個人寄付です。 

ここに基金のメニューが書いてありますが、個人寄付でもいろいろありまして、あか抜け会員２５００円、ぐっすり 

応援会員５０００円、にっこり応援会員１５０００円、独り立ち応援会員５万円、巣立ち応援会員 10 万。こういう賛 

助会員という形で。賛助会員をやっていただく時は、うちの団体に寄付してくださいという形ではなくて、こうい 

うことを通して、「貧困問題の解決にあなたも参加しませんか」、「参加」としての会員という仕組みをもってやっ 

ております。 

去年の 9 月から集め始めましたけれども、結構反響がありまして、月平均でいうと１５０万円くらい集まってき 

ています。目標は個人寄付で２１００万円集めようと思っているのですけれども、それに届くかわかりませんが、 

届くくらいの感じでやっていこうと。 

だから寄付を集めるときも、ただ「うちに寄付ください」ではなくて、「あなたも社会参加しませんか、社会参加 

のチャンスにご一緒いたしませんか」というかたちで。 

問題はですね、企業団体からは今はとっていないと。個人の寄付マインドというのは、それなりに高まっている 

と思います。それが企業だとか、企業もＣＳＲとか言ってるんですけれども、今一歩その辺をどうつめていくの 

かというのが課題かなと思っているのですが、先ほどもNECとの連携と話しましたけれど、企業の側も何かしな 

くてはという空気はあるのですよね。最後のつめをどうするかという、こちらの側の提案が非常に大切かなと思 

います。ただ、ビッグイシューは偉そうなことは言えなくて、ビッグイシュ基金が持ち上がったというわけです。 

高橋： 

ちょっとすみません。この件に関連して提案したいと思っていたのですが。ホームレス支援の全国ネットワー 

クで、ぜひとも自前のファンドを作るべきだと思います。それは自立支援のためのファンドであり、出口のため 

の。今皆心ある熱い想いの人たちが全国からここに寄ってやっているわけですよね。ただこれは「点」ですよ 

ね。点の動き。その点の動きを線にして面にするためには、私はそのキーワードは、先程いったような事業の 

展開、公衆衛生、地域、社会環境、自然環境等と言うてますけれど、そのベースになるものは、こういう面の組 

織の人がファンドを募って、各個々の NPO 法人が行う単独事業をバックアップするような。もちろん行政も巻き 

込み、企業も巻き込み、本人も巻き込み。それを運動するようなファンドを作るべきだと私は思います。そんな 

に難しい仕事ではないと思う。これができれば、大きく我々の事業展開、及び支援の方法が変わるかもしれな 

いと思っております。 

小林： 

ファンドということもそうなのですが、世話人会でも話があったのですが、全国ネットワークの点から線、線か 

ら面ということで、例えば、何か販売するにしても、各地方の団体が販売の窓口となって流通の経路を確保す 

る。配達するのであれば、配達をホームレスの方がやるとか、いろいろ考えられると思います。そういった話も、 

奥田さん、11 時からするんですよね？起業というか、何をしましょうかというような。 

予定の時間になりましたので、最後にご質問等はございますでしょうか。本当に今日は非常に個性的で、そ 

れぞれの地方、状況に合わせて、それぞれの想いでいろいろな支援、支援というよりも起業ですよね。何をや 

っていくのか、彼らにどのように仕事を提供してくか、というような話が伺えたと思います。それでは質問がない 

ようですので、それではもう一度拍手で終わりたいと思います。ありがとうございました。

89



まとめの討論 

高沢： 

閉会式というかまとめの会というのをやりたいと思います。基本方針の改定がもう出るということで、これに向 

けてどんどんいろんな事業の提案を出していかなければいけないということを、事業をどうするのか、全国ネッ 

トをは何かやらないかということについて話していきたいと思うんですが、それに先立って代表の奥田のほうか 

ら一言問題提起をしていただいて。 

奥田： 

最後にそれぞれの分科会でそれぞれのテーマが出ましたし、具体的にもう少しつっこんで話さなければな 

らない事柄もたくさんあったとは思うんですが、それをまとめるということも非常に難しいと思います。しかし我々 

の直近の課題としては、基本法改定がどうなるかということが一方でありつつも、総会で申し上げたとおり前回 

の基本法にしても大体行政が書いてくる基本法っていうのは大雑把にすべてをカバーしている形にはなって 

いると。今回も多分細かい規定ではなく大きいところで書いてこられるだろうと思います。 

そうなると今度は 09 年度の 4月からの国が行うべき事業そのものについて具体的にプログラム、事業提案と 

いうものができるのかどうか、全国ネットから具体的にこういう事業があれば、地域でこういう事業を行えば現場 

のホームレスにしても、もしくは現場で活躍している支援団体も参加出来るし、それを担えると。そういう風な形 

で来年度、具体的に、今行われている一番大きな事業は自立支援センターであります。それに付随する形で 

生活相談事業、巡回事業。巡回事業もこれまではセンターがある地域を中心に展開していることが多くて、セ 

ンター入所のための巡回相談という形がもっぱらでありました。 

でも地域格差、今までセンターが無い地域も含めて後半 5 年間どうしていくのか。就労支援一本じゃなくっ 

て、多様な自立支援を含めてどうしていくのかということで、来年度具体的にこういうのがあれば使えるというよ 

うな、そういう具体的なのを今から議論していただきたいのと、もうひとつは 1 時間しかないところで難しいんで 

すが、先ほどの分科会の中でも提案がありました、この全国ネットとして今何が必要なのか、何をすべきなのか。 

これは行政に対する要望云々じゃなくって、全国ネットが独自で何が出来るのか、もしくは何を作るべきなのか 

ということ、この 2 点について皆さんの意見を伺えれば。ここで何か決定して、じゃあそれで行きましょうというこ 

とにはならないと思いますけど、たくさん意見出していただいて、世話人会で預からさせていただいて、それを 

どう進めていくかという話に変えたいと思いますので、是非その 2 点。来年度国に対して具体的にこの支援事 

業を行うべきだというのをどう考えるか、もうひとつは全国ネットとして何を今すべきかということですね。その点 

でよろしくお願いします。 

高沢： 

会場のほうから意見を求めたいと思いますが、どなた意見は？ 

松本 普 （NPO ささしま共生会）： 

僕は今名古屋に戻ってきたんですけど、先月までは新潟県長岡市で足掛け 3 年の地震のほうの被災者支 

援でしたが、同時に長岡に 15 名前後の野宿者がおられますので、名古屋で培ってきたものを生かしながら活 

動してきました。主に短期間で出来ることとしてはデイケア活動でしたので、その中で今回のテーマについて、 

出来れば国に対して要請したいなと思うことを皆さんと一緒に考えていければと思います。 

ひとつは雪国の支援のあり方。こういうことはしっかり言って良いんじゃないかと思います。ホームレス全般と 

いうことではなくて、ホームレスの中で特に酷寒の地の中にいる人々の支援というのは特別支援策があって然 

るべきではないかと。特に長岡では唯一長岡市が支援策でやっているのは低温注意報が出たらやりましょうと 

いうくらいのものなんですね。低温注意報が何度かというと零下 4 度、それまではやらないよっていうことなんで 

す。具体的には 4 度になりますと、気象庁から長岡市のほうでキャッチをしまして、長岡駅と警察署に掲示板を 

出しまして、低温注意報が出ましたので、必要な方更生施設で宿泊できますと、まぁ緊急宿泊のことなんです 

けどね。それだけですので、それはないだろうということで、健康状態、年齢、あるいは体力によっては凍死危
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険性があるわけで、夏なんかでも酒飲んで寝ていれば、体温の上がっている状態で、朝方の気温の低くなっ 

た時に、高低の落差で夏でも凍死があるんだっていうことを理解すれば、その辺の対策は雪国では特に注意 

してなされてしかるべきだと思います。 

あとは刑期満了、仮出所の人々への野宿防止のための提言を具体的にする必要があるかなと思います。 

以上です。 

安江 鈴子 （新宿ホームレス支援機構）： 

奥田さんが事業の提案というか、発足以来対政府というか、とどのつまりは要求を出すということに特に力を、 

特に今年がそうであるから多かったと思っていて、奥田さんの募集があったから、その時に ML に投稿したの 

で皆さんも読んでくださったと思うんですけど、私の考えも要求型でして、今日も就労支援ならびに雇用創出 

のセッションもあってこれは自立支援事業というか国のホームレス対策の自立支援事業と違って自分でやるっ 

ていう、起業し一緒にやるっていうところがただ就職先を探すっていうのではないというところの話だったと私は 

思いますが、釜ヶ崎ではいわゆる失業対策というか一般対策で雇用創出基金っていうのが 1999 年から 2004 

年度まで提供されており、それを基盤にして日払いで野宿のままですけども、西成労働センターから地域の整 

備とか掃除とか保育園のペンキ塗りとかバス停のペンキ塗りとかガードレールの補修とかを、私も見学したこと 

があるんですけど、とても皆さん生き生きと参加しておられて、それは日払い、私も移行支援事業っていうのを 

東京で実施していて、私も受託してそのサポートをやったんですが、日払いという形式ではとてもそれしかない 

という形式であったので、就労機会提供事業はとても良かったと思っているんですが、これは失業対策はやら 

ないって政府がおっしゃる中で財源もありませんし、大阪市、大阪府、東京都みんな自治体で少しだけやって 

おられるという中で、私はホームレス対策の中で雇用創出基金のような政府の予算でホームレスの人に仕事を 

与える、就職するとかそこまでいかなくても、こういう仕事がありますよって職場待遇報酬とか臨時就労とかおっ 

しゃってましたけど、そういうものを出してもらう要求というか、そういうものを明示して出しております。 

もうひとつは昨日の第 2 セッションの住宅確保とアフターフォローですが、これも生活保護の適応、もしくは 

生活保護を適応されないまでも自分でアパートを確保できる方、自立支援センターに入所してもそういう方を、 

自立支援センターがある地域ではそういうこともあるわけで、その時の住宅の確保が自分ひとりではなかなか 

出来なくてサポートが必要であるということと、そして住宅確保の支援をして、そのあとやはり何らかの形で家賃 

が払えなくなる方がとても多いわけで、それを私たちは問題にしているわけなので、その時に保証人というよう 

な、この支援ネットの内部でも奥田さんとかがしておられますけども、アパートの賃貸契約の保証人とかになる 

形でアフターフォローを出来るというか、そういう保障会社なり保証人提供事業なり、そういう住宅確保にまつ 

わる、本当は低家賃住宅とか、家賃補助政策とかを創設してくださいとかの要求型のことを私は言いがちなん 

ですけども、そこは自分たちが出来ることを提案するという意味では、保証人にまつわる住宅支援の部分で何 

か出来ればなと思っております。 

荒木： 

神奈川県でいつもやっているんですけど、横浜とか川崎みたいな大都市では自立支援センターみたいなシ 

ェルターがあるんですけど、地方都市ではそういうものが無いので、いくら基本方針で支援センターとか銘打 

ってあっても県がそういうものにお金を出さない以上は使えない施策なんですね。なので地方都市でも使える 

ような小規模な総合相談所なり、野宿状態から居宅、アパート確保の支援もするような総合相談プラス、アフタ 

ーフォローもそこから行えるようなそういったものにお金をつけてもらいたいなと思っています。 

あとは就労を始めた方に対する支援で、ナイトケアというような就労したあとのフォローっていうのが、仕事を 

見つけることも大事なんですけど、就労したあとの金銭管理とか精神的なケアって大事だと思うのでナイトケア 

なり、障害者の方のようなそういったものが提案できたら良いなと個人的に思っています。 

高沢： 

少しだけまとめさせてもらいますけど、あくまで方向性の問題ではあるんですけど、ひとつは明らかに命を守 

る、居場所を作るということなんだと思います。これは本当に皆さんが一致してきている。
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安江さんがアフターフォローって言ったこれはきちんと居場所を確保できている、社会の中で一緒に生きて 

いけるそういうシステムを作っていくことだと思うんですね。荒木さんが大都市はうらやましいなって隣の芝生 

は青いではないですが、ほんとにちょっと行けば横浜、川崎があって自立支援策もある。だけどオレはここで 

生きてきた、だからこのまちで生きていきたいんだという野宿のおっちゃんたちに対して今ここで出来る支援は 

とても大事にしていきたい。 

全国ネットというのはまさにそういうところだと思うんですよ。大都市圏があるけど、オレはこのまちで生きてい 

く、そう言っているおっちゃんたちに今出来ることを考えていく、そういうのを施策として練り上げて、具体的な 

施策として出していくことだと今のところ思うんですね。こういうところから具体的にあればと思うんですが、どう 

でしょうか？例えば今日は矢島さん、渡辺さんとドクターが来ていますから、医療の側面からこんな具体的な 

システムがあれば一言いただきたいですが。 

渡邉 充春 （歯科保健研究会）： 

昨日も自己紹介の中で述べましたが、先ほど売っていますシェルターレスの最新号に well being 福岡にあ 

ります歯科医師の集団の福岡におけるホームレスの健康調査、これは昨年の 3 月に行われましたが、その結 

果が載っておりますので是非見てください。 

その well being さんと新宿連絡会の医療班と私たち歯科保健研究会がおととしの 10 月に福岡で福岡すま 

いの会の和田さんのコーディネートでホームレス野宿生活者の方のお口の中の健康回復から野宿からの脱却 

をということで、今の歯科の医療の壁を、相談とそういう形のかかわりの中でなんとかアプローチできないかとい 

う集まりをようやく持てるようになっています。その上でこの連休明けにこの 3 者で歯科医療について各ホーム 

レス支援団体の方がどのような対策をとっているのかの実態的な調査のアンケートをお配りします。ここのなか 

で浮き彫りにされた問題点を抽出して、いわば要求なり、具体的な改善の方法を絞りきっていきたいと思いま 

す。 

2 月の院内集会と厚労省の交渉の時に、今回の 9 項目の基本的なことの中に医療単給の弾力的な運用を 

と掲げていただき、それを私のほうで質問したんですが、厚労省はいとも簡単に医療単給は出しませんと言い 

切ったわけですけども、それはもう一方で具体的なデータと私たち自身の工夫と横の繋がりからぶつけていく 

しか突破口はないだろうということで、歯科のほうでは具体的に調査をし、それを具体的な成果としてあげてぶ 

つけていきたいと思っています。 

それからウチの研究会ははやってなくて申し訳ないんですが、ネットとして現在されている各団体のアンケ 

ート調査の中にも医療に対するアクセスという項目があります。町田さんにも相談したんですが、その医療への 

アクセスを出来たら、普通の一般の医療へのアクセスと、生死に対する緊急のアクセス、それからアルコール 

依存症に対するアクセス、それと歯科のアクセス。これの 4 つくらいに分けて書いていただくと医療へのアクセ 

スから全国がどういう状態にあるのか浮き彫りにされるんじゃないかと考えています。 

やはりそこの中で医療についての全国的な野宿生活者に対する支援のあり方というのは 3 年前に 10 都市 

の医療、保険に対する現状について黒田先生や保坂先生を中心にした研究会ということで 10 都市の実状と 

いうのは書かれていたわけですけど、それ以降はありませんで是非それをまとめて、結局は医療単給を引き出 

さないと、無料、無定を活用できているところ以外は医療単給しか術は無いと思いますので、この壁を是非突 

破しないといけないと思いますので、是非アンケートで実態を突きつけながら、一方でそれに関するかかわり 

の医療従事者と支援の横の繋がりを深めてこの壁を突破していきたいと考えていますので、その辺今年よろし 

くと考えているんです。 

矢島 祥子 （黒川診療所）： 

あまり発言できるほど活動できていないのであれなんですけど、私も週に 1 回夜回りには参加しているんで 

すけど、今の医療へのアクセスへの壁ということがあって路上で体調が悪い方に対しても、なかなかこの地域 

では社会医療センターっていう受診できる医療機関があるにもかかわらずそこにもかかれない心境であるとか、 

状況にある方がたくさんいて、そこでもう少しいろんな機関で医療単給が出て、選択肢が広がらないものかと
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日々思っています。 

あとは医療単給が出たとしても、路上生活者の多くの方は入院するほどでもない慢性疾患を抱えている方 

がほとんどで、それが病院にかかる時は脳梗塞、脳溢血、心筋梗塞なりで元気に過ごすことの出来ない状況 

になって初めて医療にかかるという状況でして、実感するのは私が病院に勤めていた時には、悪性腫瘍の方 

はよく見るんですけど、この地で見るほとんどの方は脳血管障害とか、慢性疾患から起こってくる重篤な状況 

なんですね。この環境がどうにかならないかと思うんですけど、それは日々考えていて、皆さんにも考えていた 

だけたらと思います。 

高沢： 

医療の問題は非常にシビアな問題で医療単給というと役所はすごい嫌がるんですけど、単に体の問題だけ 

じゃないんですよね。病院の敷居が高い、これをいかに下げていくか、ないしは費用の問題で重篤になってか 

らかかったら当然費用対効果が医療費は莫大にかかってますし、本人が社会に復帰するには時間もかかるわ 

けで、そういう意味ではほんとうに敷居を下げていくことであったり、トータルでは費用対効果の面でも早めに 

医療にかけていくこと。就労自立とあれだけ行政は言うわけですけど、歯がなかったらそもそも面接に行く気も 

ないですよね。そういう至極当たり前なところをまとめていける、提案していけるそういうとりまとめをみんなで検 

討できればと思います。 

木谷 公士郎 （兵庫県司法書士会/神戸の冬を支える会/カトリック社会活動神戸センター）： 

更生保護の問題なんですけど、ぜひとも法務省への働きかけを強めていただきたいと思います。同業他社 

というか全国懇団体のほうで要望を出したんですけど、それに対して国交省と厚労省のほうはきっちりと面談 

で回答の機会を持ってくれたんですけど、法務省は電話回答だったのと、あと地元で更生保護を考える集い 

みたいなのが行われたんですけど、そこに呼ばれたのが精神福祉士とか社会福祉士会とかは呼ばれてるん 

ですけど、一番出所した人の住宅確保っていう点ではみなさまを始めとして僕らもそうなんですけど、野宿者 

支援の団体が関わっていたり、あるいは出所した人が相変わらず抱えている法律的な問題っていう意味では 

弁護士会とか司法書士会が呼ばれてしかるべきだと思うんだけど、そういう視点が今全く法務省のほうには欠 

けていると。だから呼ばれないっていうことになっています。 

なので、大阪では大阪弁護士会が定期的に法律相談をやるっていうことを始めているそうなんですけども、 

まだまだ法務省もそういう視点を持っていないのでこのネットワークからも法務省に意見を出して、まず法務省 

にこれは私たちが考えるべき問題だということについてきっちりと視点を持っていただければなと思っていま 

す。 

高沢： 

現場で皆さん抱えていますよね、急に来られてまいっちゃいますよね。でもほっておくわけにもいかないとい 

うところでやられていると思いますので、そういう実践を含めて出せればなと思いますけど。 

奥田： 

ちょっと具体的ではないんですけど、あまり今回の議論の中心ではなかったと思うんですけど、ひとつは中 

間施設、特に二種事業について各地の行政も国もある意味便利に使っていると思うんです。そこのところも 

我々もある意味非が無いんで、無料低額宿泊施設というころでやりますけど、実際の運営は非常に難しい、特 

に経営は成り立たないっていう面が非常に大きいですね。それと下手をすると貧困ビジネスだという批判も受 

けかねないというとこで、これが実際今の日本のホームレスの自立の受け皿になっている部分が非常に大きい 

わけですね。社会福祉法人でされているところもあると思うんですけど、多くの場合NPOや民間のボランティア 

団体がやっているんで、二種事業以上は出来ない、一種事業は出来ないというなかで、これだけ実態的にそ 

こを既存の受け皿であるかのようにやっているのはダメなのではないかと。例えばせめてグループホーム並の 

国の枠組み、これは補助金も含めてやるべきではないかと。このあたりはきちっとしないと。 

そもそも二種事業の枠が何でできたのかっていうのは歴史的によくわからないですけど、もっと言うならば誰 

があんなこと出来るのかと。よっぽどミッションがあってよっぽどやる気がある人じゃないと出来ないですよ。一
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種事業でも大変だと思いますけど、二種事業のあの枠をやるというのはよっぽど変わった人たちがやってると。 

ウチもよっぽど変わってやってるんですよ。でも実際は大変で。だから全国ネットの中で中間施設に対する考 

え方をきちっと出すっていうのが大事だと思うんですよ。単に国から金を取るっていう話ではなくて、我々が考 

える二種事業の中間施設はこういうものだと。それはなぜ貧困ビジネスじゃないのかということも含めてきちっと 

ガイドラインみたいなものを、例えば全国ネットで出せないかと。その上で国とちゃんと交渉していこうと。そうで 

ないとお前たち金儲けだろうと言われたらつまらんわけですよね、実際には儲かっていないし。 

だから全国ネットの中で貧困ビジネスという議論に関しては打ち返せる中身、我々の中で統一基準を、部屋 

の広さにしても何にしても、行政から枠付けられて、その上でやらないといけないというような後追いの支援体 

制を作るんじゃなくって、我々はこういうもの目指すんだというものをまず作ってその基準になるべく合わせて 

中間施設を目指していくようなことは出来ないか、その中で行政がやるべきことをちゃんとやるということを出来 

ないかというのがひとつ。 

もうひとつは細かい話ですけど、北九州は今技能講習事業をやっています。今までは自立支援センターの 

入所者のみが対象者だったんですけど、この春厚労省と交渉しまして、もともと日雇い労働者等の技能講習 

事業なんですね。ですから交渉した結果、基本的には日雇就労手帳を持っている人は地域の人でも技能講 

習事業を受けれますよと、免許取れますよと。まぁ元来の形に戻ったわけですけども、そうなるとセンター前提 

じゃなくても出来るはずだと。他地域で自立支援をやるときに就労支援等の中にセンターは無いけど事業講 

習事業をとって、それでその枠の中で免許取得等のバックアップをすると、そっから就労へと。これもきちっと 

厚労省に言わせるべきではないかなと。北九州の場合センターが基になって、それをちょっと拡げたという、そ 

っちから拡がったんですけど、大元はあれは寄せ場を中心に使われてきた制度だと思いますけど、もはやこれ 

だけホームレスが全国化した中で技能講習事業は使えるんじゃないかと。そこをもう一歩押せば良いんじゃな 

いかという風には思います。 

小川 卓也 （NPO 法人エスエスエス）： 

宿泊所に限定しての話で申し訳ないんですけど、現状退院促進の流れもありまして、要介護状態の方がか 

なりいまして、宿泊所が受け皿になっているんですね。介護保険課の中では第二種の宿泊所っていうのは居 

宅ではありませんと。なので介護保険サービスを施設内で適用させることは出来ませんと、もしそれが発覚した 

場合には遡ってご本人のほうに請求しますと我々ははっきり言われてしまいました。ということは我々の規模で 

あえてわかりつつこっそりワーカーさんの熱意で介護保険課に働きかけて介護サービスを入れるっていうこと 

はなかなか出来ないと思っています。 

去年も内閣府を通じて特区申請をさせてもらったんですけど、自治体までだと介護サービスを入れれないこ 

とは無いということになってまして。だから社会福祉施設であったり法人であったり、その他の施設に入るでしょ 

っていうことで、逃げられてしまっているというか濁されてしまっているんですけど、実際宿泊所は施設っていう 

カテゴライズの中には介護保険課の中では入っていないので、施設介助は出来ませんと、サービスは入れれ 

ないと。だったら居宅っていうお話をしているんですけど、現に生活保護上では居宅として認められています 

ので、その辺の矛盾を我々はどう解決していけば良いか、また働きかけをしていかなければいけないと。今介 

護予備軍を入れて 100 人くらいの方を我々自前で介護させていただいてますので、その辺を訴えていきたい 

なとは思っています。 

高沢： 

いろんな施策が始まってきているんですけど、昨日の自己紹介でもちょっと言ってましたけど、横須賀で普 

段パトロールとか訪問活動をやっているのにこれに巡回相談の委託を出すというシステムがきています。これ 

は良い意味でも悪い意味でも役所に入れば事足りるという意味ではない、民間と連携しなければならないとい 

うところまでは来たんじゃないかと。これは小さいとしても、例えば野宿者が１人でもいるとすれば役所にどんと 

座っているんじゃなくそこに行けということは言えるんじゃないかと。そういうのが神奈川で出てきている。 

ただ非常に予算が安いんですね、こんなん貰ったら机叩くぞっていう予算だったんですけど。そういう部分 

でも今出来ることを行政にやられてく、もしくは行政と連携して実態に一番近いものを現実に受け止めていく、
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何が出来るかわからないが受け止めていく。ここからまずはじめていこう。特に小さくて財源も無い町はここから 

始めようというスタイルは重要ではないかという風に思います。 

SSS のように何かありませんか？他だったら使えるものがなぜか NPO の施設というだけで使えないという現 

状とか。特に地方都市とかで現実にはこういうことですごい困ってるよっていうのを出していただければ、それ 

が施策として練りあがるんであれば十分提案として要求できると思うんですが。 

林 真人 （平塚パトロール）： 

実施計画とか策定できる義務は特に地方都市においては地域の行政担当者はほとんど無いものとして受 

け止めていて、法的義務、もともと法的義務の根拠は極めて怪しい書き方なんですけど、それでも地方都市に 

おいては記載されていないからやらなくていいっていう理解なんですね。その辺で国の基本方針の見直しが 

あるんであれば、拘束力のある書き方で地方都市レベルでも出来るレベルに策定していただけると我々として 

はありがたいと思います。 

高沢： 

そうですね、平塚は 100名を越えていてもまだ実施計画が作られていないという。全国ネットとしての独自事 

業、国に要求していくことも大事なんですが、僕たちがせっかくこれだけ 45 団体集まっている中で、みんなで 

力を合わせたらこんなことが出来るんじゃないか、こういうことを協力して民間だから出来るものを作り上げてい 

こうというので何か提案とかは？先ほどグローバルヒューマンの高橋さんが指摘してましたけど。 

小林： 

ヒントっていうとおこがましいかもしれないんですけど、例えば新潟の寺尾さんのところと T シャツ作った件な 

んかはいい例かなと思うんですね。各団体が販売ルートの窓口であったり、さっきの配達まですればホームレ 

スの支援する仕事になれば雇用創出になるんじゃないかという話だと思うんですが。昨年の夏、ふるさとの会 

で寺尾さんの団体に T シャツの作成を依頼したんですね。夏祭りを行っていて、うちのボランティアを含めてス 

タッフの T シャツをっていうことで 160 着。そのデザインとかを寺尾さんが支援している方々にデザインしてもら 

って、それをウチが買う形をとっていたんですけど。 

例えば各団体の特色でこういうことが出来るとそれぞれの部分を集めて何か商品を作る。それを各地方の 

団体でそこの代理店みたいな形で受け付けるとか、そういった形で全国ネットっていうのはひとつの流通ルー 

トって考えることも出来ると思うんです。ですから寺尾さんとの T シャツ、新潟で作ったものを東京で実際に販 

売もしたんですけど、寄付の際にもその T シャツを。何もないより寄付の時にこういうことをやっていますってい 

う土産をもっていくと寄付をもらえたりで。そういったところをそれぞれの団体で地方ならではの特色でやって 

おられると思うので、そういったものを販売ルートという形でいろんなところに流せるんじゃないかと、そういう視 

点も全国ネットって持てると思うんで、そういったところでも考えてもらったらなと思います。 

松繁 逸夫 （釜ヶ崎資料センター）： 

初日の時に奥田さんからもありましたように、110 番発信に対する対応がありました。最近では埼玉のほうの 

110 番通報に対して 1 度接触して、地元の民生委員さんを訪ねてみたりしたけど、その後またしばらくあって連 

絡があった。今回はまだ確認してませんけど、弁護士さんのほうからお手紙があったと。かっちりと押さえてい 

かなくても機能していくということが出始めてると思うんです。もちろん弁護士さんのほうにも生保の援助が出る 

ような制度が出来たのもあるんですけど。 

小林さんがおっしゃたように商品の流通ももちろんやってお金をもうけましょう。もうひとつは情報の流通もや 

って助けましょう。要するに刑余者の刑務所から出て野宿者になる前にフォローすると同様に、まだこちらの網 

にかかっていない野宿の一歩手前の人が全国ネットの連絡先を見て SOS を発した。私は野宿したくない、な 

んとかなりませんかという情報が来た時に、これをフォローできるような体制を全国的にできないだろうか。せっ 

かく全国ネットと要っているんですから、皆さんと相談して。しかしそんなん言われてウチとこの近所の人が、う 

ちとこを知らないからって言って全国ネットから言われても、ウチとこもいっぱいで現に野宿している人がいっ 

ぱいいてそこまで手が回らないっていうような話もあるかもしれませんけども。
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あるいは今は埼玉の人も弁護士さんが関わって生保が出たけども、そのあとのフォローはどこがやってくれ 

るのか、弁護士さんは忙しいし、そういう時にはどういう風なフォローの形を作っていけたらいいのか。せっかく 

の全国ネットですから、事業としておいおい施策としていければなと。 

安江： 

今のことで全体メールに流さなくて申し訳なかったんですけど、全国ネットの連絡先が新宿機構になってい 

て、そこに電話が掛かってきました。予防じゃないんですけど、コインランドリーの掃除をしている方からで、ホ 

ームレスの人がいつもコインランドリーで寝ていると。どうしてあげたらいいだろうかで、それは岡山なんですけ 

ど。鈴木さんにちょうど電話が通じたんでお名前出して良いですかって聞いてやったんですけど。そういうとき 

に支援ネットの団体は忙しい時に困るかもしれないとか今松繁さんがおっしゃっていましたが、そういう時の同 

意はどうすればいいですかね？ 

高沢： 

やれる範囲で良い連携を目指すということにしましょうよ。それは安江さんなんかの本部でやらんかいって言 

われても、動けない団体もあるでしょうし。 

ただ現実にそういう問題はありますし、例えばホームレスネットワークに連絡が入って藤沢の案件だったので、 

横浜の司法書士さんが藤沢の市役所に同行して生活保護までやった。そのあとはうちのシェルターで引き受 

けて、今アフターフォローも含めて対応させてもらっています。そういう意味では具体的な連携は神奈川では 

出来ている。 

だから出来ることはどんどんやったほうが良いと思うんですね。ただなかなかこうしましょうというのは難しいと 

思うんでモデルみたいなものを決めて、なるべくその線でやれたらいいねぐらいのところで、良いネットワーク 

の連携を目指していくというところでまとめていけるんじゃないかと思うんです。詳しいことはまた世話人会で。 

この辺で今日はまとめてしまいますが、施策のほうはたくさんの課題を皆さんに出してもらいましたが、この 

辺を具体的な政策として練り上げて国に出していくという作業をしましょうと。あとは僕たちが出来ることとして全 

国ネットとしてどうなのかというところでは、お互いの強みを出し合える事業の連携をすることや、さっきの SOS 

ですよね。困った人や野宿に至るかもしれない人や、現に野宿をしていて相談先もわからず困っている時に、 

この全国ネットワークの強みを生かした今後のやり方を考えていくということで今日はしめさせていただきたいと 

思います。 

今後もよろしくお願いします。
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